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はじめに

台風銀座といわれる本県の奄美群島地方には，これまで多くの台風が来製し，大なり小

なり，被害を受けてきました。

なかでも，昭和52年 9月9日の台風第 9号（沖永良部台風）は大型の非常に強い台風

で最大瞬間風速 60.4メートルを記録し，そのあと風速計の支柱が煩き，風速観測は不可能

になり，また最低気圧は 907.3ミリバールとわが国蜆測史上最低の値を記録するなど稀に

見る猛烈な台風でした。

このため，県の防災行政無線，警察の無線もアンテナの倒壊などによって通信が不能と

なり，また屯々公社の通信設備も破損が甚しく通信網は完全にマヒし，箭報の収集，伝達

は非常に困碓を匝めました。

さらにこれら災害の復旧にあたっては台風通過後の海上がしけたため船舶による負機材

の輸送が不能となり，航空機による翰送に頓らざるを得ないという状況でした。

県は 9月10日午前 5時災害対策本部を設説し，自衛隊の偵察機による状況把握につと

めるとともに，壊滅的な被害を受けた沖永良部島への応急対策をたてました。

破壊された家屋，倒壊した屯柱，散乱した物件による道路の不通，更に1亭屯，断水と幾

多の悪条件が菫なる中で，自術隊をはじめ防災関係の各機閲の皆様方が総力を挙げて復旧

作業に従事された結果，すみやかな回復ができましたことは大へん喜ばしいことでありま

した。

このような大規模な災害に対処するためには，官民一体となった協力と援助が必要不可

欠であります。

災害対策本部の総務対策部長として今回の災害対策の指揮に当りましたが，災害復旧活

動に従事され，また献身的な協力と全面的な援助を惜しまれなかった各機関の皆様方に対

し誌上をかりまして心から感謝の店を表しますとともに，今後の御協力を切にお顧いする

ものであります。

ここに今回の災害について諸資科をとりまとめた冊子を刊行いたしますが，今後の災害

対策の上でいささかでもお役にたてば幸いです。

最後に本誌の作成に当りまして資料を提供していただきました鹿児島地方気象台をはじ

め関係各機閲の皆様に厚くお礼を申し上げます。

昭和 53年 8月

鹿児島県総務部長

今吉 弘
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ほとんどの屋根が吹き飛ばされた住宅地帯

吹き飛ばされ道路を占拠した屋根
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柱むきだしの住京の惨状

屋根を吹き飛ばされた相泊中体育誼
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がれきの山と 化した住家

渕壊した和油町公民誼を視察する鎌田知事一行
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強風は家を動かした

--/J/ /‘”// 

電柱の損壊で全島が停電した
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第 1 気象の概況

概況

(1) 気象経過

9月2日にカロリン諸島付近に発生した台風第 9号は，ゆっくり西に移動し 6日にはフィリッ

ビン諸島の東海上で北北西に向きを変えしだいに発達した。

台風はルソン島の東を引き続き北北西に進み， 8日9時には台湾の南東海上で中心気圧905ミ

リパール，最大風速 55メートルの大型の非常に強い台風となった。

夜半Cろ宮古島の南東海上で，一時向きを北東にかえ転向するかにみえたが，再び北に向かっ

て巡みはじめた。 9日20時とろ沖縄の東およそ 10 0キロの海上を経て砲美諸島に属する沖永

良部諸島に向かった。

このころから台風はしだいに速度を早め， 9日の 23時少し前沖永良部島を通過して東シナ海

にはいった。台風の通過に際し沖永良部測候所では 22時 10分に東南東の最大風速 39. 4メー

トル， 2 2時 l6分に東北東の最大瞬閻風速 60. 4メートルを記録したが猛烈な風のため風速計

の支往が領きそれ以後風に関する観測はできなくなった。最低気圧は 22時 50分に 90 7. 3ミ

リパールを記録し， 日本践測史上最低の値となった。総降水屈は 17 9ミリに達し， 9日22時

3 0分から 23時 30分までの 1時間に 55ミリの強い雨が降った。なお，同島および与論島で

は多数の家屋が倒壊し，負似者も多く， さとうきびなど股作物の被宮もかなりの額にの1まった。

このころから日本の東方にある太平洋高気圧が急速に勢力を強めて西に張りだしたため，台風

は北北西から北西に向きをかえ奄芙大島の西およそ 10 0キロの洵上を経て，毎時 45~5 0キ

ロとさらに速度を早め， しだいに衰えながら九州本土から遠去かった。 1 0日昼ころには鹿児島

の西およそ 40 0キロの海上を西北西ないし西に進み， 1 1日昼ころには揚子江の河口付近に上

陸してその後弱い熱帯低気圧に衰えた。

九州本土では，除邸半島の枕崎市で 10日07時に最大瞬閻風速 34. 2メートルを鍛測したが，

台風が離れて通ったため本土付近での風による被害は少なかった。しかし，台風の周囲の強いペ

ンド状の雨雲が梱子島，屋久島地方と大隅半島南部にかかり， 8日の降り始めから 10日までの

雨Elは届久島で 26 0ミリ， 9日02時 10分から 03時 10分までの 1時閥 1こ70ミリの強い

雨が降った。

(2) 今回の台風の特徴

ァ 9月に発生した大型の非常に強い台風であったにかかわらず，太平洋翡気圧の変動の影勝を

強く受け時季はずれの経路をとり進路予想が困難であった。 (9月以降に九州の西海上を西進

して中国大陸に上陸した台風は過去に類例がない。 ） 

イ 台風の北上にともない，台風の東側で南よりの暖湿な空気が流れこみ日本列島に沿って停滞

していた前線の活動が活発となり，台風からかなり離れた四国から関東地方にかけての日本の

太平洋側にも大雨が降った。

ゥ 台風が通過した沖永良部諸島では多大の被宮が発生し，沖永良部測候所では日本観測史上最

低の気圧 90 7. 3ミリパールを観測した。
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(3) 台風経路図及び地上天気図

ア 台風経路図
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イ地上天気図
昭和52年 9月 9日21時
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2 気象観測 資料

(1) 雨量分布図
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(2)雨岳変化図 (3 時間）
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(3) 気象官署観測表

沖永良部

日 時気 圧 風 向風 速

8.0 3 0 0 8. l NNE 8.9 

06 N E 8.8 

0 9 0 0 8.3 NNE 4.9 

12 N E 5.5 

l 5 00 LO ENE 5.3 

l 8 NNE 5.1 

2 I 0 0 0.5 ENE 7.3 

24 E 7. 6 

9 03 9 96.5 E 6.3 

06 ESE 8.2 

0 9 9 9 4.1 SSE 6.6 

l 2 ESE 8.8 

l 5 9 9 8.3 N E l 2.7 

l 6 9 8 6.7 N E l 2.6 

1 7 9 8 3.7 ESE l 3.6 

し8 9 8 1.9 N E 1 9.6 

I 9 9 8 0.1 N E l 8.4 

20 9 7 6.3 N E 2 1.4 

2 I 9 6 9.0 ENE 2 4.0 

2 2 94 6.6 ENE 3 5.6 

2 3 9 16.4 測器破損欠測

24 9 6 4. 7 ” 
1 0.0 1 9 74.8 • 99 

02 9 79.4 ” 
03 9 8 4.3 ” 
0 4 9 8 6.6 ” 
05 9 8 8.5 ，， 

名 瀬

9.0 3 9 9.7 4 0.1 

06 9 9 6.2 NNW 0.7 

0 9 9 9 6.2 S E 1.8 
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1 5 9 9 2.2 S E 4.9 

雨 糀天

0.5 

0.5 

0.5 

1.0 

6.0 

3 5.0 

1.5 

7. 0 

0.0 

0.0 

8.5 

B.O 

l 1.0 

5.0 

4.0 

4.0 

8.0 

2 8.0 

5 3.0 

0.5 

1.0 

0.0 

0.5 

0.0 

4.0 

2 O!O 

2 1.5 

5.5 

3.5 

日時I気圧I風向I風速I雨椛I天気

気 I 8 9 8 9. 7 S E 3.2 o.o 

゜1 9 9 8 8.5 S E 8.7 0.0 ◎ 

20 9 8 7.2 ESE 4.3 0.0 ◎ 

① 2 I 9 8 4.8 S E 4.4 0.0 

゜22 9 8 2.6 S E 9.1 1.5 

゜◎ 23 9 8 0. l S E l l.9 8.5 R 

24 9 7 8.6 S E l 2.6 6.5 

゜゜
l 0.0 l 9 7 8.4 S E 6,7 1.5 R 

02 9 7 9.5 S E 1 2 A 1.5 R 

゜
03 9 8 3、4 SSE 1 0.8 2 5 

゜04 9 8 6.2 s 8.8 0.5 

゜◎ 0 5 9 8 8.7 s 8. 4 1.0 

゜06 9 9 1.1 s 5.2 3.0 

゜゜
0 9 9 9 5.6 s 6.0 l.5 ◎ 

゜
1 2 9 9 8.6 s 7.2 0.0 (]I) 

゜
1 5 9 9 8.5 s 9.1 2.0 ilD 

゜
I 8 0 0 l.3 s 4.3 3.5 ◎ 

．゚ 屋 久品． 9.0 a 0 0 0.9 W 3.3 8 l.5 

゜
06 WNW 4.3 07.0 

゜
09 0 0 1.4 NW  7. 0 4 4.0 

゜゜
1 2 WNW 4.6 4 7.5 

゜
1 5 9 9 7.0 N W  1.9 5.5 

゜゜
1 8 SSE 8.8 5.0 

゜
2 I 9 9 7.9 S E 7. 1 0.5 

゜゜
24 S E l l.i 0.0 

゜
l 0.0 2 9 94. 7 S E I B.O 0.0 ◎ 

03 9 9 4.2 S E l 5.4 0.0 ◎ 

04 9 9 4.3 S E 1 2.5 0.0 ◎ 

R 0 5 9 9 4.7 S E l 2.9 0.0 ◎ 

゜
0 6 9 9 5.4 S E 1 l.3 0.5 

゜◎ 07 9 9 6.3 SSE l 0.0 0.0 ◎ 

◎ 0 8 9 9 7. 0 SSE l 0. 7 ◎ 

゜
09 9 9 8.4 SSE 9. 7 ◎ 
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日 時 気 圧 風 向 風 速 雨 枇 天 気 日 時 気 圧 風 向 風 速 雨 屈天 気

l O.l 2 SSE 9.0 l 0. l 8 0 0 3.7 S E 6.7 ⑪ 

l 5 0 0 1.6 SSE 6.6 0.0 ◎ 2 l 0 0 6.9 ESE 6.2 ⑪ 

1 8 SSE 8.4 0.5 2 4 0 0 7.8 ESE 4.9 ⑪ 

2 I 0 0 6.0 SSE 5.2 (1) 

2 4 S.SE 4.3 
枕 崎

9.0 9 0 0 l.6 NW  0.5 l 4.5 

゜種子島 I 2 W 1.3 

9.0 3 0 0 0.6 N E  B.l 1 3.0 R l 5 9 9 7. 7 NNE 4.9 2 5.5 

゜0 6 0 0 0.1 N 7. 0 3 1.0 

゜
I 8 ENE 6.1 

0 9 9 9 9. 5 N 1 0. 2 3 7. 5 R 2 l 9 9 8.8 ENE 6.0 7. 0 ◎ 

1 2 9 9 8.4 NNE 8.5 2 8.5 亀 24 E 1 2.2 

1 5 9 9 7.6 ENE 2.0 4 7.0 

゜
l 0.0 3 9 9 5.6 ESE l 0.2 

1 8 9 9 8.4 ESE 5.6 2.5 R 06 ESE l 7. 9 

2 1 9 9 9.4 E 7.5 0.0 ① 09 9 9 8.6 ESE l 6. 1 1 0.5 

゜24 9 9 8.0 E 1 0.2 (]) I 2 S E l 3.3 

l 0.0 3 9 9 7. l ESE 9.7 ◎ 1 5 0 0 l.3 S E 1 2.6 0.0 ◎ 

0 6 9 9 7. 7 ESE 9.5 ◎ 1 8 S E 9.3 

0 9 0 0 0. 2 S E 8.1 2.0 ◎ 2 l 0 0 5.9 ESE 1 0.7 CD 

1 2 0 0 2.2 S E 8.4 ◎ 24 ESE 9.8 

I 5 0 0 2.4 S E 9.0 CD 

18 0 0 3.4 S E 5.2 ⑪ 
阿久根

2 1 007.2 S E 4.8 ① 9.0 9 0 0 1.3 ENE 2.5 LO 

゜24 0 0 8.2 S E 3.4 0.0 ① l 2 NNE 8.0 2.0 

l 5 9 9 9.6 N E 4.2 7. 5 

゜鹿児島
t 8 N E 4.0 2.0 

9.0 9 0 0 1.6 w .゚5 
4. 5 

゜
2 I 0 0 0.2 N E 3.7 0.0 ◎ 

I 2 0 0 0.4 NNE 2, 9 l 0.0 

゜
24 ENE 4.3 0.5 

I 5 9 99.3 NNE 0.9 l 4.5 

゜
I 0.0 3 9 9 8.1 E 6.6 

1 8 9 9 9.6 N E  4.5 4.0 R 06 ESE 6.7 

2 l 0 0 o.o N E 1.9 5.5 

゜
0 9 9 9 8.6 ESE 7. 2 0.0 

゜24 9 9 9.3 E 2, 7 l.5 ① 12 S E 8.6 0.5 

l 0.0 3 9 9 8.0 E 6.8 0.5 

゜
l 5 0 0 1.2 S E 5. l 0.5 ⑪ 

0 6 9 9 8.5 ESE l 0.3 0.0 ◎ I 8 S E 8. 8 

09 0 0 0.8 S E 9. 7 0.0 

゜
2 1 0 0 5.7 SSE 8.9 ⑪ 

1 2 0 0 1.8 S E 7. 7 0.5 ◎ 24 S E 2.3 

I 5 0 0 2.4 S E 6. 4 ◎ 

-l 5-



(4) 極値表

最低気圧（面面） 紋大風速 餃大瞬間風速 最大拙菰l雨賊 蚊大日雨砒 謡々9ヽ3 雨 l tt 

起時 風速起 時 風速起 時 日時分 日 日 時 分
24 

mb 風向 風向 mm S mm 時 mm I 
限

日 時分 ms日時分 m/s日時分 日 時 分 界 日時分

9.2 220 8.l 820 

i•'| 9 
水-• 9 07.3 9.2 250 ESE 39.4 9.22 lO BNE 60.4 92 2 16 6 1.0 s l68.0 ， l 77~ 〇 I 

良部 9.23.20 l 0.0 5 l 0 

9.05.4 0 8.19 4 7 

名甜i978.2 10.0 0 4 0 S E l 52 9.2 3 4 0 S E 36.3 9.2 34 0 25.0 I 7 0.0 ， 97.0 I 

9.06.4 0 10.1946 

9 03.1 0 82 30 0 

柑久島 9 9 4.1 l 0.0 3 l 0 S E l5.4 I 0.0 300 S E 25.3 10.0420 70.0 I 25 1.0 ， 2 52.0 I 

9.04 l 0 I l0.0650 

9.l 220 
， 

8.00 00 

種子／沿 9 96.9 10.0250 NNE 1 3.4 9. 1 l 3 0 B8E 22.1 10.07 00 3 1.0 I 159.5 ， l 64.5 ＼ 

9.1 320 1.0.0900 

10.07 30 9.0 050 

枕崎 9 95.1 10.033 0 BSB l 8B 10.0530 ESE 34.2 10.070 0 l 0.0 I 49.0 ， 595 ＼ 

10.083 0 10.0905 

9.1330 9.0 I 28 

鹿児島 9 9 8.1 9J 6 00 s 59 9.2200 S B 2 0.7 9.0 90 0 6.5 I 4 3.5 ， 44.5 I 

9.t4. 80 1 0.1 0 1 4 

9.1345 9.0 50 0 

阿久根 997.2 l 0.044 0 団SE 9.4 l0.0730 BSE 2 2.7 10.0630 50 I 14.0 ， 14.5 ＼ 

9.J 44 5 10.110 0 

-l 6-



(5) 日雨他表

疇気象観測網（日界 24時）

地点-----‘～ー且 8 日 ， 日 l 0 日 計

大 口 1 2 9 2 8 5 8 

紫 尾 山 I 7 I 4 3 l 

宮 之 城 2 2 2 7 4 9 

中 甑 2 3 l 7 4 0 

Ill 内 8 0 2 3 2 

前 辺 3 6 I 4 5 0 

入 来 峠 4 l 6 4 7 

東 市 来 2 9 2 3 l 

権現 ケ尾 8 7 2 3 9 

吉 ケ 別府 6 7 6 x X 

志 布 志 5 8 1 7 9 3 

,.9．_Ac , ̀ 入 5 2 2 5 4 

高 山 ， 9 7 2 5 1 3 1 

指 宿 6 6 3 6 9 

甫与志岳 1 0 4 l 6 1 2 0 

内 之 帷 5 l O 7 I 2 I 2 4 

種 子 島 3 I 6 0 2 I 6 5 

上 中 l 4 2 l 4 8 2 3 6 

屋 久 品 8 2 5 I l 2 6 0 

尾 之 間 I 6 7 5 5 I 9 6 

名 瀬 8 7 0 I 9 9 7 

古 仁 屋 X 6 7 x x 

沖永 良 部 l 0 X X X 

出 水 l 3 l 6 2 9 

牧 之 原 9 6 l 3 1 0 9 

矢 止 岳 2 6 2 0 4 6 

鹿 屋 9 4 2 5 I I 9 

高 峠 I I 7 I 4 2 I 2 4 

-1 7-



5 気象官署のとった措置

(I) 注謡報筈報の発表

台風の接近に伴ない．下表のとおり注怠報・警報を発表し注邸を促した。

官署 種 別 発表 時刻

波浪注意報 9月 8日 I7時 50分

大雨洪水強風波浪注郊報 9日I4時 25分

鹿児品 波浪警報大雨洪水強風邸潮注邸報 2 1時 2O分

地方 暴風雨洪水波浪高潮笞報 2 3時 l5分

気象台 波浪警報大雨洪水強風注慈報 I 0日II時 20分

強風波浪注慈報 1 5時 45分

波浪注謡報 2 l時 30分

波浪注慈報 9月 7日 l5時 35分

大雨洪水強風波浪注慈報 8日l7時 l0分

名瀬 波浪警報大雨洪水怖風波浪注謡報 9日l0時 00分

暴風雨波浪高潮洪水警報 l 6時 45分

測候所 波浪笞報強風注慈報 I 0日 6時 30分

強風波浪注慈報 l 2時 l0分

波浪注意報 2 l時 30分

波浪注意報 9月 8日 l8時 00分

大雨洪水宙雨波浪注慈報 9日 3時 10分

種子品 大雨洪水笞報宙雨波浪注慈報 3時 50分

大雨洪水警報強風波浪注意報 9時 l0分

測候所 暴風雨波浪洪水警報高潮注慈報 2 l時 25分

強風波浪注意報 l 0日ll時 30分

波浪注意報 2 l時 50分

-l 8-
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(2) 台風梢報の発表 （別掲）

九州南部地万 鹿児品地方気象台

号 日 時分 号 日時分 号 日時分

1 8. l 7 : 3 0 6 9. 2 3 : 3 0 l l l 0. 6 : 0 0 

2 9. 5 : 4 0 7 1 o. 1 : 4 0 1 2 l 0. 8 : l 0 

3 9. ll : 3 5 8 l 0. 2 : 5 0 1 3 l 0. l l : 3 0 

4 9. l 7 : 2 0 ， I 0. 4 : 3 0 I 4 1 o. 1 4 : 4 5 

5 9. 2 0 ; 3 0 1 0 I 0. 5 : 0 0 

砲芙地方 名瀬測候所

号 日 時分 号 日時分 号 日 時分

I 8. 8 : 4 0 7 9. l 9 : 5 O l 3 I 0. l : 3 0 

2 8. l 3 : 5 0 8 9. 2 l : 2 O l 4 l 0. 2 : l 0 

3 8. l 9 : 4 5 ， 9. 2 2 : 2 O l 5 1 0. 2 : 4 5 

4 9. 7 : 5 0 I 0 9. 2 3 : 0 5 I 6 1 0. 4 : 4 5 

5 9. I 3 : I 5 1 1 l 0. 0 : 0 5 l 7 l 0. 6 : l 0 

6 9. 1 6 : 3 0 1 2 l 0. 0 : 3 O 

種子島屋久島地方 種子品測候所

号 日 時分 号 日時分 号 日 時分

l 9. l l : 2 0 2 I 0. 4 : 3 0 3 I 0. 7 : 3 0 

(3) 海上警報の発表（九削南方海上と日向灘）

種 別 日 時 分 種 別 日 時 分 種 別 日 時 分

風笞報 8 8 : 5 0 台風警報 ， 8 : l 0 台風警報 1 0 2: I 0 

帷風警報 8 14 : 2 0 ” 
， 1 l : 5 5 ” 

l 0 & : 3 0 

” 
8 I 7 : 5 0 

” 
， l 3 : 5 0 ” I 0 s:oo 

暴風笞報 8 2 2: 5 0 “ 
， l 6 : 5 0 暴風警報 l 0 IO: 5 0 

” 
， 1 : 5 5 ” 

， 2 0 : 2 0 ” 1 0 l 4 : 3 0 

台風笞報 ， 5: 5 0 ” 
， 2 3 : 0 0 強風警報 1 0 l 7: 4 5 

” l 0 23 : 2 0 

風晋報 11 6: 0 0 

” I I l 8 : 0 0 

-19-



(4) 鉄逍気象通報

予報 区 警 文 発表時刻

力コ 1の 1.2. 3 テケロ 9. l 4 : 2 5 

カコ 1の 1.2. 3 テケイ・テヶヘ・テケカ 2 l : 2 0 

カコ 10) l. 2. 3 テケニ・テケカ 2 3 ; l 5 

ヵコ 1の l.2. 3 テケイ・テヶヘ I 0. l l : 3 0 

カコ lの l.2. 3 テケイ l 5 : 5 0 

カコ lの 1.2. 3 テケソ 2 I : 3 0 

なお．内容は次のとおりである。

0予報区

カコ lの l, 2, 3・・・・県下の国鉄全路線

0笞 文

テヶロ・・・・風が強くなる。

テケイ・・・・風が著しく強くなる。

テケヘ・・・・大雨が降る。

テケカ・・・・海岸では大波また、ま邸潮のおそれがある。

テケニ・・・・暴風雨 9こなる，

テヶソ・・・・警戒をとく。

¥5) その他

ア 台風説明会

日 時 刻 場 所 対 象 者

9 | 1 4: 0 0-1 5 : 0 0 鹿児島地方気象台 1防災担当機関，報道関係 50名

9114:00-15:00 種子島測候所 防災担当機関 25名

イ 放 送

9月9日から 9月 10日1こかけてテレビ (TV) ，ラジオ (R) により台風進路予想，大

雨状況の説明等を放送し，一般の注店を促した。

NHKTV 1 2回

MBC（南日本聡送） R 9回

MBCTV 1 5回

-2 0-



鹿児島地方気象台

日 時刻 種 別 日 時 刻 種 別 日 時刻 種別

， l l : 5 5 MBCTV l 0 2 : 8 0 MBCTV.R l 0 7 ; 0 0 MBCR 

I 8 : 0 0 MBCTV 3 : 0 0 MBCTV,R 7 : 0 l NHKTV 

2 1 : 5 5 MBCTV 3 : 3 0 NHKTV 7 : l 5 NHKTV 

2 2 : 4 5 MBC R 4 : 3 0 NHKTV 7 : 3 6 NHKTV 

2 2 : 5 5 MBCTV 4 : 3 0 MBCTV,R 7 : 4 5 MBCTV 

l 0 0 : 0 0 MBC R 5 : 0 0 MBCTV 8 : 3 0 NHKTV 

0 : 4 5 MBCTV 5 : 3 0 MBCTV I O : 0 0 NHKTV 

1 : 3 0 MBCTV,R 5 : 3 0 NHKTV l l : 5 4 MBCTV 

l : 3 0 NHKTV 6 : 0 0 NHKTV l 2 : 0 0 MBCR 

2 : 0 0 MBCTV,R 6 : I 0 NHKTV 

2 : 3 0 NHKTV 6 : 3 0 MBCTV 

-2 1-



4 台風情報

九州南部地方

9月8日 17時 30分発表

ム口 風惜報第 1 号

l 観測時刻 8日l5時 00分現在

2 方向距離沖縄の南南西およそ 55 0キロ
ムロ

風 3 中心位匠北綽 21° 2 5'東径 I2 6'5 5' 

第 4 進行 方向北北西， 
号

5 進行速度毎時 20キロ

の 6 中心気圧 9 0 5ミリパール

状 7 最大風速 55メートル

況
暴風雨半径等 中心から喜｛〗悶キロ以内は風速 2 5メートル以上

8 

， そ の 他

大型の非常に強い台風は沖栂と石垣品の曲1こむかへています。台風第 9号は 8日 l5時には沖羅の

南南西およそ 55 0 Kmの北綽 2l 02 5' 東径 l2 6° 5 5'にあへて l時間におよそ 20 Kmの速さで

北北西に進んでいます。中心の気圧は 9osmb,中心付近の最大風速は 5s m/ sec 中心から東

側半径 20 OKm以内．西側半径 l2 OKm以内では風速 2s m/ sec以上で．中心の東側 lO O O Km, 

西側 60 0 Km以内では風速 15 m/ sec以上の強い風がふいています。台風は今後しばらくは北北西

に進み．明日の午後には沖縄と石垣品の問をとおり．東・ンナ海にはいる公勾が大きくなりました。台

風の規炭が大きいため奄美近海はすでに風速 l5 m以上の強風域にはいっ七おり海上は時化てうねり

が高くなっています。台風の北上にともなへて砲芙近海は東よりの風がさらに強くなり 1yl日の午後に

は暴風圏にはいへて．．大時化となるおそれがありますので悔上・陸上とも十分笞戒してください。種

子品・屋久島地方及び九州南部地方の本士でも今夜半すぎには風速 lSm以上の強風城9こ1まいるでし

ょう。悔上は波・うねりとも裔くなりましょう。各方面とも今後の俯報に注邸してください。

九州南方海上と日向灘に海上風警報．而美地方に大雨洪水強風波浪注意．報．宮崎地方に波浪注邸報

がでています。

追加：鹿児島地方 l 7 ; 5 0 

波浪注意報

-2 2-



9月9日05時 40分発表

台風梢報第 2 号

l 観測時刻 9日03時 00分現在

2 方 向距離宮古島の南東およそ 25 0キロ
ムロ

風 3 中心位骰北綽 22° 5 5' 東径 126°55'

第 4 進行 方向北， 
5 進行速度 毎時 l5キロ

号

の 6 中心気圧 9 0 5ミリバール

状 7 厳大風速 5 5メートル

況 8 暴風雨半径等 中心から翡『］ ¢キロ以内は風速 25メートル以上

， そ の 他

大型の非常に強い台風第 9号は沖縄付近に向って北上を続けています。

台風第 9号は 9日03 : 0 0には宮古品の南東およそ 25 0 Kmの海上．北綽 22° 5 0' 東径126°

5 5'にあって 1時間におよそ 15 Kmの速さで北に進んでいます。中心の気圧は 9o 5m b中心付

近の最大風速は 55 m/  sec,中心の東側 20 0 Km,西側 12 0 Km以内では風速 25 m/  sec以上．

中心の渠側 IO O O Km,西側 60 0 Km以内では風速 15 m/ secの怖い風が吹いています。

台風はこのまま北上をつづけ明朝 03時には沖縄のすぐ東の海上北綽 26°0 0' 東径 I2 5° 

0 0' を結ぶ線上に達する見込みです。奄美地方では今夜．暴風梱に入るおそれがつよくなってき

ましたので厳重に警戒してください。本土でも次第に風がつよまります。明日は風雨とも強くなり

ましょう。

また．台風のまわりは厚い雨裳におおわれ屋久島では 02時から 03時までの 1時間に 69 mmの

強い雨が降り， 5時までの雨椛は 14 0mm1こ逹しています。

九州南部地方は全般に孟を伴へた弥い雨が降るおそれがありますので注意してください。海上は

奄美地方ではうねりを伴へた強い雨が降るおそれがありますので注紅してください。海上は奄美地

方ではうねりを伴って大時化となり今夜から明日にかけては猛烈1こ時化る見込みです。本士でもし

だいに時化ますので警戒してください。

現在疱美地方に大雨洪水強風波浪注謡報．種子島地方に大雨洪水警報．田雨波浪注、慈報，鹿児島

地方と宮崎地方に波浪注慈報が．九州南方海上と日向難に悔上台風警報が出ています。

-2 8-



9月9日11時 35分発表

台風情報第 3 号

1 観測 時刻 9日09時 00分現在

ムロ
2 方 向距離沖縄の南およそ 30 0キロ

風 3 中心位 匹北綽 23° 3 0, 東径 l2 8° 0 0' 

第 4 進行方 向北東， 
戸勺・

5 進行 速度毎時 15キロ

の 6 中心気圧 92 0ミリパール

状 7 蔽大風速 45人ートル

況 東20 0 
8 暴風雨半径等中心から キロ以内は風速 25メートル以上

南 I2 0 

東10 0 0 

西 60 0 

大型の非常に強い台風 9号は向きを北東に変え，沖縄の東悔上に向かへています。台風 9号は 9El 

9 そ の 他 ” ” 
I 5 ” 

午前 9 : 0 0 tこは沖縄の南およそ 30 0キロの北緯 23 °3 6' 東径 128°00' にあ→て 1時間に

およそ 15 Kmの早さで北東に進んでいます。中心の気圧は． 9 2 om b中心付近の餃大風速は 45 m 

中心の復側 20 OKm西側 I2 0 Km以内では．風速 25 m以上，中心の東側 1,0 0 0 Km西側 60 OKm以

内では風速 l5m以上の怖い風がふいています。台風は．今後しばらく北東に進み．明朝9こは．沖縄

の東海上を経て寵美地方の南海上に接近する見込みです。台風がやや北よりに進みますと，砲美地方

の南部では，明朝9こは，暴風雨間に入る恐れがあります。台風の規探が大きいため，九州の南栂J::Iま

すでに風速 I5 m以上の強風園9こ入っており．しけてうねりが高くなへています。疱美地方南部の近

海では，今夜から大しけとなり明日の午前 4 : 0 0頃の満潮時には高潮のおこる恐れもありますので

十分瞥戒して下さい。 レーダー観測9こよりますと．九州の南悔上には1品さ 10 Kmを越す厚い雨裳

が停滞しており．種子・屋久ではかなり強い雨がふり続いています。昨夜のふり始めから．今日午前

11 : 0 0までに．屋久では 24 1 mm種子島の上中では 21 8mm種子品では．今日午前 10 : 0 0ま

でに 98 mmの大雨となっています。がけ崩れ．山崩れ，河川のはんらんなど水害にも厳重な腎戒を続

けて下さい。 現在九州南方悔上と日向灘にt屈上台風笞報．砲美地方に波浪・大雨・洪水・強風注

謡報．種子・屋久に大雨洪水警報．強風波浪注慈報．鹿児島に波浪注慈報が宮崎に大雨・洪水強風波

浪注謡報がでています。
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9月9日 l7時 30分発表

台 風 梢 報 第 4
 

号

台

風

第

9

号

の

状

況

2

3

4

5

6

7

8

9

 

観

方

中

進

進

中

厳

測

向

心

行

行

心ヽ

大

時

距

位

方

速

気

風

刻

唯

骰

向

度

圧

速

暴風雨半径等

9日15時 00分現在

那覇の南東およそ 17 0キロ

北綽 24 ° 5 5'東径 128°30'

北

毎時 20キロ

9 2 0ミリパール

4 5メートル

中心から
東 20 0 
西 l2 0 

キロ以内は風速 25メートル以上

そ の 他

台風第 9号は 9日の 15 : 0 0には．那覇の南東約 I7 0 Kmの北綽 24° 5 5' 東径 I2 8° 3 0' 

にあへて 1時間におよそ 20 Kmの速さで北に進んでいます。 中心の気圧は 92 o mb.中心付近の

紋大風速は、15 m/  sec, 中心の東側 20 0 Km以内，西側 I2 0 Km以内では風速 25 m/  sec以上

中心の東側 80 0 Kmと西側 60 0 Km以内では，風速 15m/sec以上の強い風がふいています。台

風は引ぎ続き北に進み，今夜半すぎ沖栂のすぐ東海上を通へて明日は奄美地方にかなり接近する見

込みです。台風の規模が大きいため九州の南海上ではすでに風速 l5m/sec以上の強風域に入へ

ており，奄美地方南部の沖永良部品では會雨を伴い平均風速 l5 m前後の東よりの強い風がふきつ

づいています。而美池方の南部では今夜から．砲英地方の北部でも明早朝には暴風厖19こ入る公符が

大きくなりました。このため奄美近海では1月もなく大時化となりましょう。なお明朝 04 ; 0 0頃

と l7 ; 0 0頃の満潮時には翡潮のおこるおそれがありますので厳韮 9こ警戒してください。レーダ

ー観測によりますと九州の南面上は． f台風をとり囲むパソド状の厚い雨霙がかかり，所々で甜さ lO

Kmをこえています。特に種子品と屋久島では大雨となっており，昨夜降り始めから，今日 l6 : 0 0 

までに屋久1品で 259mm,種子品で I6 2 mm. 上中で 22 l mm!こ逹しました。台風の北上に伴へて，

この強い雨の区域も北に広がり始めており大隅半島の内ノ浦では今日の午後 2時から 3時迄の l時

間に 26 mmの怖い雨が降り．降り始めから l6 ; 0 0迄に 96 mmに逹しました。各方面とも崖崩れ

や土石菰河川の増水や油監などの水害にも厳直に警戒してください。現在九州南方海上と日向誰

に海上台風笞報，奄美地方に暴風雨閲潮波浪洪水警報，種子・屋久地方に大雨洪水笞報，強風波浪

注意報，鹿児島地方と宮崎地方に大雨洪水強風波浪注慈報がでています。次は午後 8: 3 0頃です。
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9月9日20時 80分発表

ムロ 風俯報第 5 号

I 観測時刻 9日 l8時 00分現在

2 方 向距離那覇の東南東およそ I2 0キロ
ムロ

風 3 中心位骰 北綽 25° 5 0'東径 128°50'

第 4 進行方 向北， 
5 進行速度毎時 30キロ

' Fj 

の 6 中心気圧 9 2 0ミリパール

状 7 最大風速 4 5メートル

況
8 暴風雨半径等 中心から占i]ぶキロ以内は風速 25メートル以上

， そ の 他

大型の非常に強い台風9号は．明朝早く術美大島にかなり接近して通過し，九州南部地方にむかう

見込みです。台風第 9号は． 9日 18 : 0 0には那覇の東南東およそ I2 0 Kmの北紘 25° 5 0'東

径 128°50'にあへて速度を早め 1時間におよそ 3 OKmの速さで北に進んでいます。中心の気圧

は 92 Om  b中心付近の最大風速は 45 m,中心の東側 20 0 Kmと西側 12 0 Km以内では風速 25 

m以上．中心の東側 80 0 Km西側 60 0 Km以内では風速 15 m以上の強い風がふいています。台風

は速1変を速めて北に進み今夜半前沖縄の東海上を通過して明朝早く奄美地方fこかなり接近する見込

みです。台風の規模が大きい為．九州の南廂上は風速 15m以上の強風域にはいへており沖永良部

地方ではすでに暴風雨I恥こ＇まいへて，東よりの強い風がふきはじめています。 1 9 ; 3 0 fこ沖永良

部測候所で最大瞬間風速東1)風 31.2 m, 1 9: 5 Ofこ平均敢大風速東の風 24. omを観測しまし

た。徳之品・奄美大島本品でも闊もなく暴風雨1薗にはいりましょう。 1店美大島近悔では猛烈に時化

明朝 04 : 0 0頃は．満潮時に重なへて涸岸地方では高潮のおこるおそれがあり．陸上ではさら 1こ

風面が怖まり祖大な災害のおこるおそれがあります。なお台風がこのまま進みますと明日の夕方に

は．九州南部にかなり接近する見込みです。今後の台風1l,i報 fこ十分注慈してください。午後 6時の

レーダー硯測 9こよりますと．台風をとりまく高さ lO Km以上の雨裳が九州南部地方の本土から奄美

地方にかけておおへており．降り始めてから今日の I9 : 0 0までの子報では屋久島で 250mm,

内／浦 1o 5 mm, 甫与志岳 IO 0四となへています。各地方とも崖崩れや．土石流．河川の増水や

池監などの水害 9こも厳前に警戒してください。現在九州南方海上と日向灘に海上台風管報．寵美地

方に暴風雨邸潮波浪洪水警報．種子・屋久地方に大雨洪水警報．弥風波浪注邸報．鹿児島地方と宮

崎地方に大雨洪水怖風波浪注謡報が発表されています。次は午後 11 : 3 0。宮崎地方は．大雨洪'

水注邸報と波浪警報9こなりました。 (20:50) 

-26-



9月9日23時 30分発表

台風梢報第 6 号

l 観測 時刻 9日2l時 00分現在

2 方 向距離 那覇の東北東およそ l3 0キロ
台

風 8 中心位 匹北緯 26° 5 0' 東径 l2 8° 5 0' 

第 4 進 行 方向北， 
5 進行速度毎時 30キロ

号

の 6 中 心気圧 9 2 0ミリパール

状 7 餃 大風速 4 5メートル

況
8 暴風雨半径等 中心から喜『]¢キロ以内は風速25メードル以上

， そ の 他

大型の非常につよい台風第 9号は1廿Jもなく奄美大島本島を直げきし．明朝 09 : 0 0頃には種子

島近涌9こ逹し．蚊應の場合は．明日の昼前に鹿児島県南部に上陸するおそれがあります。台風第 9

号は 2l : 0 0 Iこは．那覇の東北東およそ l3 0 Kmの北緯 26° 5 0' 東経 l2 8 ° 5 0' にあって

--1時間におよそ 30 Kmの速さで北に進んでいます。中心気圧 920mb,中心付近の最大風速

4 5 m/  sec中心の東側 20 0 Kmと西側 l2 0 Km以内 25 m/  sec以上．中心の東側 80 0 Km西側

6 0 0 Km以内 15 m/  sec以上の惟iい風がふいています。台風は引きつづき北進しておりまもなく

咆芙大島本島を通過し明日の午前 9: 0 0頃には種子品近海に逹し昼前に本士南部に上陸する可能

性が強くなりました。台風の中心が沖永良部品のすぐ近くを通へたため．沖永良部測候所では 2 l 

: 5 0に東北東の風平均 32 m /  sec. 2 2 : l 5 1こ最大l爵IB]風速 6o. 4 m/  secを観測しました。

雨美地方は暴風雨となへて海上は猛烈に時化ており頂大な災岩が予想されるので．陸上・悔上とも

厳煎に笞戒してください。種子・屋久地方は夜明け前から．九州南部地方の本土は明朝から暴風雨

周にはいるおそれがあるので今後の台風桁報に注意、してください。

奄美地方→暴風雨翡潮波浪洪水管報

種子・屋久地方→暴風雨波浪洪水警報 高潮注慈報

鹿児島・宮崎地方→暴風雨波浪洪水注慈報 閥潮警報
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9月 10日01時 4 0分発表

台 風 俯 報 第 7
 

号

台

風

第

9

号

の

状

況

2

3

4

5

6

7

8

9

 

観

方

中

進

進

中

餃

測

向

心

行

行

心

大

時

距

位

方

速

気

風

刻

離

骰

向

度

圧

速

暴雨半径等

1 0日00時 00分現在

名瀬の西およそ " 0 キロ

北緯 27° 5 0' 東径 128°30'

北

毎時85キロ

9 l 0ミリパール

4 5メートル

中心から
東20 0 
西 l2 0 

キロ以内は風速 25メ トル以上

そ の 他

大型の非常に強い台風第 9号は砲美大品本品の西海上 60 Kmの栂上を北上しています。台風第 9号

は 10日00 : 0 0には名瀬の南西およそ 12 0 Kmの北綿 27°5 0' 東径 12 8° 3 0' にあへて 1

時間におよそ 85Kmの速さで北に進んでいます。中心気圧 91omb, 中心付近の蚊大凪速は、15 m 

中心東側 20 0 Km以内と西側 12 0血以内では風速 25 m以上．中心の東側 80 0 Km西側 6O O Km以

内では風速 15m以上の強風がふいています。台風はひきつづき北fこすすんでおり今日昼頃には種子

島の北 80血の北緯 31 ° 0 0' 東径 13 1 ° 0 0' ． 女島近海の北緯 32° 0 0' 東径 12 8 °3 0' を

結ぷ線上の間に逹する見込みで最偲の場合九州南部に上陸するおそれがあります。奄美大品地方は現

在暴風雨固fこ入へており．名瀬測候所では 9日23 : 3 0に南東の風紋大瞬間風速 36. 3 m を品録し

た。種子・屋久地方は今日の明け方から．九州南部の本土では今日の朝から暴風屈fこ9まいり雨風とも

つよまへて直大な災害が予想されるので陸上•海上とも厳阻 fこ啓戒して今日の 0 5 : 0 0は．満潮と

なへており，海岸地方は高潮fこも十分注邸してください。

奄英地方

種子品・屋久島地方

鹿児品・宮崎地方

暴風雨高潮波浪洪水警報

暴風雨波浪洪水警報

邸潮注慈報

暴風雨波浪洪水邸潮警報
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9月 l0日02時 50分発表

台 風 俯 報 第 8
 

号

台

風

第

9

号

の

状

況

2

8

4

5

6

7

8

9

 

硯

方

中

進

進

中

蔽

測

向

心

行

行

心

大

時

距

位

方

速

気

風

刻

離

骰

向

度

圧

速

暴風雨半径等

l 0日

名頗の西北西およそ l3 0キロ

北緯 28° 3 5' 東径 l2 8° l O' 

北北西

毎時 35キロ

9 I 0ミリパール

4 5メートル

中心から
東 20 0 
西 12 0 

キロ以内は風速 25メートル以上

そ の 他

大型の非常に強い台風第 9号は．進路をやや西寄りに変え名瀬の西北西およそ 13 0 Kmの海上を

北北西に進んでいます。台風 9号は 10日 02 : 0 0には北綽 28° 3 5' 東径 12 8 °1 0'で 1時

閻9こおよそ 35 Kmの速さで北北西に進んでいます。中心気圧 91 o mb.中心付近iilk凪速

4 5 m/ sec.中心の東側 20 0 Km.西側 12 0 Kmでは 25 m以上の風がふいています。

以下は第 7号と同じです。

9月I0日 04時 80分発表

台

I 0日03・時 00分現在

風 俯 報 第

，
 

号

台

風

第

9

号

の

状

況

2

3

4

5

6

7

8

9

 

観

万

中

進

進

中

最

測

向

心

行

行

， 心

大

時

距

位

方

速

気

風

刻

離

胚

向

度

圧

送

暴風雨半径等

名瀬の西北西およそ l7 0キロ

北緯 29°0 0' 東径 l2 8° 0 0' 

北北西

侮時 45キロ

9 l 5ミリバール

（中心付近）

中心から

4 5メートル

キロ以内は風速 メートル以上

そ の 他

今日昼頃枕崎の西海上に近づく見込みです。
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9月 9日05時 00分発表

0号

台

風

第

9

号

の

状

況

2

3

4

5

6

7

8

9

 

視

方

中

進

進

中

最

そ

測

向

、い
，
 行
行

、い]’
 
大

時

距

位

方

速

気

風

暴風雨 半径等

の

台

風

第

9

号

の

状

況

2

3

4

5

6

7

8

9

 

視

方

中

進

進

中

最

測

向

、い―ヽ

行

行

、い
，
 大

時

距

位

方

速

気

風

刻

離

腔

向

度

EE

速

他

刻

雄

骰

向

度

圧

速

暴風雨半径等

台 風 偕 報第 1

l 0日04時00分現在

名瀬の北西およそ 27 0キロ

北北西

毎時 45キロ

9 l 5 ミリパール

4 5メートル

中心から
東20 0 
西 l2 0 

キロ以内は風速 25メートル以上

9月9日06時 00分発表

台風梢報第 1

1 0日05時00分現在

名瀬の北西およそ 27 0キロ

9 l 5ミリパール

4 5メートル

中心から
東20 0 
西 l2 0 

ー 号

北綽 29° 4 0' 東径 127°05'

北西

毎時 45キロ

キロ以内は風速 25メートル以上

そ の 他

台風第 9号は l0日午前 5時には名瀬の北西およそ 27 0 Kmの北綽 29° 4 0' 東径 127°05'

にあって 1時間におよそ 45 Kmの速さで北西に進んでいます。中心の気圧は 9 1 5mb中心付近の

紋大風速は 45 m中心の東側 20 0 Km,西側 12 0 Km以内では風速 25 m以上中心の東側 80 OKm 

西側 60 0 Km以内では l5 m以上の強い風が吹いています。
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台

風

第

9

号

の

状

況

2

3

4

5

6

7

8

9

 

餞

万

中

進

進

中

最

測

向

心

行

行

心

大

時

距

位

方

速

気

風

刻

離

骰

向

度

圧

速

暴風雨半径等

9月 10日08時 10分発表

台風俯報第 1 2号

1 0日06時 00分現在

枕崎市の南西およそ 35 0キロ

北綽 29° 5 5' 東径 12 7° 0 0' 

北北西

毎時 45キロ

9 l 5ミリパール

（中心付近） 45メートル

中心から ‘ 
東20 0 
西l2 0 

キロ以内は風速 25メートル以上

そ の 他

大理で非常に強い台風第 9号はひきつづき北北西に進んでいます。台風第 9号は l0日06 : 0 0 

には枕岡の南西およそ 35 0 Kmの北綽 29° 5 5' 東径 127°00' にあって一時間におよそ 45 Km 

の速さで進んでいます。

中心の東側 80 OKm西側 60 OKm以内では． l5 m以上の強い風が吹いています。台風はしばらく

北北西に進み．今日の昼頃女島付近で向きをかえ夕方には九州北部の西海上に近づく見込みです。九

州の南西面上は暴風雨となへており．草垣品では東よりの風平均 27-28mの強い風がふいていま

す。沿岸の面上では今日の日中から今夜いへぱい猛烈に時化るので厳重に笞戒してください。

咆美本島・・・・・・・・・・・・・・・・波浪警報・強風注慈報

種子・屋久地方・・・・・・・・・・暴風雨波浪洪水野報

高潮注慈報

鹿児島・宕碕地方・・・・・・・・暴風雨波浪邸潮洪水笞報
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9月 10日11時 30分発表

3
 

号

台

風

第

9

号

の

状

況

2

3

4

5

6

7

8

9

 

硯

方

中

進

進

中

最

測

向

、い）
＇ 

行

行

， 心

大

時

距

位

方

速

気

風

刻

雄

骰

向

度

圧

速

暴風雨 半径等

台風俯報第

l 0日09時00分現在

福江の南西およそ 30 0キロ

北綽 30°5 0' 東径 12 6° 2 0分

北北西

毎時 50キロ

9 3 5ミリバール

（中心付近） 4 5メートル

中心から ‘ 
卯 20 0 
西 12 0 

キロ以内は風速 25メートル以上

そ の J 也

福江の南西 3 0 0 Km 

台風はこのまま北上をつづけ今夜 2l : 0 0には．長崎県の対馬付近の北綽 34 °0 0' 東径 l2 9° 

0 0' と南朝鮮のすぐ西の海上北緯 85° 0 0' 東径 l2 6°0 0'の間をとおへたあと．北東にむき

をかえ日本i毎へ入る見込みです。鹿児島県本土は暴風圏こははいりませんでしたが風速 15m/sむ

以上 Il時現在枕荀では平均風速 I4 m草垣島では平均風速で 2 l mの強い雨がふいています。台風

は1まなれてとおっていますので九州南部地方は雨の止んでいる所もありますが，所によっては台風の

外側の厚い雨雲におおわれ強い雨箕がふっています。 ll : 0 0には．宮崎県のえびのは． l時1ii]

l O mm宮之城では 1時間 l3mm．大隅半島の高峠では．

大雨の災害に引きつづき注慈してください。

l時間7四の強い雨を観測しました。強風や

-3 2-



9月 l0日l4時 45分発表

4
 

号》

台

風

第

9

号

の

状

況

2

3

4

5

6

 

観

方

中

進

進

中

7
 

飴

8
 

"3
旬

枡

ー

心

行

行

心

時

距

位

方

速

気

4 5メートル

東20 0 
中心から キロ以内は風速 25メートル以上

西 12 0 
東70 0 
西 50 0 

大型の非常に強い台風第 9号は東ツナ海を北上し．九州南部地方から遠ざかっています。 l1日

大 風

刻

雄

骰

向

度

圧

速

蛤風雨半 径等

台風 1,'『 報 第

1 0日0 0時 00分現在

済州島の南南西およそ 23 0キロ

北綽 3 1 °4 2' 東径 125°25'

北北西

毎時 50キロ

9 4 0ミリパール

，
 

そ の 他 ” ” 
1 5 ” 

0 0 : 0 0には済州品の南南西 23 0 Kmの北綽 3IO 4 2' ，東径 I2 5° 2 5' 台風はこのまま北上

をつづけ済J,ii品の西方海上を北上をつづけ今夜黄梅9こはいり朝鮮半島1こむかへて進む見込みです。

これで台風梢報を打切ります。

-83-



第 2 被 害 状 況 調

総額 19, 6 1 5,5 3 9千円

1 総括

一般関係被害

区 分 被 害数 単 位 被害額（千円）

人 重 傷 者 1 5 人

／／  的 軽 傷 者 I 2 3 ” 
彼 り 災 人 員 9, 4 9 0 ” 
害 ＾ ロ

計 9, 6 2 8 ，， 

棟数 1, 3 4 8 棟

全 痰 世帯数 1, 3 4 2 世 帯 5.313.930 

人員 4, 2 0 5 人

棟数 1, 5 4 2 棟

住
半 壊 世帯数 1,5 4 1 世 帯 2,860,352 

人員 5. 2 8 0 人

棟数 l, 7 4 1 棟
家

一部破損 世帯数 l, 7 3 9 世 帯 1. 5 1 4, 8 0 8 

人 員 5, 7 7 8 人
の

棟数 2 棟

被
禾上没水 世帯数 2 世 9il9 9f - 5 6 1 

人員 5 人

害
棟数 7 棟

床下没水 世帯数 7 世 幣 3 8 0 

人 員 2 4 人

棟数 4, 6 4 0 棟

ノロ 計 世帯数 4, 6 3 1 世 帯 9, 6 9 0, 0 3 I 

人員 l 5. 2 9 2 人

非被 全 殷 6 7 6 棟 7 3 5. 7 3 4 

住 半 壊 5 2 I ” 327,039 

家 部 破 損 4 0 4 ” 1 7 1, l 4 2 

の宙 ＾ ロ

計 l, 6 0 l ” I, 2 3 3, 9 I 5 

公の 全 壊 I 3 ” 37,900 

共被 半 壊 1 1 ” l 4, l 6 8 

建 部 破 損 2 6 // l 7. 3 0 4 

物害 メロ 計 5 0 ” 6 9, 3 7 2 

-3 4-



術生関係の被者

毘作物の被 害

区 分

水 稲

甘 し よ

果 樹

桑

や さ ，、

さ と う き び

た ば こ

落 花 生

飼 料 作 目

花 舟

ムロ 計

耕地関係の被害

区 分

製地 田・流失埋没

股 頭 首 工

業 水 路

用 堤 と う

施 道 路

設 そ の 他

合 計

家畜等の被苫

区 分

大 家 畜

小 家 畜

そ の 他 産 物

ノロ 計

l 3, 2 8 8 （千円）

被 害 数 単 位 被害額（千円）

2 9 6 ヘククール 3 4, 1 5 1 

1 3 6 ” 6, 7 0 6 

3 6 0 ” l 3 l, 6 3 5 

7 3 2 ” 1 2, 5 4 0 

6 5 ” 1 8, 2 5 0 

l 1. 0 9 8 ” I, 0 6 5. 9 0 7 

7 3 卜 ン 9 4, 9 0 0 

6 0 ヘククール l l, 7 6 0 

9 9 ” 
9,0 0 0 

2 9. 1 2 3 

1, 4 l 3, 9 7 2 

被害数 単 位 被害額（千円）

8 4 箇 所 3 5. 0 0 0 

2 ” 63,000 

8 9 ” 142,000 

I II l 0, 0 0 0 

7 1 ” 1 l 4, 0 0 0 

l ” 1 0, 0 0 0 

l 9 8 ” 3 7 4, 0 0 0 

被 害 ・ 数 単 位 被害額（千円）

2 頭

｝ 8, 6 8 3 

7, 7 0 0 ” 
2, l 4 5 

l 0, 8 2 8 

-3 5-



農畜舎等施設被害

水産関係の被塞

合計

区 分 被害数

漁 船 破 損 I 2 

施 設 そ の 他 I 

合 計

商業関係の被害

区 分 被害額（千円）

店 舗 I, 5 3 9, 9 7 5 

そ の 他 施 設 676,759 

商 品 l, l 2 7. 4 2 7 

合 計 3. 3 4 4, l 6 l 

山休関係の被害

区 分 被 害放

崩岐地 5 

林地被害
防風林 6 

施設等関係 林 逍 7 

林産物関係 林産物 4, 4 0 0 

ノロ 計

学 校関係の被害

区 分 被害数

泊i 等 学 校 5 

中 学 校 ， 
小 学 校 2 0 

そ の 他 2 l 

合 fi・ I• 5 5 

l, 6 3 !, 7 6 l （千円）

単 位 被訟領（千円）

隻 l, 4 4 0 

5 0 0 

I, 9 4 0 

lii 位 被忠額（千円）

箇 所 8 0, 0 0 0 

” 
3 5. 4 0 0 

” 
6, 5 0 0 

m ， 28.. 500 

150,400 

単 位 被宮額（千円）

校 2 5. 8 2 0 

” 
4 9, l O 7 

” 
2 9, 9 6 6 

” 
6 0,7 6 2 

“ 
l 6 5, 6 l 9 

-8 6-



土木関係の被者

区 分 被 害 数 単 位 被害額（千円）

河川 5 1 箇 所 306.259 

県 砂防 1 ” 
1, 5 0 0 

建
工 道路 3 7 ” 

5 9, 8 7 6 

設
事 涸岸 l ” 

2 0, 0 0 0 

省
小計 9 0 ” 

387.635 

国 所
市 河 Ill 4 9 ” 209.634 

叩 管 町
村 道路 3 8 ” 

6 0,4 l 6 

負 工
事 小計 8 7 ” 

270,050 

担

昌県エ 事 6 ” 
4 8, 5 0 0 

対

畠市町村工事 6 ” 
8 2, 0 0 0 

匁
湾 小 計 1 2 ” 

130,500 

屈
県 エ！Jt 3 ” 

4 3, 5 0 0 

省 市町村工事 4 ” 
6 3, 0 0 0 

誓小 計 7 ” 
I O 6, 5 0 0 

合 計 I 9 6 ” 
894,685 

雷気通 侶関係の被害 合 計 400,000 （千円）

iEブ］関係の被害

区 分 被害額（千円）

発圃設備 6 9, 8 0 9 

その他設 備 4, 5 0 0 

通伯設備 1, 0 0 0 

配電設備 l 8 7. 6 7 7 

送電設備 3, 5 0 0 

建策設備 5, 0 8 I 

£ ロ 計 2 2 !, 5 6 7 

-3 7 -



2 大島郡内市町村一般関係被害

被苫区分 市 U 村 名瀬市 大和村 宇検村 瀬戸内町 住 1li村 竜郷町

人
死 者 l 

的
行万不明者 2 

被 鱈者f軍 楊
8 

害
軽楊 4 

合計 5 

棟 数 6 
1 

全 世 帯 数 7 
I 

壊 人 員 8 
1 

被 宮 額 ， 530 

棟 数 I 0 
1 

住
半 世 991'f ’. 数 I I 

1 

殷 人 員 l 2 
2 

彼 寸℃ゴ9 額 1 3 
150 

棟 数 I 4 l 5 

部 世 帯 数 l 5 l 
5 

家
破 人 員 l 6 6 

， 
狽 被 戸叶・ 額 I 7 l O 0 l 60 

床 棟 数 I 8 

被
上 世 惜 数 l 9 

没 k g 2 0 

水 披 叶戸9― 額 2 I 

床 棟 数 2 2 

岩
下 世 '，9‘i’f • 数 2 3 

没 人 員 2 4 

水 被 害 額 2 5 

棟 数 2 6 1 7 

＾ ロ

世 ’’’’’f ’̂ 数 2 7 I 7 

計 人 員 2 8 6 l 2 

被 叶芦 額 2 9 100 84 0 

り災他常数 (7+11+19) 3 0 2 

り災者数 (8+12+20) 3 1 3 

全 紺i 数 3 2 

隈 被害額 3 3 

公 半 棟 数 3 4 

JIS 共 灰被害額 3 5 

建 一部 1棟 猜 3 6 

住
物 破損 1被害額 3 7 

棟数 3 8 

家
計~ 被害額 3 9 

公 全棟 数 4 0 I 

被 靡
壊袖窟額 4 l 2 00 

半棟 数 4 2 l t 

物 壊被忠額 4 8 500 200 

祖
昇一部 1棟 数 4 4 

2 2 

の 破損 1被宮額 4 5 60 210 

翡 棟数 4 6 4 3 

計 被宮額 4 7 760 4 1 0 

災害対策本部の設 1設骰 7 9 !V!J 11:00 吟 11:00 9/.) 21:30 ,メ,2s:oo 瞑9 22:00 9,/2 11:00 

匠 状 況 1解散 8 0 彰1012:00 切 017:00 !!,/10 12:00 9/10 11 :oo 9/10 12:00 a/10 14 :oo 

消防職員出動延人数 8 l 14 

消防団員出動延人数 8 2 

避難所の 1設 1荏箇所数 8 3 

設骰状況 I設胚場所 8 4 
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笠利町 喜界町 徳之島町 天城町 伊仙町 和泊町 知名町 与論町 総 計

7 8 I 5 

96 25 2 123 

I 03 33 2 138 

5 11 I 2 57 2 7 25 22 1$48 

5 11 l 2 566 725 22 1,342 

11 27 24 1,868 2,2 l l 63 420 5 

4.400 2 20 0 0 l 1,100 2,288,000 2,900000 8 7.9 0 0 5Bl 3~ 30 

3 8 5 l 17 6 65 691 84 1,542 

33 51 18 664 6 91 83 1,54 1 

8 I l 94 72 2,308 2,243 3 80 5,280 

7,670 25.500 4,250 1$ 30,000 1,382,000 l 10,782 2,860,352 

7 50 56 879 57 6 l 6 7 1,741 

7 50 56 879 57 6 l 6 5 1.739 

21 l5 0 l5 6 2,948 1,788 700 5.7 7 8 

420 5,000 5805 8 7 9~ 0 0 57 6DO 0 48,323 1/j 14,808 

3 l 4 

3 l 4 

II 4 I 5 

30 0 60 360 

45 112 85 2,119 1,992 27 4 4,635 

45 l 12 86 2,1 12 1~92 27 l 4,626 

11 3 37 l 25 2 7.135 6.242 1,147 I 5.278 

l 2,490 52,500 21,155 4A97.300 4$58,0 00 247,065 9,689,450 

38 62 30 J,23 0 1,416 105 2.883 

92 221 96 4,1 7 6 4,4 5 4 4 4 3 9,4 8 5 

4 ， l 3 

I 0,0 00 27,900 37,900 

1 3 5 2 II 

400 4/', 00 7,768 150 0 14,168 

l I 3 7 4 25 

20 t 2$00 1,734 1,750 16,304 

2 20 21 6 4 9 1 

420 27.30 0 37,402 3250 68,3721 

3 4 20 l 6 237 35 9 36 67 6! 

600 6 20 14,0 oo 5,064 592,500 107,700 15050 735.7341 

2 6 37 l 8 17 I 27 0 15 52l 

20 0 460 l l,l 00 13 8 0 256500 54,000 2,699 327,039 

3 21 182 169 25 4 04 

215 ID 50 14 5/lOO 16~ 00 7, l 0 7 171,142 

5 I 3 78 34 590 798 76 113 01 

800 1,295 2 6.15 0 6,444 994,600 l 7 86 00 24,856 1,23 3~ I 5, 

吟 17 :oo 9/9 l7:oo 9/'J 19 :oo a/9 17 : o o 9履 15 :ao 9/!l 18:oo 砂 l6:559,/¥l 17 :oo 

9/10 12:00 9/10 12:00 9/io 17:OO s/!O 1 s:20 9/10 17:30 l砂 l7:oo10/8 12:00 9/ll l7:00 

14 

1 0 30 l 6 70 3 l 29 

3 3’ 

-39-



3 災害市町村別被害概要

ご
人的被 害 住 家 被 屯戸 非公共住建物家の被唱

死者負楊者 計 全 壊
半吸 床上没水 被害額 棟 数 被宮額
一部破損 床下

名 瀬市

゜゜゜゜
I 

゜
l 00 4 7 6 0 

大 和村

゜゜゜゜ ゜ ゜ ゜゜ ゜宇倹村

゜゜゜゜ ゜ ゜ ゜゜ ゜瀬戸内町

゜゜゜゜ ゜ ゜ ゜゜ ゜住 川村

゜゜゜
l 6 

゜
8 4 0 3 4 l 0 

泡郷 町

゜゜゜゜ ゜ ゜ ゜゜ ゜笠利町

゜゜゜゜ ゜ ゜ ゜゜ ゜喜 界町

゜゜゜゜ ゜ ゜ ゜
5 800 

徳之 島町

゜゜゜
5 40 

゜
l 2,4 9 0 1 5 1,7 I 5 

犬城 町

゜゜゜
ll l Ol 

゜
5 2,5 0 0 7 8 2 6,150 

伊 仙町

゜゜゜
I 2 7 8 

゜
21.15 5 3 4 6.4 4 4 

和 泊 IIIJ

゜
1 0 3 IO 3 5 7 2 1,5 4 4 3 4,497,300 6 I 0 1,021,900 

知名町

゜
3 3 33 725 1,267 

゜
4,8 5 8,0 0 0 8 I 9 2 l 6,0 0 2 

与論町

゜
2 2 22 2 5 1 1 247,065 8 2 2 8,1 0 6 

小計

゜
l 3 8 l 38 1,348 3,283 4 9.6 8 9,4 5 0 l,6 5 0 1.3 0 2,287 

西之表市

゜゜゜゜ ゜ ゜ ゜゜ ゜中 種子町

゜゜゜゜ ゜ ゜ ゜゜ ゜南 種子 町

゜゜゜゜ ゜
5 58 I l 1,000 

屋 久町

゜゜゜゜ ゜ ゜ ゜゜ ゜上屋久町

゜゜゜゜ ゜ ゜ ゜゜ ゜4ヽ 計

゜゜゜゜ ゜
5 5 8 l 1 1,000 

鹿児島支部

゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜ ゜゜ ゜小計

゜゜゜゜ ゜ ゜ ゜゜ ゜姶良支部

゜゜゜゜ ゜ ゜ ゜゜ ゜小計

゜゜゜゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜付於支部

゜゜゜゜ ゜ ゜ ゜゜ ゜小計

゜゜゜゜ ゜ ゜ ゜゜ ゜肝屈支部

゜゜゜゜ ゜ ゜ ゜゜ ゜小計

゜゜゜゜ ゜ ゜ ゜゜ ゜計

゜
l 3 8 I 3 8 1,348 3,2 8 3 ， 9,690,031 l會 65 I 1,3 0 3,2 8 7 

県有建物．船舶．鉄道．虚気通信．電力関係の被害額は．別掲とする。
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（千円）

衛生関係 此業関係 耕地関係 水産・商 山林関係 土木関係 学校閲係

工の業彼忠関額係
計

の被害額 の被害額 の被忠額 の被害額 の被喜額 の被苫額

゜
3,090 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
3,9 5 0 

゜
84 

゜
l 5 0 

゜ ゜ ゜
2 3 4 

゜
3 9 0 

゜ ゜ ゜
l 87,000 

゜
187.390 

゜
I 0,7 6 7 

゜
6 6,5 0 0 

゜
5 0, 50 0 1,200 l 2 8,9 6 7 

゜
3, 21 3 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
4,4 6 3 

゜
5,2 I 2 

゜
300 

゜ ゜ ゜
5.5 I 2 

゜
l 5,5 9 2 

゜ ゜ ゜ ゜
270 l 6,862 

゜
5 0,5 4 2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
5 1,34 2 

゜
154,528 

゜
2,700 

゜ ゜
428 l 71,856 

゜
104,924 

゜
4, 60 0 

゜ ゜
2,882 l 9 l,O 5 6 

゜
178,903 

゜
1,250 3,9 0 0 3 3,0 0 0 1,4. 2 l 246.073 

゜
1,046.459 30,000 2,079,630 l 5,000 51,000 9 4,0 8 3 8,8 3 5.3 7 2 

10,288 1,2 2 3,3 8 l 3 0,0 0 0 1,109,305 38,500 20,000 62,984 7,568,460 

3,0 0 0 I 6 3,7 2 2 l 3,0 00 l 8 8,166 6,500 2 5.0 0 0 2,356 6 7 6.9 l 5 

l 3,288 2,9 6 1,8 0 7 7 3,0 0 0 3,4 5 2,6 0 1 6 3,9 0 0 366,500 16 5,6 l 9 18,088,452 

゜
1 6,0 0 0 

゜
9 0 0 

゜
゜

l 6,0 00 

゜ ゜ ゜
゜

80,770 3 9, 00 0 

゜
I 7,0 00 l Ol,O 50 I 

゜
゜ ゜ ゜

4 9,0 0 0 

゜
゜ ゜ ゜

l 7,6 0 0 

゜
゜

1 1,000 

゜
8 4,5 0 0 

゜
338,901 

゜ ゜
2,000 

゜
゜ ゜

2,0 0 0 

゜
2,000 

゜
>- l 3,984 2 30~ 0 0 

゜ ゜
7 8, 1 7 1 

゜ ゜ ゜
7 8,l 7 l 7 8, l 7 1 

゜ ゜ ゜
88,260 , 243,984 

゜ ゜ ゜
8 8,2 6 0 8 8,2 6 0 

゜ ゜ ゜
154,204 

゜ ゜ ゜
15 4,2 O 4 154,204 

l 3,288 3,056,561 3 7 4,0 0 0 3,4 5 2,6 0 l l 50,400 788,185 1 6 5,6 1 9 l 8,9 9 3,9 7 2 
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第 8 県災害対策本部の活動

1 概況

台風第 9号の接近に伴い関係各課は連絡員を待機させ柑報の収媒等笞戒9こ努めた。し

かし． 9日夜半には沖永良部島の通信施設の障害のため通信連絡に支眸が生じ，梢報の

収掛は困難をきわめた。

かろうじて一部残った現地の軍話，大島支庁の軍，活，あるいは警察雷話 9こより得られた

俯報で，現地のすさまじい状況が推察された。

9月 10日午前 5時，鹿児島県災害対策本部を設既し，直ちに各対策部による応急似

旧活動を開始した。

（参考） 災対本部設骰時の被宮状況

設骰前に消防防災課で把握した被害は次のとおりである。

① 人的被害

重傷 5人 軽働 2I人

② 住家被宮

1,0 0 0戸以上

③ 停鼈状況

与論島 2, 2 0 0戸

沖永良部島 6. 0 0 0戸

徳之品 戸数不明

咆芙本島 l 0, 0 0 0戸

④ その他

道路は電柱．電線．建物等の破損物によりほとんど通行不能（沖永良部島）

2 総務対策部の活動

1 災害対策楷骰概要

日 時 対 策 備 考

s 2.s.9.14: oo I台風第 9号接近に伴い鹿児島地方気象台で説明 消防防災課長吉永主事出席

会 1台風t'l報第 1号O/8l7：噂表）
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日 時 対 策 備 考

I 7 : 0 0 I県災害対策本部大島支部設骰

9.10 05: 001県災害対策本部設骰

08 : 3 0 県災害対策本部連絡員会議開催

o 9: o o I被災地のi員寮のため自衛隊派逍要諮

1 o: o o I県災害対策本部会談招媒

災害状況報告

災害凋在団派述決定

災宮対策について協謡

以上に基づき直ちに救援活動開始

総務対策部長から連絡事項指

示伝逹

陸上自衛隊第 l2普通科述隊

径由 陸上自衛隊第 1混成団

（第 lO l飛行隊） Hu-

l B 

庁議室 各対策部長出席

0沖永良部島（知名町．和泊

町）

民生労働部次長（郡山信夫）

を団長としてほか 9名

先発団長ほか 2 9/10 

15:20（東亜国内航空）

残り 7 9八015:15 

（自衛隊ヘリ）

0徳之品

農政部次長（塚田吉夫）を

団長としてほか 2名 9/11 

os:45（東亜国内航空）

0与論品

農政部技監（岡 正）を団

長としてほか 3名 沖永良

部品から船便で直行

II'. 0 0 I大島郡和泊町．知名町に対し災害救助法の適用

を決定

I 2'. 0 0 I県内市町村災沓対策本部設骰状況

9/9 22: 15 ENEso.4m 

を記銃（沖永良部測候所）

3市 l4町6村計 23 

I 2: 30 j自衛隊派逍要請，知名町における人命救助のた 陸上自衛隊第 I2普通科連隊

めと応急復旧 経由

陸上自衛隊第 1混成団 60人

ほか必要賓機材

指揮官第 1混成団長陸将

補徳久宗治

台風は九州本土西海上を北上，14:45 I台風附報 I4号で打切（本土への影勝なし）
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備

黄海から朝鮮半島へ

認 s.1014:50 I自衛隊派逍要諮，県災害調在団の沖永良部島ま I海上自衛隊鹿屋教育航空群 HSS

日 時 対 策 考

での帷送

l 6; 0 0 I県災害対策本部会議

-2 2機

庁議室

彼宮状況．各部対策状況について報告 l停虚状況 虚話不通状況 その他

生鮮食料品．災害応急復旧賓機材の輸送内容

について説明

1 s: o o I大島郡与論町に対し災害救助法の適用を決定

航空自衛隊面西航空混成団 防衛

部鉢迫 3佐 9/il 08:30以降

C-1,Mu-2巡航

沖永良部空港の使／i]について関係

機関と関整

l 9 : l 5 I現地調在団から被害状汎及び不足物fi等につい

這絡あり

20 :0 0 1復旧用木材等について手配方を要訥

9. I l O 8 : 5 0 県災也対策本部長（珂li鎌田要人）災苫現地視 1，八1os:50鹿児島発

察に出発 如9lll:l0沖永良部祈

彰l2ll:35沖永良部発

3l2 l8:501砥児島府

l0 :00 1現地調却団から不足物貧の愉送婆諮

l 1'. 0 0 関係本部連絡員招狛 同上について総務対策部

長（総務部長今吉弘）から説明

l 2'. 0 0 I大島郡天城町．伊仙町，徳之島町に対し，災宙

救助法の適用を決定

l5 :00 1災害状況について広報課を通じ報道機関に発表

l 9'. 15 現地調査団の調在結果について品lj本部長（副知 1印翻

叩口秀治）に報告

52.9.12 08: 301庁厳（被害状況報告及び要望iりの作成について）

0 9 : 0 0 被害状況を関係機関へ報告及び連絡 1困士庁，消防庁． l'J術隊，気象台

東京事務所

l2:00 1被宮状況について報道機関へ発表

l 3 ; 0 0 自衛隊撒収要詰

13:30 1南西航空施謁知増員派述要諮

14: 0 0 救扱物沢．復18箕材等の運送について関係者と

陸上自衛隊第 1混成団（第 12迎

隊経由）

南西航空混成団（防衛部鉢迫 3佐），
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日 時 対 策 備 考

調整

l 9 : 0 0 [自衛隊派逍要訥（ミネラルウォークーの 1中部航空方面散 防術那（野村 3佐）

麟）

l 9 :80 1便塑・亭の取りまとめ

52叩 3 0 8: 30 庁議，被也状況及び救援内容の説叫，愉

響詞疇畔

ll :00 1災叩対策本部長記者会見

l 2: 0 0 自衛隊成1こよる救援物査，復旧咲材の空

愉剛登

l 3: 3 0 [災害対策本部長関係方面へ要望のため上匡l土庁，大蔵省， I駐生布，監林省，通商

京 I~饂省，建設省，自治省
52.9.14 l O: 30 県議会災害対策協謡会に恨告

l 2 : 4 0 国土庁政務次官災忠地視察のため来県 1佐藤守良国七政務次官ほか 2

(I 4日～ I5日）

1 4 : 0 0 1饂復旧／1］車l鴫送対策について協謡

I 4'. 3 0 自衛隊派逍再喪諮（車両愉送）

空泄で；；¥II知琳が慨況，Jti!11し，現地へ

県，霊々公社，九州虚力

中祁航空方面隊防衛部（野村 3佐）

l 7 : 0 0 I住宅笈旧のため技術者の確保9こついて協 社会課，職業安定諜，職業，•JII練課，迎策

議 課，消防防災課

52.9.ts 9: oo I自衛隊槻により，車両．発電機．防疫用

薬剤及び衣料品を空翰

9: l 5 I荷役状況．慮鐙．虚話復旧状況等を湖在

52.9.l6 l O: 0 0 

9.17. l l'. 00 災宙対策本部連絡員会謡開ii1[

l l : 3 0 I栓謡院災宙対策特別委員会来県の連絡

9.l 8 (日）

9.19 12: 45 

9.2 0 (~2 1) 

9.20-1 0A 

定例県議会開会．知’li災也に関し提案理

由で説明

被忠額並ぴに参試院災対特委日程等につ

いて報道機［月に発表

参誠院災者対策特別委員会災害現地視察

のため来県

県誠会災岩対策協謡会1i1]会

県立鹿屋•宮之城職業訓練校訓練生 2 0 

名派il'l

9.25~1 0.3 I都城東邸等学校生徒災害復旧奉仕隊 20 

名派逍

l 5: 2 5 

（県議会沖永良部災古調在団出発）上園

吉留，坂井，原，肥後，小堀，各派代表

誠員

各対策部の措骰内容のとりまとめ等

9パrn 12:40荘

9戊 I15: 10発村田委員長ほか 5人

住宅復旧の労力応扱

” 
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日 時 対 策

10.1~11.10 1建設大学佼産業開発青平隊 50名派避

9.30 12:00 県災害対策本部解1枚

備

住宅復旧の労力応援

考

l2) 現地派逍調在団・派逍職員活動調

5三）
9.1 2 

（与論班）

構成員戦名

団長 民生労働部次長

郡山信夫

団員

社会課主9lt

昆政技監

農産抵糸課糖業係長 1 7名

萩典宏 沖永良部島災害状況調在

道路維持課長 山下辰治

河川課土木技師 徳田盟

港湾課防災係長窃永直太郎

住宅課長

0

リ

発
へ

出

2
 

．．
 1

群

[
1
5

5
 

空

空

恥

航

名

航

ー

内

8

育

―

国

教

ク

亜

発

屋

プ

東

出

鹿

コ

便

便
1

2
 

孝

正
信村西

岡

藤川和孝

住宅独査係長 中原中

消防防災課課長補佐

平山五郎

（徳之麟班） 1団長 悶政部次長 塚田吉夫 i° 5 2.9 l l 

団員 東亜国内航空 08:45出発

社会課主事

5 2.9.t 6 I県謡会調査団 1瑚議長 上園辰己

謡員吉留元

99 坂井頂雄

99 原光延

99 肥後正典

，， 小堀梢直

52.9.20 1参議院災害対策1委員長 村田秀三

＼ 特別委員会 理事上條勝久

馬場英俊

行動・内容・日程 I l彫在結果

052.9.10 

住宅課技術主幹 上村隼人 徳之島災害状況閲在

団長批政技監 岡 正 052.9.12

団員 クイソコーラル 1号 12:00

社会課主事 西村信孝 1 和泊泄出発

港湾課防災係長宜永直太郎 ー与論島災宮状況凋在

52.9.t6 io:oo鹿児島空

泄発

沖永良部品災害状況閲在
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日時 1 調在団名簿 1 構成員職名

9. 2 1 委員宮之原貞光

II 内田 密 利

II 柳澤 錬造

II 渡辺 武

暉行者）

参議員事務局調在員

行動・内容・日程 I調査結果

参誠院災害対策特別委員会災

害現地凋在日程

9月20日（火） 12:40鹿児

品空港舒（全日空 62 3便）

9月2l日（水） 1s:10鹿児

品空港発（全日空 62 8側

堀越秀昌 I調在コース

II 参事辻守行

（同行者）

国土庁防災企画課企画官

9月20日 (,k)1250-14:10• 
（概況説明（含昼食）空港ピル）＇

東亜 593便 (14:20発）

(9 0分）

J:川膊 1 6: 0 0荘 16: 10舒

股林省畑作振典課課長補佐

仙波弘男

運翰省防災課長寺尾建

建設省住宅建設課長国吉 忠

建設省住宅総務課公庫係長

美多買鼻秀暉

鹿児島県副知事山口秀治

鹿児品県社会課長

松崎盛逍

鹿児品県土木技監

→沖永良部空港 国頭→

l 6 : 0 5発(5分） 16:30発

さとうきび畑 16:45荘

和泊町役場→

(l 5分） 17:,4§ 儘昴
l 8: l 0荘

一宿舎仇磁：リリ→：テル）

(25分） 099793-2026 

9月21日（水）

0 8 : 3 5舒
宿舎発 知名町役場→
08:30発 6分） 09: 3 5発

（説明）

山田和郎 0 9 : 40舒

鹿児品県大品支庁建麟課長 1戸戸翌讐発□言；
小原恢勇

鹿児島県消防防災課課長補 I
佐 乎山五郎

鹿児島県秘書課係長

佐多嘉孝

-4 7 -

10 :oo充f lo:40沿

→田皆 玉城→
10:20発 (20分 10:50発

（住家） （住家）

11:05沿

L 伊延港 「

(! 5分） Il:l5発 (l0分）

11: 25舒 東亜 542便

→沖永良部空泄 ｀ 

n:35発 (35分）

東亜
12:10舒 564便 13:50舒

→奄美空港~鹿剋碑港
12: 35発 (75分） 15:10発
（昼食）



日II、『 凋牡団名箭 構 成員戯名 行動・内容・日程 調査結果

5 2.9.2 5 自由民主党調稽f. 調任員 o 5 2. 9暑 25 

I 団 参厳浣議員 古ftiじ四郎
（i:京発

l l'. 0 0 

9.2 6 衆蔽院謡員 保岡典治 永良祁社 l 6 : 0 0 

参議院謡員 田原武雄 沖永良部品災憲状甜調任

謁在役 福島信夫 a 5 2. 9. 2 6 

（沖永良部発 1 l : 3 5 

東京沿 l 6 : 4 5 

5 民生労働対策部の活動

(!) 災忠対策措骰概要

11 時 対 策 僻i 考

（災忠救助法の適用）

5 2.9. l 0 L 大島郡和泊IIIJ及び知名町に対し ll時から災古救助法を

遥J11した。

2. 大島郡与論町．天城町．伊仙町及び徳之島町に対し．

l 7時から県単の法外援設を逸IOした。 （あとで，災宮救

助法の適川に切り替えた。）

3. 与論町． l8時から災害救助法を適用した。

5 2. 9.1 1 徳之島町 3町．災忠救助法施行令第 l条第 l項第 3号後段9こ

定める災害と判断したので，厚生省と協謡のうえ I2時から

災害救助法を適用した。

-4 8-



台風第 9号（沖永良部台風）による風水害に対してとった措骰

------- 和 泊 町 知 名 町 与 論 町 徳之島町 天 城 町 伊 仙 町 備 考

場所：老人いこいの家

闘月R：,貝人1， 月日 ：： 貝人
月日 力i所孜人員

9瓜 14 498 

避難所の設 附 堵：45145)•1 4 22190 1 "12 I 0 3 64 

◎且期10間・45延1長5％ 2 :112 2 
11 3 48 

12 3 48 

7～約
2 oop 86 坪坪1 1 4 戸 I 7 6 戸 86坪坪1 2 2P 4戸 6坪 I 4P 6坪8 3戸 6坪3 l lP 6坪8 計398戸

囮応急仮設住宅の設 82 51 婢 8 8坪I 8坪3 全壊 l349世帯

l 0坪 4 1 0坪 3 1349,< 03=404> 

398←般基準内）

-49ー

炊出しその他によ 場9/所10~老9A人いlこ1'<1)家 ／ ／ ／ ／ ／ る食品の給与 (45人十45人）

飲料水の供給 9/10~9/（延153 瞑（延10l~6!V1,037 7人） ／ ／ ／ ／ ,14 1}J 

被服．篇寝具品その他
l 23 3世帯 I 4 I 8世帯 l O 5世帯 3 8世帯 6 2世帯 3 0世帯

生活必 の給与 全壊炭 5 6 6 全半壊壊73 3 全壊22 全壊 5 全壊 Il 全壊 l2 

半 66 7 6 8 5 半製 83 半壊 83 半壊 51 半壊 l8 

医 療 8 2人 5 5人 ---/ ------ _ - -----助 i 1人

計半壊4 2 0 p 

災害にかかった住 2 0 2戸 I 7 2戸 I 2戸 7戸 1 5戸 1 2戸 1 5 3 7世帯

宅の応急修理
l537X0.3=16l>4烈）

（一般基準内）

学用品q、420人 0学繍用品（小39 6 学中用39品},q、62人 学用品小4人 学用品（小28人 0学用品（小18人

学用品の給与
中253凡 2 3 0人） 人） 中4人） 中l7人） 中7人）

0教科書 Oヽ304人 〇書（小206 0教科書（小2人）

中l9 8人） 人中lO 3人）

輸 送 救援物行の輸送 救援物資の輸送
-----―-

- /  ---
人 夫 一飲料水供給のため / / ー-の人夫

災菩救助法適用平 住但宅し1．7応6戸急の仮う設ちl

月日 彰1011 :oo 
戸は対象外となった
l 7 6 -l=l 7 5 彰io18: oo r,,2:00 9/11 12:00 ,V11 12:00 

(I号適用） 研l0ll:oo(l号適用） (I号適用） (3号後段適用） (2号適用） C 2号適用）



日 時

5 2. 9. l l 

対

（日赤関係救援物質）

毛布 l4 3 5枚．日用品 49 4個．パスクオル 30 0枚

内訳徳之品毛布 20 l枚 日用品 48個

策 備考

与論品毛布 l3 4枚 日用品 36個

大島支庁毛布 lO 0枚日）il品 50個

沖永良部品毛布 lO O 0枚 日用品 36 0仙 パスクオル 300個

9. 1 2 1 毛布 36 0枚，日）廿品 6: 6個，見舞品 ll 4 0個（沖永良部品）

9. l 3 毛布 26 4 0枚

ミネラルウオークーi16 0 0本 (l l 5個）自衛隊機で沖，£良部品へ迎ぶ。

（運賃等の戚免措置）

5 2. 9. l 2 [ l 災も9時の罹災者に送られる救接物質に対する連負の滅免9こついて国鉄と協

謡済

9. l ・1 J 2 郵政省は，沖永良部品向け救扱用小包について， l 4日から向う 1月Ill]無

料で取扱うことを決定した。

（篤志家による見舞品）

5 2. 9. l 2 I 佐賀市多久市仰ヒカリ多久工場

福岡県遠買郡後藤食品KK

3
 

ーai 

9. l 4 

ツート 20 0枚

つけもの l0クル (4斗入）

正油の味 lO 0ケース (lケース

6本入）

鹿児品市卸本町 鹿児島花王製品販売KK ヮノダフル（中） lO 0箱(l

箱 l0コ入）

加治木町 岩下醸造

京都府個人 缶詰 IO 0コ

東京都隅田区本所ライオソ歯底KK

東京都千代田区日本橋国分株式会社

9. I 6 I 京都市中央区 藤原産業株式会社

福岡県糸品郡前原町 小柳1専子

東京都杉並区中七製作所

鹿児島市下福元町 山住哲郎

串木好市元町 平地幸子

歯プラシ 20 0 0ヶ．練歯栖

2 O O 0ケ．蚊取線香 2,00 0ケ

つぶつぶみかんジユー "50ケー

'(1ケース 30岳入）

食料品 7ケ(25 0)クオル 1ケ

(I 2 0枚）

雑貨（衣類5ケ）

並（波）トクソ IO t (約5.00 0 

枚）

雑買 2ケ

II Iケ

l専多駅
から発
送和泊
知名両
町ぁて
各10(）0

コあて
取扱店

鹿児島
,lfJ.紐n
事株式
会社

-5 0-



日 時 対 策 備考

出水市武本 小水流汀 雑貨 lケ

佐買県武雄市 黒田文子 II lケ

（県立職業9]II練生の派戦）

5 2. 9. 2 0 大島郡和泊町からの奨，i,iにより，沖永良部台風により被災した家屋等の災宙

復旧工事のため，鹿屋導修載業訓練校及び宮之城専修賤業訓練校から，建築

科の訓練生を派逍する。

l 派逍人員 2 0名

鹿屋 訓練生 8名 指 邪 員 1名

宮之城訓練生 I0名 指蒻員 l名

2 派逍期間

昭和 52年 9月20日から 10月4日まで 15日1ii]

(;et金申込）

災害援殿行金

2 9 7件 2低28 3 8万円

（和泊町 23 0件知 名町 67件）

-5 ]-



4 衛 生 対策部の活動

(!) 災習対策措四概要

日 侍

5 2. 9. l 0 

対

（負楊者等への対策）

徳之島保健所長に対し．被害の状況把握と報告を指示

また．必要により負傷者対策・伝染病予防対策等を指示

策

0

2

 

l

i

l

 

9

9

 

9. 1 2 

備 考

重傷者 15名のうち 7名については，沖縄・鹿児島・名瀬 重低者内訳

澤送入浣，他の軽偽者については，現地の診朕所等で対 和泊町 7名（うち 2名

応 ， は鹿児品， 1名は名瀬ヘ

徳之島保健所長，公衆衛生課職員（ 14日）を沖永良部島 搬送）

fこ派逍，現場における対策を検討 知名町 8名（うち 4名

I 0. 6 I 被災者の昭和 52年度中における保建所使用料及び営業閲 は沖繹へ搬送）

係各種手数料等について減免措fl1(5 2. 9. I 0より 52. 災塞救助法適用市町村

I 2. 9まで）

（伝染病予防対策）

5 2. 9. I 2 I 沖永良部島を伝染病予防法による地域指定と決定

徳之品保健所長に消甜及び箭深方法．そ族昆虫の駆除を指

示。

9. l 4 I 公衆衛生課職員，徳之島保健所長により現場指群を実施

9. 1 5 I 消毒薬品 10缶を空翰，消毒班構成により消毒を実施。

1 7日には全戸消森完了

（食品衛生対策）

5 2. 9. 1 1 徳之島保健所に対し，食品術生対策に万全を期すよう指示。

9. 1 3 徳之島保健所職員による食品衛生関係施設の監視指群開始。

9. 1 4 名瀬保健所職員を l名応援派遮

9. l 8 全施設の調査指群を完了・・・・件数 6 l 9件 氾4t中森息者の発生はな

（と畜場被災対策） し。

沢•伝染病息者の発生はな

し。

5 2. 9. l 6 I 沖永良部と畜場の被災により食肉の確保fこ不安があったの 1と畜湯の被也については．

で九電に対し，特別の配慮を要請。 l8時 30分．倅電解 国の災害復旧補助分の交

決し．ポイラーテスト完了。 付により復旧。

9. l 7 I 午前 8: 3 0より正常業務開始・・・・当日と殺頭数 1釈25頭 I被宙額 3, 0 6 8千円

（蝶境衛生助成対策）

5 2. 9. l 2 I 被災者に対し．現撹衛生金融公庫災害貸付制度の周知徹底

をはかへたほか．国民金融公庫鹿児島支店に対して早期融

査の実現方を強く要諮。
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日 時 対 策 備 考

（上水道対策）

5 2. 9. l 2 知名，和泊町に対し．災害状況の確認と給水の早期実

施について指示。

0虚力会社への早期送姐の要諮

0給水装骰の点検及び補修

0断水地域への給水車による給水の開始

阜対策を実施

9. l 6 全面給水実施

9. 1 7 災署時に対応するため，新発電施設の設骰9こついて和 新設発虚施設等の内容

泊・知名両町と検討．この邪業を昭和 52平度起偵対象 和｛発瓢施設(2カ所）

とするよう地方課へ説明。 泊 29.4 7 0研

（廂棄物対策） 町送水管布設41,530<a

5 2. 9. 1 2 家屋の全半殷並びに捐勧による廃材等の廃棄物につい 知発虚施設(4カ所）

て，関係町に対し早急に収犯処分を指示。
名 40,000刊1

町

9. 2 0 廂菜物の処理を完了

＼2) 現地派班調在団・派逍職員活動調

日 時 調在団名等 構成員職名 行動 内 容 ・ 日 程 調在結果

5 2. 9. l 2 徳之島保健所 I 徳之島発沖永良部舒

所長高井錬二 2 和泊・知名両町役場にお

衛生課長 いて被害状況の聴取及び対

鍛治屋秋丸 策についての打合せ

主任 3 医療機関等の被害状況調 民間診療所 2カ所（知名

岡村骰志郎 往（和泊町・知名町） 町）一部破捐

保健婦長 4 負傷者の調在．処骰1こっ 屯傷者 I5名

広岡フサエ いて協謡（和泊町・知名町 和泊町 7名

特に前度勒者のうち，島 （うち 2名は鹿児/c,.

内医僚施設で対応できな l名は名瀬に搬送）

いものについて，鹿児島 知名町 8名

市等への搬送9こついて協 （うち 4名は沖栂へ搬

蔓 送）
ヽ

5 食品術生関係施設の被

害状況調在（和泊町・知

名町）

9. I 4 公衆衛生課技術 徳之島保健所職員と合流，統 l 災害防疫経牲所要額

-5 3-



El 時 渦仔．団名等 構成員職名 行勁・内容・日程 備 考

補佐中園明 一行動開始 知名町 2,5 6 5,0 0 0円

主在末吉茄明 和泊IIIr 2,543,000円

名瀬保健所 2 廂雄病舎．と畜場彼苫

欧医務技師 額

安庭貞弘 隔離病舎

被害額 6,253,176円

大蔵省定在 3,8 4 2,0 0 0円

と畜場

被宙額 3,7 0 0,0 0 0円

大在蔵省定 637,000円

l 和泊町役場において災甚

防疫実施計画打合せ

2 沖永良部伝染病棟．と畜 沖永良部伝染病棟半股

場の被宮状況調在 ” と畜場一邪破ili

8 知名lf!J区長会に出席

防疫作業に協力依頼，防

疫薬剤の飢込状況について

打合せ照会

4 南日本牛乳沖永良部常業 被嗚一部破損

所調在

9. l 5 1 知名町役場において災宮

防疫実施計画打合せ

2 粗大ごみ埋立地・ごみ処 被也微小

理セソターの被也状況，凋在

3 和泊町役場で消紺実施状

況聴取（消森班 2箇班．市

街地薬剤散布）

4 神戸丸に梢載された防疫

／柘藝剤の陸拗数址確，認・両

町配布

両町は当該薬品を各家庭

に配布 (9月 16日午前中

終了）

9.1 6 l 知名町III皆地区薬剤散布

実施状況調在（消森班l班）

-5 4-



日

日

時 調在団名等 構成員職名

9.1 7 

5 農政対策部の活動

¥I) 災忠対策措1荏概要

時 対

（製作物等被唱対策）

行動・内容・日程

2 和泊町役楊薬剤牧布状況

確認

3 沖永良部と畜場に対する

,i11カ復旧工事を沖永良部九

虚営業所に依頼

4 知名町役場に消毒用薬品

の配布使！fl状況確認

5 甜術営業施設の被告状況

調在臼料の整理等

1 知名町・和泊町に対し，

伝染病発生等があったら徳

之島保健所知名町駐在の仮

屋園技師と役場と連絡をと

りながら．ただちに県に報

告するよう依頼

2 公衆衛生諜中園技術補佐

が現在までの状況を本課に

報告

策

5 2.9. 1 0 支庁・貶林，J［務所および股架改良将及所等を通じて被宙農

作物の事後対策について技術指群をすすめた。
9.1 0 
~1 3 現地に調在団を派逍し．被忠実態のは握と指群にあたった。

9.1 3 殷林省・日本専売公社に対し，昆業被害対策について陳俯

~1 4 
した。

（婆望 1f•項）

(!) 自（乍農維持賓金の災害枠の確保及び代付限度引き上げ

について

（2) 主務大臣指定施設災害復旧行金の融行枠の確保及び代

-5 5-

調査結果

I 7 El,午前 8: 3 0よ

り正常業務

眼楼術生金融公ilt災害代

付賓金について説明

｛和泊町 I 6日

知名町 I 5日

備 考

・農政部単独で行へた

陳俯先

九州農政局，日本専売

公社鹿児島地方局



日 時 対 策 備 考

付限度額の引き上げについて

(3) 業たばこ災害補恨金の早期支払い（専売公社への要

望）について

(4) さとうきび共済制度の早期実施tこついて

(5) 災祖在定の早期実施と災害復旧工事の促進について

9. 1 6 被災此家等に対する金融措四を決定し．関係市町村．農協

に対し自作貶維持査金等の査金孟要調査及び既伐付金の伯謎

猶予等条件緩和9こついて，文書で指示すると同時に，現地へ

県及び出先機関の戦員を派逍して．金融相談．筏金甜痰調在

を進めた。 （参考）

（主な金融措訊の内容） 0自（乍股維持究金 (52年

(1) 自作股維持府金の借受股家に対し．さらに金利負担の 11月30日以在）

軽滅をはかるため，県単府金により利子補給をする。 代付決定済 5 0件

(2) 自作股維持府金のi芍付対象とならない股家に対しては 3 1, l 5 0打り

股業振典賓金の代付対象とする。 申訊i受理中 7 0件

(3) 股業施設の建設．農機具の取得．果樹等の肌栽．家畜 4 8, 0 0 0 H'I 

の購入等．股業経営維持のために必要な狂金については 0過疎匹金

農林礁業金融公庫賓金（過疎賓金）を優先的に実施する。 l恒lへの枠要望

(4) 早急1こ沢金を必要とする被害股家に対しては，制度臼

金が融百されるまでの問，つなぎ融査を行う。また災宮

を受けた施設の造成1こついては股業近代化四金の特別枠

を設胚する。

5 2.ll. 8 
~l 0 共同利用施設災害復旧事業の査定実施・・・・家畜市場等 8件

l l.l 0 製地・農業II]施設災沓復旧,1,業の在定実施・・・・・・・・・・
-11 I ...... 2 1地区（査定見込 45. I I I千円）

I 1.2 4 

-12.1 

5 2.9. 9 
~9.1 0 

’ ル

...... 2 7地区（査定見込 22. 9 9 9千円）

（生活物狂の供給対策）

雄品緊急時用野菜備菩9ji業による名瀬市の備菩保管野莱を

放出した。

放出賊 9日 I, 6 5 0 K9 (キャベッ 75 o K9,ばれい

しょ 80 0k9．たまねぎ GooK9)

-5 6-

4低45百万円

0つなぎ融府 (52年11月

3 O日現在）

｛i舟付枠 3低円

代付決定済

2低87 9 2万円

0股業近代化行金の特別

枠 4低円



日 時 対 策 備 考

1 0日 1,aooK9(さといも 2o K9.わらび l2 K9, Iま

れいしょ 200Kg.ふき 1o o Kg.かぽちゃ 100

K9' とうが I 8 0 K9,玉ネギ 8o K,．切干大根

l O K9,人参 l5 0 K9,廿しょ 88 0 k,．ごぽう

l 3 2 K9,加工品 34 9K9) 

9. l 0 鹿児品卸売市場の大島関係仲卸業者 9社： 及び海運業者に対して，

沖永良部・与論向けの野莱の緊急輸送1こついて協力を要諮するとと

もに， 11日鹿児島港発第 1船による紐出し状況を調在した。こ咲岩

果．沖永良部島向け野菜の積出し状況は，下表のとおりで，通常の

3 0劣増であへた。

9月 11日 9月 l2日 9月l3日 9月 l4日 1日平均

2, 8 6 0 t 4, 2 3 9 t 3, 0 9 9 t 3,8 2 3 t 3, 5 0 5 t 

9. 1 3 家財煩の整理のためのピニール lO 0本 (l本 4o K9)を現地に

空輸した。

9. 1 3 沖永良部 l2日府の第 l船9こよって入荷した野菜の価格高脆の原

因調在を実施した。

ぇ渭脆原因は．鹿児品中央卸売市場における 10日(1 1日は日耀

日で休市）の入荷が雨9こよへて減少したことによるもので．翌日

以降は順調な入荷により価格も安定した。

9. 1 6 精肉供給9こは．現地のと畜場の復旧が先決であることから．九＇阻

等の協力を得て．優先復旧をはかり． 9月17日から通常ベースの

梢肉供給が可能となった。

（2) 現地派逍調在団・派逍職員活動調

El 時 調在団名等 構成員職名 行動内容・日程 調在結果

5 2.9. 1 0 沖永良部台 股政技監 9. I 0 I. 気象概況

-9.l 2 風災雹調在 岡 正 沖永良部舒 （沖永良部測候所）

団 農産蛋糸課糖業 9. l 1 最大風速 39Am/sec 

係長 災害調在 紋大瞬1甘］風速 60.4m/sec(9/9 

萩典宏 i午前知名 町 2 2時l5分ENE)

午後和泊町 降雨賊 l 7 8.5四（降り始め 9/8

9. I 2 1 8.20嘩り止め 9/10 

災害調在 00時I0分）

与論町 最大雨賊 5 5mm(9/9 2 2時30分～

-5 7-



日 時 調在団名等 構成員職名 行動内容・日程 調 在 結 果

2 3時 30分）

2 樅業関係彼審状況

(I) 股作物の被害

さとうきび．果樹．たばこを中心に大

きな被害となへた。

さとうきびは，ほとんどが倒伏し．茎

艇の裂拍もかなりみられた。果樹は．＇‘•

ナナ等の熱帯果樹や柑橘頬の蕗果が大き

し‘o

たばこは．貯蔵中の建物の破かいによ

り．乾燥づみの葉たばこが風雨にさらさ

れた。

(2) 襲業施設の被害

畜舎．股菜用倉叩等の個人施設や家畜

市場．集出荷所等の共同利II]施設が強風

によへて全・半かいし甚大な被窟となっ

た。

し3) 耕地災害

水路．股道．水田の土砂流入等の被苫

があへたが．雨椛が比較的少なかへたた

め大1[9こ1まいたらなかへた。

（参考） 沖永良部の被害金額

農作物 6 3 5百万円

学必ヽ 畜 8 

農業施設 l, 6 2 7 

耕 地 6 0 

計 2, 3 3 0 

9汗,,永良部の被忠は県全体の被出I))6 7. 9 

劣を占めた。

（県全体＝ 3,4 3 l百万円）
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6 水産商工対策部の活勁

ll/ 災宮対策措詮概要

日 時 対 策 備 考

（水産被害対策）

5 2. 9. 1 o. 1 1'. 0 0 災害報告第 1報を受ける。

波浪のおさまり次第現場を渦任し，詳細を凋在するよ指示

9.1 3 水産庁防災海岸課へ災害報告（慮話）

9. 1 3 水産庁防災海岸課へ早期在定を要諮

9. 1 9 水産庁防災面岸課へ災害報告（文因）

1 O. l 8~2 2 災杏在定 l 9日現地調在

台風第 9号（沖永良部台風）による知名礁港災害について

〔災害復旧計画］

9月9~ 1 0日にかけて沖永良部品上空を通過した台風

第 9号により知名漁泄の一 7.5 M岸墜が被災した。

1. 被災状況

-7. 5 M岸壁 ll 5. 0 Mのうち先端部から l7. 5 Mが

被災し．岸墜 I7. 5 Mコソクリート舗装 (If/.o. 5 M) 

3 9 7. 0，がおよび取付部のセルラープロック 7個が牧乱

した。

2. 復旧計画

岸壁，舗装コソクリートは原形復旧を行なうが，セル

ラープロソク 6個については，中詰コソクリマトとし舗

装コソクリー、卜の中lt]に隔壁工を 1ケ所追加計上し再被

災を防ぐ。

3. 措骰

1 2月補正予窮1こ,t上し． 52平度完成を行なう。

（商工関係被者対策）

5 2.9. 9 0台風 9号による災宙発生

9.1 0 0災害を受けた各町に商工災沓について早急9こは握し，報告

するよう寵話により依頼。

9. l l 0トクソ等復旧物府について鹿児島市内卸業者に対し在庫賊

と入荷状況．災害地向け出荷価格について協力を要諮。

0知名商工会からドライアイス 2トソを送るよう緊急要請が

あり．業者（共進組）へ手配。

9. l 2 0激甚災害指定を想定．関係沢料9こついて検討。

0商工災害のは握と金融相談所設府のため与論品，沖永良部
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日 時 対 策 備 考

島へ職員派述を決める。

0大島支庁より．公共用観光施設の被害状況の報告を受け．

主な被害である園地の樹木の倒伏について早急な措1社を指

郡するよう連絡をした。

（参考） 公共用硯光施設の被害状況とその対策

市町村 地 区 金額（千円） 被害内容 対 策

伊仙町 犬田布岬 I O 0 樹木の倒伏 再植栽不能

町により出来

知名町 田皆岬 6, 6 8 5 樹木の倒伏 る寵囲内で再

植栽

パースハウ

，， 屋子母 l 0 スのガラス 町で修理

の破損

与論町 茶 花 2 0 0 
グラスボー

町で修理
トの破損

計 6, 9 4 5 

旅館fこついては中小企業サイドで救査等に対応した。

9. l 3 0与論．和泊．知名において各町および商工会の担当者と被

害凋在等について協議。

9. l 4 0和泊町において．金融関係者が一堂に渠まり． 「災也行金

融衰打合せ会」を開iIt。

9. I 5 0与論，和泊．知名各町商工会に「商工災苫金融相談所」を

設1代(9/ 2 7まで）。

9. 1 9 0福岡通産局（通産大臣あて）へ災害慨況（激甚災宙指定の !l. 7 激枯災;1;指

ための沢料）を報告 定告示

1 0. 5 0同確定報告因を提出。 与論，和泊，知名IIII)

2) 現地派姻調在団・派逍職員活動調

日 時 関仕団名等 構成員職名 行動内容・日程 調 在 結 果

52.9. I 3 中小企業金 中小企業指邪裸 9/13-9/27 I. 中小企業者の被災額

~27 融相談所設 課長 (l 7日以降 2人） （守J)

骰及び被宮 松山菊男 被災中小企業者に対し 和泊町 2,088,840 

状況凋在団 （与論・沖 融究ぁへせんを行う中 知名町 1,0 6 2,5 6 0 

永良部） 小企業金融相談所を 3 与論町 l 8 7. 4 7 0 

金独係長 ヶ町（和泊・知名・与 徳之島町 2,700 

岩切哲郎 論）に設闘するととも 伊仙町 750 
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日 時 調在団名等 描成員職名 行動内容・日程 調 在 結 果

（沖永良部） にこれが広報を町役場 天城lllJ 4,6 0 0 

主事 に依頼，災害9こかかる 計 3,34 6,9 2 0 

松園耕造 鑓相談を行った。 2. 災害融荘申込状況

（ ” ） 9/l 4 災害疫金融筏 52.13/13現在

” 打合会開催（於和泊 件金額（千廿）

神宮司知文 町） 和吋 中小公叩 15 3 I 9,000 

（ ” ） 出席者 町県金 l33 532,l 50 

商工振典課 県中小企業指羽課 小 計 148 851,150 

主事 国民金滋公／ill鹿児 知中小公Iii 24 53 3.4 0 0 

野田五十六 島支店 名{

（ ） 
町国金 104 725.500 

” 中小企業金礁公hli

大島支庁 迎児島支店
小 計 128 1~5s,oo 

商工水産課 鹿児島銀行和泊支 吋与 中小公庫 1 l 0,0 00 

主’li 店 町国金 4 I l 2880 O 

藤元龍男 疱美大島信用金1l|i 小 計•42 138,800 

（与論） 和泊支店 ヶ3｛中小公叩 40 862,400 

主ilt 疱芙群島振典聞発
町国金 278 1,386,450 

時田光一 基金沖永良部支店 計

（沖永良 和泊町商工会
メロ 計 318 2,248850 

剖I)

（結果）

l. 政府系金融暖I½! に

災害復旧府金の住付

枠の確保及び現地で

の逍fi促進

2. 被災中小企業者に

係る既往代付金の条

件緩和

9/15 「激甚災也指

定に伴う末端金利等

について」公文因発
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日 時 凋在団名等 構成員職名 行動内容・日程 調査結果

送

激甚指定された場合を予想

して．利子補給．末端金利

の説明をした。

7 林務対策部の活動

,1) 災宙対策措皿概痰

日 時 対 策 備 考

5 2. 9. l 0 災害復1日用木材（応急仮設住宅用備蓄材）について社会課と協謡するとと 林産課

もに県木材事業協同組合連合会に対し放出の体制をとるよう指示。

9. 1 0 鹿児島市内木材店に対し．復旧用木材の出荷を要詣。特に価格の値上げ防

~ 1 1 止について協力を梃諮。

9. 1 1 応急仮設住宅はプレハプ住宅に決定。応急仮設住宅用備菩材の放出は不婆

である旨を県木材事業協同組合連合会に連絡。

9. 1 2 大島支庁に対し現地調査に職員派逍を依頼（林務課 技術補佐 元井政太

祁派逍）

9. l 5 国有林備菩材払 Fげについて熊本営林局及び鹿児島営林習と協議．対策の

検討

9. l 6 台風 9号による森林の災害状況9こついて大島支庁林務課より連絡を受ける 造林課

とともに，森林保険事故9こ係るものは早急9こその損審調在内を出すよう指

示した。

9. l 8 林産課技術主在貞野定夫．大島支庁林務課林業技師亀沢絡を現地閲在のた

~ 2 0 め派逍

国有林備菩材払下げについて和泊．知名町．当局を協謡させるとともに現

地木材店1こおける木材価格の調在，当地の｛屈要の見とおし等について調在

させる。

9. 2 I 熊本営林局．鹿児島営林署に対し•国有林備菩材の払下げを和泊．知名両

町は受けない旨を連絡

9. I I 鹿児島市内木材店の出荷状況を常時関在

~ 2 5 
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¥2) 現地派逍調在団・派述職員活励調

日 時 1凋在団名等 1 構成員戯名 行動内容・日程 凋在結果

9. l 2 -

l 3 

9. l 8 -

2 0 

大島支庁林務課 9. 1 2 和泊．知名町 1． 困要の見込みはたたない

技術補佐 における復旧用木材 が島内木材店に対し． i/ii要

元井政太郎 の孟要及び価格につ に対応するためその都度鹿

いて調在 児品市内木材店に発注する

よう指珀

2. 木材価格は両町商工会の

指郡iこより値上りはみられ

ない。

林務部林産課 1 9. 1 8 | l． 国有林備菩材について両

技術主在 和泊町当局と国有 町町当局と協議した結果

貞野定夫

大島支庁林務課

技師

亀沢絡

休備菩材の払下げの

対応について協謡す

るとともに町内木材

店の価格の調在．困

要の見込等調在

(I)国有林材は素材備菩のた

め製品として現地送付まで

は，長期間を要すること

(2)払下材の事務処理の対応

等を考慮し，払下げを受け

9.1 9 ないことの結論を得る。

知名町当局と国有 2， 台風後の天候不良のため

林備溶材の払下げの 木材輸送が計画どおり進ま

対応fこついて協謡す

るとともに町村木材

店の価格調在．困要

の見込等9こついて調

寵
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なか→たが 9月22 ~ 2 3 

日までの到着当で応急復旧

行材は見とおしつく。

3. 木材小売価格の値上りば

ない。

特に．町商工会の指郡に

より徹底されている。調在

結果は次のとおり。

台風前台風後

クルキ (4.5c,nX4.5X4 m) I本

490円 484円

トクソ材

(2.4c,nX 3 X 4 m) l本

l 9 5 I 9 5 

ヌキ (l.8cmXl 0.5X4m) I本

490 484 



日 時 調査団名等 構成員戟名 行動内容・日程 諜 在結果

柱

(l 2cm>< l 2crn>< 3m) l本

3,7 5 0 3,7 5 0 

板類についても値上げは見られな

’‘° 

8 土木対策部の活動

,!) 災忠対策措骰概疫

日 時 対 策 備 It

5 2.9. I 0 大島支庁への被災状況の確認，報告受理

現地からの要諮により，加根又本店等に対L,災宮に伴う府材の値上がり抑制や

行材の円滑な発送方について勘力を依頼。

現地凋在のたぬ道路維持課長山下辰治．住宅課長藤）II和孝ほか 3名を沖永良

部．与論品へ派避

9. l l 現地調在のため住宅課技術主幹上村隼人を徳之品へ派逍

9. I 2 住宅災害対策9こついて関係市町村を指羽

県道の路面および側溝上に堆甜した民家の破損物の撒去（乍店を 1開始

9. l 3 建設省住宅建設課長谷川専門官住宅災害調在のため来鹿， I 4日まで和泊，

知名両町を調在．指群

住宅被災者のため知名町，和泊町に住宅相談所を開設

災習公営住宅建設市業及び住宅金融公爪災習復典住宅伐付事業について．激

甚法の適用及び原悲建設牝基準の弾力的迎JIJ方を国に要望

9. 2 0 建設省住宅建設課沼生補佐，大蔵省係官の立会で，和泊・知名町の住宅滅失

戸数を在定

災宮復典住宅汽金代付制度の説明会を知名町で開始

9. 2 0 科学技術庁研究調賂局生活科学技術課丹治と．建設省建策研究所第三研究部

~ 2 3 構造研究室，室田室長外 1名による，被者調べ及び緊急、研究実施の要点の判

断

9. 2 2 災害復典住宅府金借入れに必要な認定事務を行う。

鉄筋コノクリート造り住宅の建設を奨励するため防災モデル住宅慄拙設計研

究委員会（会長住宅課長）を設立。県防災モデル住宅探悲設計図の作製を決

定

9. 2 9 防災モデル住宅標悲設計を入札
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日 時 対 策 備考

l 0. 6 災宙確定報告書を国に提出

I 0. l 2 建設省住宅建策課篠原係長，大蔵省係官の立会で， l4日まで和泊町，知名町

天城町の既設公営住宅復旧計画の森定

l 0.1 7 知名町において．台風1こ強いすまい造り講習会開催

-1 8 

l 0.1 9 甜泊町において台風9こヽ描いすまい造り講習会開催

1 0. 2 1 政令第 29 8号により災害復典住宅府金代付金の引上げなる。

政令 30 0号により激甚災害の指定なる。

1 1. l 6 防災モデル住宅標準設計図完成する。

1 1.2 4 設計原図を和泊町ほか 5町に配布し，住民に周知させて耐火構造住宅を奨励

する。
ヽ

5 3.1.2 6 補怖金物使用現地指i!i（和泊．知名）

、•2 8 

(2) 今災害の特色と今後の課題

昭和 52年 9月9日に砲美群品を股へた台風9号は，沖永良部島で 90 7. 3 ミリパールと

日本観測史上最低気圧を記録し．最大瞬lii]風速 60メートルを超える大型のものであった。

これにもかかわらず降雨砒が少なく，かつ進行速度が 45-50Km/hと速かへたため逍路．

堪湾．河川等の公共土木施設に及ぼした被害は予想外に軽微であへた。

しかしながら家屋には．多大の被害が発生し．直撃を受けた沖永良部島では．比較的老朽

化した木造住宅が多かへたこともあへて．全島 5,2 0 0余世帯の約 79劣1こあたる 4.I O 0 

余世•}l:'が破損倒壊すると云う甚大な被害をもたらしたのである。

ア このような多くの被害を被うた原因として．次のようなことが粘げられる。

（力 木造の建物が多かったこと。

（イ） 建策基準法施行令に定められた土台方式が極めて少なく．大半が束立構法のものであ

へたこと。

（ウ） 主要な構造部材の緊結金物が殆んど使用されていなかへたこと。

（ヰ 主要な耐力壁が少なく．斜材が入っていなかへたこと。

箇 アルミサッツの開口部に雨戸が設けられてなかへたため飛来物により硝子が壊され建

物の内部から小屋組部分が吹き上げられたこと。

(7)) 屋根が鉄板荘となっているのが多く•またタルキの緊結が不十分であったこと。

(f-) 屋根荘材の取付け方が母屋や野小舞9こ直接釘打ちされており叉釘の長さが短かいため

有効に1雌いていなか→たこと。

（ク）従来からあへた防風林が伐採されていたことも被害をまねいた一因をなした。

イ 今後の教誰l

(7) 今後1ま．出来得るだけ耐火構造を採用すること。木造建筋物9ま建策基準法施行令の基
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期に合へた建栖とすること。

（イ） 木造建第9こあたへては．特に次の点に配1紅を要する。

R 継手．仕口部分を金物で補強し．隅性のある建物とする。

②軒先の出は短かめにし．クルキと桁は総や板金物などで緊結すること。

③ 開口部には．雨戸を設け，戸狭みの補強木を準備しておくこと。

④ 建物の四隅には必らず耐力壁を設け．有効な壁筋迎いを入れること。

⑤ 屋根下地材を設け．屋根罪材は下地と充分に緊結すること。

⑥ その他県が示している『台風に強いすまい』のパソフレット 9こ倣へて施行すること。

以上のことを今後の教』Ilとして設計・施行にあたることにより災害の未然防止9こ努める

ことが1JF要である。

ゥ i巷務施設の今後の課題

今後は船舶の接岸がより安全となるよう．沖永良部島の主要港である和泊湘の外かく施設

等の整備を進めていくとともに．今回の台風で災害等にかんがみ．緊忍時に補完し得るよう

な裏泄的逃湾として伊延港を 54平度から沿工し．早lt/lに完成を図るものとする。

3) 現地派逍閲在団・派逍職員活動調

日 時 濶ff.団名等 構成員1談名 行励内容・日程 凋在結果

5 2.9. l 0 災者凋杏且i 道路維持課長 沖永良部品災宮，凋在

~l l 山下辰治 （岱永係長は与論島まで）

港湾課防災係長

店永直太郎

河川課土木技師

徳田股

9. l 0 災害調在団 住宅課長 沖永良部島（和泊町．知名1/J)

~1 2 藤川和孝 災習調在

融質係長 （中原係長与論町まで）

中原中

9. I 1 災宮調在団 団長悶女部次長 徳之島（徳之島町，伊仙町，

~1 2 塚田吉夫 天城町）災害凋在

住宅課技術主幹

上村隼人

9. I 2 大島支庁建築課 住宅相談所（和泊町．知名III)

技術補佐 開設辿iiii

山下茂昭

9. l 3 住宅災害調 建設省住宅局住 9/13和泊町 9/1 4知名

~1 4 査団 宅建設課専門官 町．災害調在．指蜀

長谷川義明

-6 6-



! 時 1調任団名等 1 構成員職名 行動内容・日程

9. 13-

25 

9. I 6 

~1 9 

9.1 9 

~2 6 

住宅課建築技師

山下孝志

大島支庁建苑技 I住宅相談所相談員として派逍

師 松坂消美

住宅課建策技師 1住宅相談所相談員として派逍

佐々木翡文

住宅金融公住宅金融公Iii熊

庫唄本支本支所個人住宅

9/1 9公liじ，県， 1町各金融

機関の合同打合せ

所災宙調在課長漆原康行

及び代付説建設課長

9/20災害調査及び災祖復典

1住宅賓金貸付説明会

明会 渡部三郎 22 （和泊町，知名町計 9

住宅課建粥技師 会場において）

山下孝志 9/2 3 災也調在，指祁与論
I 
24 町

9/25 " 
I 
26 和泊町．知名町

9.2 0 住宅 減失戸歪定官建設省

~21 数在定団 住宅建設諜長補 1和泊IIJJ,知名町調在

佐 沼生哲男

立会官南九州

財務局主計•第 1

課長江條八厖

立合者県土木

部住宅課技術補

佐 山口勇

調在結果

和泊ilJJ全殷 56 6戸→

559戸 98.8劣

知名町全壊 725戸→

68 5戸 94.5劣

その他全壊 5I戸→

14 9P 

合計全壊 1,342戸→

1,2 9 3戸 96.4劣

10.12 1既設公営住査定官建設省沖永良部品和泊町，知名町 和泊町中諮 54戸

~14 宅復旧計画住宅建設課推進凋在 1 4,4 1 6千庄8,215珀

在定団 係長篠恥鱈’1 徳之島，天城町調在 知名町申諮 24戸

立合官南九州

財務局主計第一

課監査官

厚地俊宏

立合者県土木

部住宅課課長補

-6 7-
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天城町申諮 12戸

3,4 7 9千f'!-,2,93 4千円



日 時 凋在団名等 構成員載名 行動内容・日程 調在結果

佐 鳩野武則

県土木部住宅課

技術主幹

大堂和弘

1 1.2 4-... 住宅課技術補佐 鹿児島県防災モデル住宅標準

26 山口 勇 設計図．計箕因．見fJ'i因を各

住宅課融行係長 町に配布，及び災宮復旧指絲

中原 中 （配布先与論町．和泊町．

知名町．天城lffJ,徳之島町．

伊仙町計 6町）

-6 8-



(4) 沖永良部台風災害復旧状況調ペ 5 2. l 2. 3現在

喜似 閃申 ヘ昆協 羞復災 代＾ 熊本 行〗町̂ 防 災
認 り 災 ヘ
定 災 モ 習災

苔 雷 興住込み 等調 住宅興 付承認 支所調 魯喜 ァ-・ 対

9レ
状腐の 口子9 旧調

発 の
宅衰件ぺ

金資 数件ツぺ 状ペ 畠 発

行 発 金数ツ 況ッ ， 況表

i 
ヽ

件
新策資金 新策衰金

数 補 修 補修 補修
望

耐 火 木 坦•ふ 耐火木造 耐火木造 全 壊 半 壊 一部損床 計

和泊町 292 6 0 I l O 2 (f f l （ 3 6 77 34 Ill 

゜8 （ l l 22 3 3) 15 572 665 879 

゜
3 2, l l 9 

6 l ， 

ー69-

知名町 2 2 3 836 40 42 94 3 0 l 5 78 20 40 1 5 0 0) 5 7 25 690 576 

゜
0 1,9 9 1 

(25 (1 5 

その他 3 3 

計 5 I 5 1,437 l 4 2 (！ f 2 (8 3 0 6 
IO 7 5 2 1 9 2 2 0 48 

(2 277 33 ) 
2 0 l. 2 9 7 1,355 1,4 5 5 

゜
3 4, l i 0 

注 （ ）数字その内完成件数を示す。



， 教育 対策部の活動

Ill 災害対策措囮概婆

日 時 対 策 備 考

5 2.9.1 0 社会教育施設の被害状況を文部省へ報告 社会教育課

9. l 2 復旧について技術指群 振典課

~1 4 響負担事業計画等災害復旧1輝国庫負担法による諸手続きの事

務指溝

復旧設計古の作成

9.1 5 学校給食用被害物質の補給完了 I保健体育課

，冒17 義務制の被潜教科因 (4,0 l 0冊， 857,106円）を第 1便 学校教育課

-----1 0. 1 (9月 I7日）．第 2便 (9月 20日）発送。その後教科因の

内容などのための返品および冊数不足について I0月 1日補給

して，すぺてを完了した。

9.2 8 屈校用は 9月 20日発送。

~3 0 学校共済組合員の被害者． 83件について概籾払いを行う。 厚生課（公立共済）

9. 2 9 体育施設の被害についての報告iりを文部省体育局に送付。 保随体育課

1 0.1 2 和泊中屋内運動局の屋根改修工事について．再度現地凋在のう 振典課

-13 ぇ，技術指尊をする。

1 0.3 0 学校共済組合員の被害者 78件梢算払いを行う。（占類審西巾 1厚生課（公立共済）

のもの 84件）

1 1. 2 翡校生の授業料免除 14 3名決定（申諮者全員許可） 総務課

l l. 9 県指定史跡1こついて和泊町教育委員会に対して．被者状況報告 文化課

因提出を指示。

（昭和 53平度lt業として補修工事を検討）

(2) 現地派逍調査団・派逍職員活動調

日 時 調在団名等 構成員職名 行動内容・日程 調在結果

5 2.9. 1 0 県文化財保護指 管内文化財被也状況調在 和泊町の世之主の経扉全

羽員邸野東風盗 9/1 0 大品支庁事務局 壊石垣一部損股被害額約

ヘ緊急電話報告 3 0万円

他は彼塞なし

9.1 2 振典課技術主眸 県立徳之品邸，徳之島製高 国印負担事業計画内を作

~ 1 8 山下益夫 の災害復旧工事の現地調在 成し．復旧するに当って

振典課技術主資 県立沖永良部高會与論邸の 国の補助金を受ける手続

上大田成隆 災害復旧工事の現地凋在 きをとった。

9. I 3 振典課技術主在 和泊．知名町立小中学校の 災害復旧役国月i負担法の

-7 0-



日 時 I調在団名等 I構成員職名 行動内容・日程 調在結果

摘口 明 1災宙復旧 9こついて現地調査 適川を受ける学校につい

をすると共に復旧 9こついて ては．国庫負担事業計画

の技術指迎および災害復旧 因を国に進逹し．国の負

費国印負担法による古類の 担金を受ける手続きをと

作成などについて指郡をし った。

た。

9. l 5 

~16 

1 0. 1 2 

~1 3 

教育次長 沖永良部全島の学校を視察 ・施設・設備の被害状況

内山陣允 和泊．知名両町の町長訪問 ・授業実施状況

総務課広報係長 99 両町の町教委訪問 ・教科因被災状況

田中一成問 など報告を受けた。

関係各課へ連絡

振興課技術主幹 和泊中屋内運動場の災害現 和泊中屋内迎動場．屋根

田之脇光雄 地調在および屋根復旧工'l> 補修工事について設計事

振典課建築技師 についての技術指部をした。務所と打合せのうえ．町

不笠信一 また．町立国民体育館．知当局1こ屋根荘材料 1こつい

名町立知名小．住吉小．田 て指羽した。

皆小1こついて現地調在をし

た。

5 2.9.1 2 

~1 3 

9、I4 

9.1 5 

9.1 6 

~17 

台風 9号に教育庁厚生課給 和泊町内公立学校共済組合

よる公立学付係 員住居個別被害凋在

校共済組合 主事四元汲次 (9/1 2-9/1 3) 

員住居被啓 主邪補

凋在団

” 

” 
” 

” 

竹之内誠

” 

” 

知名町内公立学校共済組合

員住居個別彼害調壺

(9/14-9/16) 

” 

戸4
 

4
 

t
 

1--n 

＼
ー
し
ー
ー
ー
、
、

戸

戸

戸

0

9

6

1

2

 

壊

炭

損

破部

全

半

一

: ：l :：}計 59戸

一部破損 34戸

教育庁厚生課給 与論町内公立学校共済組合 1一部破損 8戸

付係長 員住居個別被忠調在

堀之内俣雄 (9/1 5-9/l 6) 

“ ” ” 
教育庁厚生課給 天城町，伊仙町内公立学校I一部破損 3戸

付係主事 共済組合員住居個別被害調
四元義次

主事補佐と内誠 査 (9/16~9/17)
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1 0 公安対乗部の活動

災せf対策措骰喝要

日 対

（県笞笞備本部の設骰と活動状況）

s 2. 9. 9 I 疱美地ガの「波浪警報」 「大雨洪水 怖風注邸報」発令に伴い，県警本部に

時 策 備 考

災菩警備準備本部（臨備本部長は警備部長）を設1位，面美地方の 4か署に対

し警戒体制を発令， 4か署（沖永良部，徳之島，瀬戸内，名頷の各署）は笞

戒体制に入る。

2 2: o o I 台風 9 号の沖永良部品接近の時点で準備本部から，県晋本部長を長とす~

る「県管災害警備本部」に切りかえ，さらに県下 28か所の全笞察署に対

し警戒体制を発令して順次詈備本部を設骰するよう指示した。

以後，県災対本部，気象台，その他関係機関と緊密な連絡交捩を行うほ

か，県下全笞察署には「事前広報と早期自主避雉の徹底 その他」につい

ていっせい指令（電送）により指示を行へた。

（警察署の活動状況）

5 2. 9. 9 I 1. 9号台風接近により奄美地方の警察署を中心に県下の合計 l4署（沖永

良部，徳之品，瀬戸内，名瀬，屋久島，種子島，大根占，高山，枕崎，指

宿， /Jn世田，川内，阿久根，出水）では署笞備本部を設骰し， 「避難，救

助，防犯，警戒，被害凋在，その他」の災者笞備活動を行った。

2. 避難活動（歓告，誘部）の状況

0和泊11/J 9/9 （夜）町内小中学校．公民館など 28か所

I, 2 8 I世帯 3, 6 0 9人

0知名町 9 /9（夜） 町内小中学校．公民館など 16か所

2, 1 8 8世帯 6, 5 4 7人

0与論町 9/  9 (夜） 町内小中学校など 2か所

8 5世帯 l 4 6人

0天城町 9 /9（夜） 町内小中学校，公民館など 4か所

8 2世帯 l I 9人

0伊仙町 9 /9（夜） 町役楊，小学校など 8か所

4 6世帯 l 4 5人

合計 55か所， 3,4 3 2世帯 l 0, 5 6 6人の避難活動をそれぞれ町当局と

協力し，実施した。

（警察官出動数）

l. 笞備本部要員 3 2名

2. 各警察署員現場出動 2 3 7名

合計 2 6 9名

（沖永良部警察署の災害後の特別警戒実施）

-7 2-



El 時 対 策 備考

5 2.9.1 2 l. 1 0J 間 9/12-9/20日まで 9日1甘I

-9.20 2. 体 制 署長以下 笞察職員 30名

3. 舒戒要領

災沓後の治安維持強化をねらいとして，夜1廿]ljj/J務体制，機動詈ら，広

報活動，その他防犯活動．生活侵害1i犯の取締りを強化し，民心安定を

図ることとする。

1 1 県災害対策本部大島支部の活動

(!) 災害対策措骰概要

日 時 対 策

5 2. 9. 9. l 6 : 3 0 管内市町村の風雨の状況1こつき調査

I 6; 4 0 上記につき消防防災課へ報告，災害対策本部支部設旺9こつき

検討

l 7 : 0 0 県災害対策本部大品支部設Ii'/

2 l : 0 0 管内市町村の災沓対策本部設既状況を凋在

2 l : l 5 上記につき消防防災課へ報告

2 1 : 5 5 和泊町防災行政無線不通となる（強風9こより無線鉄塔破損）

2 2: 4 5 瀬戸内・宇検・住用の各町村停雷状況調在

2 3 : 15 消防防災課へ知名・和泊両町の防災行政無線が不通となった

旨連絡し贄加入虚話9こよる連絡を試みる。

負伽者が発生しているとの連絡がはいる。

2 3: 3 0 管内町村避難状況凋査（知名町役場に． 30人ほど避難した

が窓の破損により． 5～6人の負楊者が発生し．他へ移動す

るとの連絡が1まいる。）

9. 1 0. 0 l : 3 0 沖永良部土木出張所より被害状況報告 (9日22 : I 5頃．

凪速計が 65 m/ sec以上をさし，破捐）

0 2: 0 0 梢報収媒続行

0 6: 0 0 和泊町より応急仮設住宅及び災害救助法の適Il)について要鮒

あり

0 8 : 0 0 建築夜材の手配閲始

11: 2 0 管内町村の被害状況を取りまとめ．県災害対策本部へ述絡

l 3 : 0 0 大島吏手長米丸躁，名瀬海上保安部巡視船「あまみ」に食料を

樅んで現地救援にむかう。

14 : 0 0 災害速報を県災也対策本部へ報告

l 6 : 2 0 ’’ 
-7 3-

備 考

2 l : 0 0~2 l : 3 0 

朝戸中継局系防災行

政無線不通箇所発生

2 2: 1 5沖水良部地

区の一般加入屯話に

不通箇所あり。



日 時 対 策 備 考

9. I 0.2 2 : 0 0 災宮速報を県災習対策本部へ報告

9. l 1.0 6: 0 0 巡視船「あまみ」．時化のため古仁屋港に避雉していたが．

再び沖永良部島へ向け出発。

l O.: 3 0 大島支庁長一行．和泊到府。上陸後，直ちに被宙状況視察

知事視察に同行

2 2 : 0 0 管内各市町村の被害速報取りまとめ

23:00 県災沓対策本部へ被害速報報告

9.12.os:so 現地沖永良部土木出張所内に現地述絡所設詮 9月12日～

大島支庁長が陣頭指揮をとる。
支庁各課．各出先

1t務所から現地へ

徳之島保健所長邸井銃二外 1名．現地防疫指迎tこ出発 職員派逍

1 7 : 0 0 管内各市町村の被害速報取りまとめ

l 7 : 2 0 県災害対策本部へ被害速報報告

9.13 I 9 : 0 0 管内各市町村の被害速報取りまとめ

l 9 : l 0 梨災害対策本祁へ被害速報報告

9.1407:30 現地連絡所より復旧梢況報告

os:oo 現地連絡所より県災害対策本部に対し．復旧用車両の空翰を

依頼

1 l : 0 0 「クイソコーラル 1号」の運搬してきた復旧Irl車両 I5両を

名瀬市に陸揚げした旨連絡あり。

l l ; 2 5 現地連絡所の大島支庁長より．空翰計画1こつき再度県災宙対

策本部に要諮

1 3 : 0 0 空愉の際の空港での作業につき凋整

I 6 : 0 0 C-lジェ 9 卜愉送機により虚々公社工作車 l台，九虚エ（乍

(-11:30) 車3台空輸

1 6 : 0 0 被害速報報告

9.1 5 0 9 ; 3 5 0 9時 13分発のC-1翰送機隊 1便にて車両 2台．衣料品

2箱を空翰

また，同時に，名瀬商店街寄付の衣料品 2箱も愉送

l 3 : l 5 県災害対策本部に対し空愉作業状況等を説明

大工職のあっせんにつき連絡

9.1 6 l l : 5 0 沖永良部土木出張所より港の風波の状況につき連絡

I 3: 3 0 県災沓対策本部に曹大工戦のあっせん並びに応急仮設住宅の

建設用地を町が処理する旨．連絡

1,t : 0 0 k島支庁長帰庁

9.18 l 7 : 0 0 県災害対策本部に対し被害速報報告

9.1 9 l 7 : 0 0 ，， 

-7 4-



H 時 対 策 備 考

9. 2 0 1 7 : 0 0 県災者対策本部に対し被害速報報告

9.24 l l : 0 0 ” 紋終確定報告

9.3 0 l 2: 0 0 県災害対策本部大品支部、同現地連絡所解牧

(2) 現地派逍謁在団・派逍職員活動

日 時 調在団名等 構成員戦名 行 動 内 容

9.1 O~ 1 6 大島支庁救 大島支庁長 9/l O l 3:00巡視船「あまみ」（名瀬海上保安

援隊 米丸操 部所屈）にて名瀬港を出発。野菜及びイソスクソ

ほか 3名 ト食品 25 tを積叔3

9/1 l O 6 : 0 0時化のため古仁屋港に避難していた

が．再び出発する。

9/11 10:30沖永良部品上陸。直ちに1府報収楳

のために現地を閲在。

9/12 08:30沖永良部土木出張所に現地連絡所

を設屈し．対策を指揮。

9.12-14 現地派逍 林務課 被宮関在実施

技術補佐

元井政太郎

外 l名

9.1 2-2 7 ” 建築課 現地被災住宅修復．建築及び応急仮設住宅建築指羽

技術補佐 並びに住宅相談所にて住宅相談指硝

山下茂昭

外 1名

9. 1 3 --1 6 ” 商工水産課 被者凋査

主廓

時田光一

9. l 4....., l 6 ” 大島支庁次長 被也調在．災害対策指羽

池田悠久

9. l 6---I 8 ” 農務課 制度金融事務農協指硝

技術主在

作元；昭文

9. l 6-2 l ” 厚生課 災害救助法に関する事務等

課長補佐

岩外下辰男
2名
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日 時 調査団名等 構成員戦名 行 動 内 容

9.2 0-2 2 現地派逍 批務課 被害調在

振業技師

上原平一

1 0.1 4-1 6 ” 厚生課長松崎啓 “ 
外 1名

I 0.17-20 ，， 建策課 台風1こ強い建築万法について指紺＇，説明

技術主任

守島守国

第 4 町災害対策本部の活動

1 概況

今回の災害に備え県内各市町村では警戒を強めたが．直撃を受けた低美大品地方をはじめ熊

毛地方さらに県本土の一部でも．各市町村は災苫対策本部を設骰した。

県内で災害対策本部を設骰した市町村，ま． 3市・ I4町・ 6村にのぼった。

なかでも沖永良部島の和泊・知名両IIIJは災害対策本部の総力を結犯し応急復1日1こ努めた。

2 町災害対策本部の活動

し1) 和泊町災害対策本部措屈概要

日 時 対 策 状 況

5 2.9.9. 1 4 : 0, 0 1 0日予定の定例区長会を紐り上げ緊急招集し，防災対策並び1こ彼困報告奨

領を協誠

l 8: 0 0 災害対策本部を設骰し，第 1配備 20名が部署9こつく。

第 1次公報車出動し注慈呼びかけ。

19 : 3 0 広報車帰庁

20:00 突風混じりの風激化に伴い．第 2次広報車出動し．注謡呼びかけ。

2 0: 3 0 庁舎内外の再点検と警備対策協議

2 l : 0 0 沖永良部測候所より「気圧が異常 9こ下がってきたので．住民に注店を呼びか

けられたい。」との瑶話があり．第 8次広報車出動。ジープと消防車 2台を

東部と西部に出動させ，広報。

2 l : l 5 東部地区へ出動した消防車は．突風と雨のため前進不能となり．後退し役楊

へ引き返す。西部地区へ出動したジープは最初追い風であへたが． 1}｝］もなく

突風のため前進が危険となり引き返そうとする。しかし．和字のゆり楳荷倉
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日 時 対 策 状 況

叩の屋根が路上に飛び辿行不能のため，近くのプロ＇ク塀の陰に避難し，

2 2時 20分頃まで 30分間動けず。

5 2, 9, 9 2 l : 4 5 I各地の住民から救扱を求める軍話があり職員は出動を拙備したが，外の状況

はJIt散物多く出勅命令を取り消す。

家を捨て，フトノ等をかぶり自衛するよう指示をくり返す。

庁舎屋上の防災行政無線塔がごう音とともに倒壊し，鉄筋コソクリート 2階

建ての庁舎が音をたてて揺れるため，別棟に本部を移勅するっ

虚話不通

台風の目 1こ＇まいり，風雨が II：む。庁庭9こ統々避難する人々を収容するが，

2 0分程で吹き返しがはじまり，避難途中の住民は身近な物陰9こ閑れる。

第 3次広報に出勅したシープが，悴忠物を除去しつつ，帰庁。

凪が弱まり歩けるようになへたため，負陽者の搬入を予想し大野医院9こ応忍

診療所の設置を依頼する。（午前 5時までに、10人を治服）

虚話不通のため，大品支庁への連絡を沖永良部啓察署の直通近話によりおこ

2 l : 5 5 

2 2 : l 5 

2 2: 2 5 

2 2: 3 0 

9. 1 0 0 0 : 0 0 

0 2: 0 0 

0 4'. 0 0 

0 6'. 0 0 

l O: 0 0 

1 1 : 0 0 

l 4 : 3 0 

l 7 : 0 0 

1 9 : 0 0 

なう。

公民館の雷話は生き残へているとの連絡を受け．鹿児島市に入院中の町長に

状況を報告し，以後大島支庁，県庁への連絡に利用する。

情報収船を開始するが道路が不通で困難を極める。

災害救助法適｝il

虚々公社に対し虚話の早期復1日につき要，i＇io

第 1次陸上自衛隊災害派逍隊到沿し．直ちに活蜘）り始。

県災雹』騎団ヘリコプクーで到行。直ち9こ，凋在1}廿始。

町議会沖澁長一行沖羅県視察から自衛隙ヘリコプクーにて帰島し，災古対策

全員協議会閲催。

老人憩の家に避難所設屈し， 45人収容。

9.1 1 o s: s o I大型ゴミ収梨聞始。（自衛隊員 50人．ダノプカー 12台，．ンョペルカー 2

台）

1 0 : 3 0 米丸大島支庁長一行到府し．報逍関係者も来島

11: 0 0 ,＂［長入院先より帰島

1 6: 0 0 知1Ji及び郡選出県識会，滋員団来島し．名瀬出張中の町助役も帰庁する。

虚々公社の作業により屯話 3回線が開通するが．島外からの安否の照会が殺

倒し．公II]に使lijできないため無料特設公衆虚話の設府を要語し．直ちに設

骰される。

町内を 4地区に分けて 4時[lil毎給水を実施．森台については消防車 2台に

て給水。

町商工会は理事会において，便乗伯上げをせぬ旨決議する。
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日 時

5 2.9. 1 2 0 9 : 0 0 

l 2: 0 0 

1 7 : 0 0 

9. I 3 0 9 : 0 0 

1 3: 0 0 

9. I 4 15 : 5 0 

l 8 : 0 0 

9. l 5 l O : 0 0 

町長は全職員を招集し「禍を転じて福とし．一致協力し万全を期する」旨．

iJII辞。

陸上自衛隊災害派逍隊敬収。

国頭東部地区に給水卓 2台出動する (I5日まで）。

町執行部と議会委員長以上の災害対策協議会を併iiitし，島外大工の受け入

れ．物行の調逹等tこついて協謡する。

屯々公社及び鹿児島銀行の自家発屯機過熱のため冷却水を消防車で補給し，

公共施設の機能低Fを防止する。

国土政務次官一行災害調在のため来品。

県に大Lの派逍につき要諮する。

'遥気復旧工事照明のため消防車出動

各字区長．民生委員合 1司の紀分委員会開催

被災者用救援物夜を鹿児島市山形屋に発注

復旧作業は本格化したが．大型定期船は接岸が波のため困難となり．乗客

と生鮮食品の荷揚げにとどまる。

9. l 6 I 県謡会凋在団来島

県建栖課長，住宅の調和こ来島

14 :00 1 航空自衛隊の災害派迎隊敬収1こつき県へ麟j

9. l 7 l l: 3 0 航空自衛隊災害派逍隊徹収

水逍完全復旧

職業訓練生の受入れ準備打ち合せ

鹿児島市山形屋と寝具頬及び学）fJ品の購入契約締結

応急仮設住宅貧材第二晴見丸で入荷9. I 8 

対 策 状 況

9.1 9 

9.2 0 

9.2 1 

知名町白浜港に救援物府が大賊に入荷したため．収槻運搬車を出動させる

救援物咲配布準備のため各，渫より職員を珀員する。

被災住宅応急修理工事諮負契約締結

山形屋より被服疫具生活用品入荷

鹿屋•宮之城職業訓練校生来町

応急仮設住宅建設工事諮負契約締結

参議院災害対策特別委員会来島

建設省住宅災害在定官来品

全戦員が救援物匹紀布のため出動する。

職業訓練校生により．公共建物及び老人母子家庭を中心に 10月4日まで

復旧作業を附始する。

応急仮設住宅建設工事舒エ

1 2日振りに大型旅客船が接岸し大型機材の荷おろしが始まる。
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日 時 対 策 状 況

5 2.9.2 2 山形屋から被服寝具その他生活必困品及び学用品が入荷する。

9.2 4 救援物質を各字へ配布する。

9.2 5 自民党災害対策特別委員会来品

9.29 09: 30 第 3回定例謡会＂会期 1ま10月8日まで。

9.3 0 町厳会全員による沖永良部台風災宮対策特別委員会を設置し．対策を検討

する。

l 0. l 第 l回災害対策特別委員会を開他しや災害援護査金の申込制度の緩和と早

期支給，住宅金融公庫の災害店金~国民金融公庫の災害貧金申し込みに必要

な収入証明因発行者の明確化と岡索化．救援物貧や見舞金の配分等1こついて

審厳

建設大学校生来町 (I I月I0日まで復旧作業に従lt)

10.4 1 7 : 0 0 災害対策本部を解散

(2) 知名町災苫対策本部措骰概要

日 時 対 策 状 況 備考

5 2.9.9 I 6 : 5 5 知名町災宙対策本部設Irt．本部梃員 7人を増員し宿泊態勢をとる。

知名IIJJ消防団 (I3分団 I6 4名）密戒体制に｝まいる。

l 8: 0 0 各部落区長に厳前注慈を呼びかける。

20:30 風次第9こ強くなる。

2 l : 4 0 停遁，自家発寓 9こ切りかえ

2 l : 5 0 風猛烈となり，庁舎 1階～ 3階まで窓ガラスが割れはじめる。

2 2: 25 突然無風となり星空が見える。町内各所に電話を試みるが．いずれ

も不通，附近住民 80人が避難楊所を求めて役場に殺到する。

2 3 : 0 0 避難住民を紬投成所に誘祁中吹き返しが始まり，約 30人が逃げ遅

れて役場内にとどまる。

屋外歩行不能

9.10 00:00 奇跡的に難を逃れた電話 31 1 2番で．県庁．県大島支庁など品外

と連絡をとり続ける。不眠不休で庁内の応急修理にあたる。

0 6: 0 0 夜明けと同時に1訂報収机に奔走するも．町内全域電話不通．道路lま

飛び牧へたトクノや木材．折れた電柱．引きちぎられた電線などで

通行不能であり．収楳活iflj） は困難を極める。

09 : 2 0 自衛隊の災害・派述を梃語（県大島支庁経由）

IO: 0 0 災宙救助法適lfJ決定

l 1 : 0 0 西涸祈水地区への給水車運転開始

l 4 : 3 0 災害派逍隊第 1陣沖永良部空泄沿陸．直ちに活動開始

-7 9-



日 時 対 策 状 況 細考

52.9.10 l 7 : 0 0 県災宮謁在団来／沿

2 3 ; 0 0 自衛隊災苫派逍隊初日作業終了

9.1 l 08: 30 県災害調在団活動閲始

09:00 大型ごみ収渠閲始

l O : 4 0 巡視船「あまみ」で米丸大島支庁長一行来品．同便 1こて救扱物賓第

1便到舒

I 3 : 0 0 緊急lllJ議会を召集．対策を協厳

16: 0 0 鹿児品出張中の町長，知事・県議lJIとともに'In}llIJ・

1 7 : 0 0 知事・大島支庁長．町内を視察し彼災者を激励

I 9 : 0 0 九虚．ミチュイ水源池に送園開始

9.1 2 l O ; 0 0 緊急区長会を召犯し災害対策や予定していた各種行！liの延1りなど協

儀

慮々公社，九州虚力の災害復IEI隊，船（更で大学来／詣

中部地区水道給水1眉始

l 5 : 0 0 陸上自術隊災宵派逍隙． C1愉送機で撤収し．航空目術隊）府員派逍

9. l 3 0 9 : 0 0 古松•本那医院破災のため医療処1代に支叩あり． IIIIII淑員により応急

対策

神戸沖州会長ら災宮見舞のため来町

救扱物府ツケのため接岸できず徳之島等から．航空自衛隊C l喩送

機の空翰作戦を開始。

9. l 4 0 6 : 0 0 西部地区水道復旧。

新名神戸沖州会長．篠 l•1] 尼崎市長ら災害見舞 9こ来町

l l : 3 0 町議会正澗委員長会議

I 3 : 3 0 棠為区長会，救援物荘・トクノ配付など協，i義

l 5: 3 0 国土庁災忠調任団来9!！［

日赤救援物質配布

防疫対策1附始

9. 1 5 応怠復旧作業継続

9. l 6 小米駐車場に仮梢みの大型ごみなどの処理のため，ダノプトラノク

I 3台・ツョベルカー 2台・プルドーザー 2台を投入し．大がかり

な処理作業実施

パス路線復旧再開

9. I 7 航空自衛隊作業終了

生長の家作業奉仕隊来町

北部地区水追復旧

仮設住宅の建設i}廿始
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日 時 対 策 状 況 備考

5 2.9. l 8 生長の家奉仕隊小米地区の不燃物の処理作業実施

9. l 9 暖護箕金・応急修理・見舞金の受け付けなど災宮事務1)円滑化のた

め職員の配骰を増強する。

9.2 1 参厳院災害対策特別委員会来町

生長の家奉仕活動終了

1 5: 0 0 破害状況の確定報告を，大島支庁を経山し県災宙対策本部へ連絡

9.2 4 Iir謡会，被害淵任及び復旧状品の視察

徳之島町の建策業者山口組の奉仕で法務局知名出張所の補修工’Jr.utl

始

9.26 09:00 自民党災害謁仕団来町

都城東高校奉仕団 20人来町し，公営住宅の補修9こあたる (10月

l日まで）

9.2 9 1 0 : 0 0 第3回定例町議会1用会．台風関係一般買1閉

9.3 0 仮設住宅工事急ヒ09チで継続．本日中 73戸建設予定

救援物賀配布継続（日赤•町箪分は配布終了）

I 0.8 I 2: 0 0 町災対本部開散．辿常業務の中で復旧作業
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部外機関の活

救 援 活 動 に 活 躍する自衛隊
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動 状況写真

復旧資材を満載し続々と茄陸する C-1

荷降ろしを終え、r之C-1 
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厳しい条件のもと作業に専念する電々公社の職員

参択

---こ~、- --へ"、¥~-》―
さ-:

C -1の運んだ工作車が活躍する
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島内の電柱はほとんど折れてしまった

根元から折れた電柱 九電工作車を降ろす C-1 
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第 5 部外機関の活動

1 自衛隊

(1) 陸上自衛隊

沖栂駐屯の第 1混成団は．知事の要磁9こより 9月 l0日9時．台風の余波の中． I司団所屈

機による沖永良部品硝報偵察を行なった。その結果は西部方面総監部から第 l2普通科連隊

を通じて県災対本部へ報告された。

さらに．ヘリコプクー等により派逍された本隊は知名・和泊・与論町において道路啓聞．

節害物除去．重傷患者の空倫作業等に従併し．徳久団長みづから指揮をとへた。

現地は倒壊した家屋や鼈柱．樹木が散乱し足の踏み場もなく町役場や主梃追路の整理啓Iifl

作業を手はじめに各所の破片等の除去を行へた。

(2) 海上自衛隊

鹿屋市駐屯の鹿屋教育航空群は~県知罪の要訥により県災害対策本部現地．凋在団員をHS

S -2型ヘリコプクー 2機により空帷した。

鹿児島県呪池救難川ヘリ広場から飛び立へた 2機のヘリコプクーは．台風の余波の残る海

面すれすれに飛行しつつ．沖永良部空湘へ愉送した。これにより県は．迅速な凋任を実施す

ることができた。

(3) 航空自術隊

ア 沖栂および現地知名町駐屯の南西航空混成団所屈の各祁隊は．知邪の要請により，知名

・和泊町において道路啓曲．悴害物除去作業に従illした。

知名町大山レーダーサイトの第 55警戒群は地元部隊として他部隊の災雹派逍散の受け

入れや車両の手配等梢力的に活動した。

また陸上自衛隊第 1混成団隊員の輸送や貧機材の空輸も行い．その機勁力を追憾なく発

揮した。

イ 沖永良部品は維品であり，かねてから天候不良時には交通迎輸が途絶えがちであった。

今回の台風は特に強力であへたため通過したあとも余波により船舶の接岸が困難となり泄

も被災し贄 fi:材を満載しつつも沖待ちする船が相次いだ。（電々公社．九州瑶力の品併を

参照のこと。）

このため特に鼈々公社．九州電力の大型工事川車両の不足を解決し復旧物府のすみやか

な愉送を確保するため知邪の要諮により．埼玉県入I用市の航空自衛隊愉送航空団入問航空

隊J)ジェット愉送機C-1は 9月l3日午前 9時日赤救援物質（ミネラルウォークー）を

空愉し．後続機とともに．工事／t］車両を積んでは疱芙•徳之島空泄と沖永良部空泄間のピ

ストソ愉送を行った。

次々と飛来するジェット機の姿は． 現地住民や復旧工事担当者を勇気付け會特に 1番

機． 2番機0)舒陸の時には．万オの声や拍手がおこった。
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i:( 各部隊の派辿人貝資機材等は別表のとおりである。
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（別表ー I) 台風第 9号の災害のため派逍要詰等を行った自衛隊の部隊関係調ペ

指揮

部 隊 名 階級 氏名 所 在 地

官戦

◎陸上自術隊

第 I2普通科連隊 連隊長 l陸佐 山本英一 国分市福島 23 6 l - l 〒899-43

゜
第 1混成団 団 長 陸将補 徳久宗治 那覇市鋭水 67 9 〒90 0 

◎面上自衛隊

0 鹿屋教育航空群 群司令 II海佐 I甜水俊彦 I鹿屋市西原 〒893

◎航空自衛隊

中部航空万面隊 司令官 空将 小松利光 入1廿］市大字黒須 87 〒358

翰送航空団 司令 空将 中品泉二郎 境淮市小篠津町 22 5 8 〒684

゜
愉送航空団入閻航空隊 ” 1空佐 林 昭男 凡甘］市大字黒須 87 〒358

南西航空混成団 ” 空将 吉崎 巌 那覇市鋭水 67 9 〒900 

南西航空笞戒管制隊 ” 1空佐 橘本 潔 ” 

゜
南西航空施設隊 ” 2空佐 佐藤武憲 ” 

゜
第55臀戒群 ” 2空佐 古井徳松

〒l-8 9 1-9 2 
大島郡知名町＿ヒ乎川 208 I 

゜
第 56警戒群 ” 1空佐 渡辺利雄 糸満市糸満芋与座1,780

゜
南西防空管制群 ” 2空佐 庄子 四郎 那滸i市鏡水 67 9 〒900

゜
第 51，鼻糾射群 ” 1空佐 田中政行 ” 

゜
那覇甚地隊 9/ 1空佐 横田 1専 ” 
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5 2. 9. I 6 調べ

人員， 殺材等

雷' 話 派逍内容等参考事項

実 員数 延員数 査機材数

0995<1令 -0350 派il'l要請経由機関

0988-57-1155 l 2 6人 332人 梢報偵察，道路啓開， r，加苫物除去

航{Hu-IB 
1 5 2.9. 1 0 0 9 : 0 0 --... 5 2. 9. 1 2 l 3 : 0 0 

5機 I 3淡 空 V-l07 3 5 2,9. l 0 l 2 : 3 0 -... 5 2.9. 1 2 1 3 : 0 0 

機 LR l 

6台 車両 1/4 t 

09944-3-3111 9人1
乗務員のみ

9人
|HS S-2 2機I県災雹調在団の現地への愉送

5 2.9.1 0 1 4 : 5 0-2 0'. 2 0 

0429→3-6l81 54人 l 6 5人 災害派胞命令権者 県の災宮澗派述整要窓，；,りの
提出先で ロ

08594 -5--021 l 

0429-53-613 l (5 4) 人 (1 6 5)人 航空機[l C-l 5機
（延 13機）

C-I愉送成による空翰

0988-57-1191 24 8人 595人 航(C-I 3ク股他延16慨 1混団の隊員緊急派il't空輸
車両トラッ 9台

(if;Jiii隊）人
（延46台） 5 2.9. 1 0 1 2 : 3 0 -5 2.9. 1 7 1 2 : 0 0 

” 1人
、 I

” 22人 IO 7人 車両 1台 道路啓1)廿，即害物除去

09 9793→ 2169 I 7 Q人 2 9 8人

丁ーブ 9 

” 
大型トラック 3

5 2.9. l 3 0 9 : 0 0 -l 3 : 3 0 
2 I人 85人 小型トラック 3 52.9.l 3 13: 00-52.9.15 l 8 : 0 0 

ダソブカー 1 

0988-57ー1191 l 3人 4 6人 給水車 l 

（延 46台）

” 1 3人 39人

” 8人 l 9人
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（別表ー 2) 台風第 9号による自衛隊の災害出曲状況調ペ 52.9.28凋ぺ

％。 9/II 尻2 %8  9/14 9/ 15 9/17 
人 員

部 隊 名 9/ 16 
実員数 延員数

◎陸上 自衛隊

゜
第 1 混 成 団 8 l人 l 2 5人 1 2 6人

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
l 2 6人 3 3 2人

3台 3台 ( 53 機台） （ l 3機 ） 
6台

◎海上自 衛隊

゜
鹿屋教育航空群 9人

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
9人 9人

(2股） (2機）

ー90-

◎航空 自衛隊

゜
餘送航空団入間航空隊

゜ ゜ ゜
{ 6 9人 { 2 2人 (3 6人 { 1 4人

゜
7 5人 1 6 5人

6人 6人 6人 6人

3股 3機 5機 2機 (5機） (l 3機）

゜
南西航空旅設隊

゜ ゜ ゜
2 0人 2 1人 2 2人 2 2人 2 2人 2 2人 1 0 7人

゜
第 5 高 射 詳

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
l 3人 l 3人 1 3人 1 3人 3 9人

゜
那 覇 基 地 隊

゜ ゜ ゜
2人 4人 8人 5人

゜
8人 l 9人

゜
南西航空舒戒管制隊 l人 1人

第 5 5 管成群 2 0人 3 I人 3 6人 5 3人 3 5人 4 3人 4 0人 4 0人 l 7 0人 2 9 8人

第 5 6 ” ゜ ゜ ゜
11人 l l人 2 I人 2 l人 2 I人 2 l人 8 5人

南西防空管制詳

゜
l l人 l l人 11人 I 3人

゜ ゜ ゜
l 3人 4 6人

車両
l台 7台 7台 7台 7台 6台 5台 6台 9台 4 6台

(9台） (2 3台） (l 6台） (l 5台） (I 3台） (5台） (l 3台） (1 2台） (l O 6台）

計 l l 0人 , 6 7人 l 7 3人 l 7 2人 1 1 2人 I 4 9人 l 2 l人 9 6人 4 5 8人 !, 1 0 1人



2 日本電信電話公社鹿児島電気通信部

(I) 被沓状況

大型で非常に強い沖永良部台風の直焙を受けた沖永良部島では品内の加入堀話の 90劣にあ

たる 4,I O 0加入がり 1匝し，通信設備も大きな被害を受けた。その状況9ま下表のとおりであみ

＼ 施設別

り障数

＾ ロ

計
沖永良部局知名局

一般加入虚話 1, 5 3 9 1, 5 4 7 3, O 8 6加入

地媒加入軍話 4 6 I 5 5 3 1, 0 l 4加入

小 計 2, 0 0 0 2, I O 0 4, l O 0加入

加入電話 7 2 9台

模 、-J戸・ 機 I 1台

構内交換設備 2 2 4台

しかし偲条件下にもかかわらず．職員および諮負業者は復旧に全力を尽くした。

以下．復旧作菜0)概梃を紹介する。

(2) 被害の原因

沖永良部珈ま離島という条件下．交通機関の途絶頻繁で電気通位への依存度が翡い。公社の

迎信施設は沖永良部報話局 (Cl局）．徳之島報話局．沖永良部胞設駐在 (C460X2.

AR  3 x 6)及び名瀬統制無線中継所知名分室があり，これらによへて電気通信サービスを提

供している。

今回の沖永良部台凪では屋根のトクソ板がはがれ，それがケープルを狽傷しケープルにり I~ か

かり遥柱の折損．倒痰領斜をおこし．屋外ゴム線を切断した。また家屋の倒岐による．屋外．

屋内ゴム線切新．阻話機の冠水等で局外設備の 90劣以上が被雹を受けた。

以 F特異なものを例記する。

(I) 現地職員の家屋等の被者がゲどく．また交通もしゃ断されていたため初期の稼動が充分で

なく設備被当の状況把握は困難をきわめた。

(2) 家屋の飛来物の飛びやすい楊所や道路沿いに虚柱の倒炭煩斜が多く発生した。

(3) 家屋の密梨地術においてトクソ等によるケープルの損陽が多かった。

(4) 架空スクルペスケープルは紙絶緑のため外被の損偽により全心線が悴古となった。

(5) 接続端子函の器が飛牧し絶緑不良の悴害が多発し．また塩水により心線が府蝕し再発叩蜜

の原因となへた。

(6) 長期間1祈水 (6日1廿])したため予備工ソジソの冷却｝IJ地下水梧の温度が上昇し冷却水確保

に苦應した。

(7) 天候不良のため船が接岸できず復旧壺材及びエ罪用車，1爾の荷拐げに長期間を要した。

(8) 付鳴や断水が l週間近くも続いたため飲料水．食事の確保等に苦應した。
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(3) 熱帯性低気圧との戦い

沖永良部台風通過後も次々に発生した熱帯性低気圧のため． 9月 10日から荷訳みされた

定期船は沖永良部島の和泊・知名・伊延各泄に人と軽い荷物だけは荷拐げできたが，車輛，

質材等は荷拗げできず沖縄へ行き．帰路又荷揚げができず索遥りという有様で鹿児島で他の

貨物船fこ柏み替えて送り込んだ。

しかしそれも成功せず途中の名瀬港で漁船fこ積み替えるなどいろいろな輸送方法を試みた

が荷揚げができず 3日後にようやく航空自術隊の協力を得て翰送磯により工’lt/1]車輛 I0台

を送り込むことができた。このようにして 9月 20日になってようやく当初予定の 4 0台を

送り込むことができた。

(4) 汗とほこりにまみれて足で稼ぐ

9月 10日の夜明けと共に鹿児島雌信部，徳之島報話局，沖永良部報話局に対策本部が設

骰された。

応援者は航空便の第 1次調在隊を皮切りに．海，空から続々と駆けつけ現地対策本部長0)

指揮で調在班をはじめ工(lt班．広報班，設営班． fi:材班．．迎）1］班，またこれら広援者の食事

を確保するための共通班がそれぞれ指示された持場へ向かった。

9月とは言え南の品は， 30 °の抄さの中，時折来股するスコールに悩まされながら車輛も

少なく足のみを頓り 9こ汗とほこりにまみれながらも，屋外ゴム線．市阪の復旧行材等を使）I]

し. 9月 14日まで特設公衆瑶話 2 I個をllfl通した。

また阻要加入者 77加入も 9月 16日までに回復させた。

車桶，府材等の完全荷上げが終へた 9月 20日から本格的な復旧作業が開始された。

停屯，断水が続くなかで災害復旧要員のため沖永良部島報，活局織員の家族を含めた共雌班

による水の確保．炊き出し，洗網等献身的な働きは復l日要員の志気を大いに邸拐した。

(5) これからの台風との戦い

8 0平ぶりの沖永良部台風被宮を経険してこれらの離島における台風対策について F品0)

倹討事項及び対策が考えられる。

(I) 直線路は殆んど倒壊煩斜がひどかったので．支線．支柱の取付けなどの補強を行う。

(2) 架空ケープルの条数統合を行う。

(3) 市内CCP-CSヶープル化の検討を行う。

(4) 架空のスクルペスケープル（き線ケープル）区間の地下化を推進する。

(5) 接続端子函fこはCCP続接端子函）1］パソド（強乱による CCP接続端子函のふた飛び防

止のため九州 9こて仕様化したもの）を取付ける。

(6) ニソジソ冷却方法の改善又は自家Jj]水道（井戸）の設備を行う。

(7) 可搬形交換局についても携帯発々の固定配備と格納,11を設1在する必要がある。

(8) 緊急派逍の場合定期航空便の利Jりは困難であり，チャークー機等の利川が必梃である。

(9) 匹材輸送は大型貨客船よりも小型貨物船が接岸できる可能性が高いので輸送方法の検討

を行う。

叫 災習Ill予備咲材の見直しを行う。
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応忍復1日は 10月 I3日に完了したが彼i'の実限が予想以上に大きく塩水による廊蝕断線節

雹発生の恐れもあり早、急に本復旧に取り組むことにした。

線路設備については 52平 I0月31日から 53平 8月3I日のエ期で行［した。

また宅内設備，構内交換設備については 52平 I2月9日から 53平 7月8日までのエ期で

府工した。

(6) おわりに

電気叫信設備の彼宙に対しては九州園気通伯局をはじめとして各級機凋における防災浙習の

成果と各訓'lが~して復旧活勅を行った結果，倅虚，断水，更に離）品という應条件を克

服して短IUlrHIに応急復旧工9li・を完了することができた。

5 日本専売公社鹿児島地方局

大品営業所を血じて 9月 I2日，沖永良部島等の被災者及び救援活勅従‘1,者に対してたばこと

塩を贈呈した。

数ht等については次表のとおり。

被災者等への賠呈数賊

I. たばこ（チェリー） （昭和 52平 9月 l2日午前 8時現在）

区 分 和泊 IIIJ 知名 IUJ 与論町 天城町 徳之島illf 伊仙町 計

（被災世•:if) 侶l 個 個 個 個 個 個

＾ -[•• 
岐 4 6 9 6 7 2 2 2 l 2 4 l 2 1, l 9 I 

半 壊 7 2 9 6 9 a 8 2 4 6 3 4 I 8 I, 6 0 2 

（救扱活勁従9lf・者等）

管 察 関 係 2 8 

゜
5 4 4 4 I 

消 防 団 7 0 2 2 0 3 3 0 

゜
2 0 3 4 3 

自 衛 隊 7 0 7 0 

゜ ゜ ゜ ゜
1 4 0 

IIII 役 場 2 0 0 l 7 5 2 7 l l 0 2 0 I 3 0 6 6 2 

軍 力 会 社

゜
l 3 7 l 8 

゜
2 2 

゜
I 7 7 

報 道 恨l 係 l 0 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 0 

計 1, 5 7 • 1, 9 6 7 1 5 7 2 0 2 8 0 l 8 4 4, 1 6 6 

2. 食塩 (1靭入）

区 分 和泊町 知名町 与論 町 天城町 徳を島町 伊仙町 計

全 壊
個 個 個 個 個 個 個

4 6 9 6 7 2 2 2 l 2 4 l 2 l, 1 9 1 

半 製 7 2 9 6 9 3 8 2 4 6 3 4 l 8 l, 6 0 2 

計 1, l 9 8. 1, 3 6 5 I O 4 5 8 3 8 3 0 2, 7 9 3 
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4 九州電力株式会社鹿児島支店

(1) 被害状況

9月9日夕方から台風の影響を受け始め，与論品が送電不能となったのが 2l時 l5分．

その後．次第9こ風が強くなり．奄美大島本品を除く大島地方全島が停電した。

奄美本品においても． 9月 l0日午前 5時には約 4 5劣の記電率となへた。

低美営菜所管内約 58,700戸の中で． 47,400戸が停電し．配瑶率 20劣9こ低下しteo

なかでも．沖永良部品の被害が最も大きく強風 9こより電柱は倒壊傾斜し．電線は各所で寸

断された。

これにより．当社の業務用社宅，配電．内燃力送龍などの各設備fまかなりの被者を受け．

その領は昼電の l 低 4 千万円をぱじめ総額 2 低 2 千万円にもの1:f'~ た。

鹿児島支店奄美営業所管内の設備諸元は別表― lのとおりである。

また．各設備の被害は次のとおりである。

＼ 品名

電 柱

折 損
変 圧 器 閲閉器 断・混線 引込線

転 倒 傾 斜

本 本 本 ムロ ムロ か所 か所

与論品 l 5 l 5 l 2 5 

゜ ゜
l 5 0 I, 0 0 0 

沖永良部島 2 2 2 6 1 3 8 5 5 5 3 9 8 6 4, 6 I 0 

徳之品 1 1 2 5 7 6 3 

゜
2 5 0 4 0 0 

与路品

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
6 

゜う け島

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
3 

゜古仁屋

゜
l 0 2 5 2 

゜
5 0 3 2 0 

奄美本島 5 I 2 2 0 5 

゜
l 5 0 7 0 0 

喜界島

゜ ゜
2 2 

゜
l U I O 0 

計 2 5 3 l 2 3 5 8 3 6 7 3 !, 6 0 5 7. I 8 0 

(2) 復旧状況

鹿児品支店では， 9月l0日8時 40分に台風第 9号奄美営業所復1日エ！ド対策本祁（本邪

長は奄美営業所長）を設匠し．被災状況の把握と応急復旧活動を00始したが． 9月ll日

l 7時にはこれを解散した。 ll日になへて．沖永良部営業所管内以外の全地域の復旧は完

了した。

l 2日以降は．沖永良部営業所復旧工事対策本部を設骰し．全力を投入して沖永良部品・

与論品の復旧に努めた。

特に被害の大きかへた配電線の復旧作業は．各支店協力のもと 9こll日に第 l陣 (l5組

7 6名）． l 2日に第 2栂Ii(l 0組 5 l名）の応援作業班を現地に送り込んだが．時化のた

め作業員のみの上陸となり．作業用車輛の積降ろしが困難となへた。

このため．現地対策本邪・鹿児品支店・県災習対策本部の懸命な打ち合せの末．今回は異
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例J)空翰手段をとり，航空自衛隊成1こより綸送した。

愉送は， C-1ジェット愉送機により， 9月 13日 16時徳之島～沖永良部間を皮切り iこ延

べ10回にわたり車輛 16台を倫送し視地復旧作菜もい→そうピッチを増した。

昼夜にわたる復旧作業は，現地営業所員家族の献身的な支援を受け昨々と進行． 1 3日には

与論島が．また 19日には沖永良部品が全線送電され島民待望の灯がもどへた。沖永良部品民

への供給水はほとんどがポソプアップ水道に頼へているため，沖永良部品 9こついて！ま，まず水

源地への送虚を 14日に確保し，知名・和泊地区から逐次復旧に取り組んだ。

なお，今回特に問題となへた翰送に関するフロー図（別表ー 2)，奄美地万 J)停咀及び復旧

状況（別表ー 3)，対策要員・使用車両数（別表ー 4)は次表のとおりである，
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（別表一 l) 奄芙営菜所諸元

: 
5% 5%  52伶 52/3 52/8 

営業所管皓 要 員 発岨所 （可能出力） 支持物 疫圧器数 高 圧 島面栢 行政区域

孟要口孜 電灯戸数 （基） （台） 回線数 （氏，92)

名瀬市

名瀬PS l 5,0 0 0郎 大和村

阻 轄 2 5 2 7,8 O 2 2 5,2 7 l 9,835 1,856 l 2 377.23 住｝i]村

名瀬第 2 8,0 0 OKW 竜郷 IIIJ

本 島
笠利町

ー96ー

古仁屋（営） 名音川 PS 65郎 6,3 4 3 2,6 l 9 360 3 4 1.5 2 瀬戸内lllJ

5 古仁屋PS 4,600郎
(hil) 

7.9 6 0 
（加） 3 （加）

（含加計呂麻） 新住｝llIll P S 2,5 o o暉 1,278 1, l 2 6 65 77. l 5 宇検村

平土舒PS 2,0 0 0偲 夭城町

痣 之 島 徳之島 （営） 7 l 3,392 1 2,533 7.0 5 7 9 2 0 6 2 48 l l 徳之品町

亀津 ps 7.5 0 0畑 伊仙 IIII

沖永良部島 沖永良部（営）
知名PS 4.10 0憚 和泊町

5 
新知名 PS

6,6 0 2 6, l 2 3 4,0 5 l 477 3 9 4.5 4 

1,100,1＼'. 知名 9,1r

替ar 奄芙直鰭
（ 発屯所員 ） 岳界PS 2,230暉

喜界町
界 島 4,590 4,357 1,7 l 8 2 9 5 4 5 5.7 l 

2 祈も：界 PS l,l O 0園



論 島 沖永良部（営）
（ 発瑶所員 ） 与論 PS 1,980暉

与論町
与

2,294 2,l 2 0 1,879 2 20 2 2 0.8 Z 

2 祈与論 I.IO 0細

委 託 瀬戸内lIIJ

諮 島 古仁屋（営） (NDS) 池地PS 8 0郎 I 9 5 1 9 4 87 ， l 13.7 0 

2 の一部

委 託 瀬戸内町

与 路 島 古仁屋（営） (NDS) 与路PS 5 4邸 l 4 4 14 2 40 6 I 9.4 3 

2 の一部

可能出力 血児島県

|9 7ー

水力 2, 6 8 5郎

計 5 0 62,640 5 8,7 0 O 2 8,4 I 2 3.9 3 8 32 1,238.2 I 

内燃力 4 8,8 4 4KlV. 

計 5 1,5 2 9暉
大島郡



（別表ー 2)

工作車要員輸送フロー図

ー

9

8
ー

ー99ー

こ
車 両 要 貝

海 上 翰 送 空 輸 船 飛行機

2: 0 0 

4: 0 0 

6: 0 0 

8:00 1人鹿児島

IO: 0 0 

` 1人11日 I 2: 0 0 

14: 00 

1 6: 0 0 
2人沖部永良

I 8: 0 O ―ク— （鹿エ作児島車12)

76人鹿児島

ク
2 0: 0 0 

イ イ
2 2: 0 0 I I 

ン

l 
ン

2: 0 0 

4: C 0 名瀬

6: 0 0 ¥ （ジープI) I 
転四l

8 : 0 0 ク

1 0: 0 0 イ

l 2日 1 2: 0 0 I 
ン 61人下船 沖永良部

14:00 
l 

I 6 : 0 0 15人下船 与論島

I 8: 0 0 鹿児島

20:00 沖縄

2 2: 0 0 
| ， 
＇ 

2: 0 0 
| 

名瀬
I 

4: 0 0 | 

6: 0 0 | 

8: 0 0 I 碑沖往縄車 1) 臨之島

I O : 0 0 I工作車7台I 4人鹿児島

1 3日 I 2: 0 0 
建柱車1台 1 I 

4゚人沖永良し
l 

I 4: 0 0 ↓ C-1楡送痰
1 6: 0 0 

名瀬 下船

1 8: 0 0 （ 鹿児島 I ]6:30沿
部

ジープ 1台 （エ作車2台）
20: 00 

軽四 l台
建柱車1 I 沖永良部

2 2: 0 0 建柱車 1台~ I 工作車7

， I 
I I 

I 2: 0 0 
I I 第

I 
4: 0 0 

隆 I 
6 : 0 0 建1柱台車

I 山

8 : 0 0 I 丸 I 
1 0: 0 0 I 匝

I I 4日 1 2: 0 0 
々

I 木
1 4: 0 0 海 I 

I 巡
1 6: 0 0 

1 8 : 0 0 I ゜ 「I1,nil（ うc-1輸送機

｀ ゜
工作卓3台）20: 00 沖

゜22:00 縄 | 
t 沖永良部

'‘‘ I ‘̀- I 
＇ I 

2: 0 0 I I 
4: 0 0 

I 
6 : 0 0 

8: 0 0 I 沖永良部

1 0: 0 0 I 建工柱作車卓71 
I 5日 I 2: 0 0 | 

14: 00 

I 6: 0 0 

1 8: 0 0 沖永良部

2 0 : 0 0 

22: 00 

16日 ]3:00沖永良部着
健柱車l台）

ら託 クイーン 1と は ク イ ー ン コ ー ラ ル 1号



（別表ー 3) 台風 9号 疱美群島伴虚・被者状況

＼ 品名

，,屈要家数 回線 初 停 電 最 應 時 完全送虚

（戸） 数 時 刻戸 数時 刻停姐戸数 記虚率 月 日時刻

9/l 0 

奄美
9/9 5Hoo 

9/ll 2 5,2 7 l l 2 l 0,0 0 0 l 4,000 4 4.6 l l H 

2 4 HOO M I 
（紛

8 Ho o 

本島 9/9 

古 9/9 2 4 HO 0 

仁 7,9 6 0 3 2<1HooM 8,0 0 0 ＼ 7,960 

゜
9/11 l 7 H 

屋 9/10 （劣）

5HOO 

9/9 

2 1 H3 5 M 
9/9 

徳 之 島
12,533 

9/1 l I 2,533 6 I l 2,533 

゜
I 7 H 

21H35M （全停）
9/l 0 

5HO OM 

9/9 

2 I H4 5 M 
9/9 

沖永良部島
6, l 2 3 

0 9/19 6, l 2 3 3 s 6,123 20H 
2 I H4 5 M （全停）

9/l 2 

2 0 Il O OM 

喜界 島 4,357 
9/9 9/10 

4,357 0 9/1 0 I 4 H 4 1,0 0 0 
24 HOO M 5HQOM 

9/9 

2 IHI 5 M 
9/9 

与論品
2, I 2 0 

0 9/13 20 H 2,l 2 0 2 ＼ 2, l 2 0 
2 l HI 5M （全停）

9/l l 

8HOOM 

9/1 0 

OH 1 OM 
9/1 0 

品~
l 9 4 

島 l 9 4 1 I I 9 4 0 9/! 0 7 H 
0 H l OM （全停）

9/10 

5H O OM 

9/9 

22H45M 
9/9 

与必島
14 2 

l 4 2 I I l 4 2 0 9/10 1 0 H 
22H45M （全停）

9/10 

8 Ho OM 

合 計 5 8,7 0 0 32 4 7.4 2 9 1 9.2劣
9/l 9 

20HOOM 
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（別表ー 4) 台風 9号災害対策要員・車悟稼動表

: 月 F

要員 （人） 車輛 （台）

沖永良部 与 論 疱美その他 計 沖永良部 与 論 祗美その他 計

要当 日 延要員当 日延要員当 日延要員当 日延要員 当 日延ム数当 日延ム数当 日延ム数当 日
延台数

員 要員 要員 要 員 台数口台数口台数口台 数

%。（土） 2 O 2 0 l 6 I 6 92 g 2 l 2 8 I 2 8 8 8 8 8 2 2 22 38 38 

11 (日） 23 4 3 I 6 32 86 I 7 8 l 2 5 253 '0 I 8 8 I 6 I 9 4 l 87 7 5 

. 12 (月） 89 1 3 2 33 6 5 8 6 264 208 4 6 l 24 4 2 8 2 4 l 9 6 0 5 l I 2 6 

l3 （火） I 4 7 279 2 5 90 264 I 7 2 633 32 74 5 29 6 0 37 I 6 3 

l4 （水） l 4 7 426 27 I I 7 264 l 7 4 807 3 8 I I 2 6 3 5 60 4 4 207 

15 （木） 14 6 572 20 I 3 7 264 I 6 6 9 7 3 54 l 6 6 4 39 60 58 265 

llolー

l6 （金） 14 8 720 2 l l 5 8 2 64 I 6 9 l,l 4 2 54 220 4 4 8 60 5 8 3 2 3 

17 （土） l 6 3 883 2 l l 7 9 2 64 l 8 4 1,326 53 27 3 l 4 4 60 54 377 

18 （日） l 6 3 1,046 l 7 9 264 l 6 3 1,489 32 305 44 6 0 3 2 4 0 9 

19 （月） l 5 7 1,203 l 7 9 264 l 5 7 1.6 4 6 42 34 7 44 60 4 2 4 5 I 

20 （火） I 5 7 1,3 6 O l 7 9 264 1 57 1,803 4 2 389 4 4 60 4 2 4 9 3 

21 （水） l 2 2 1,4 8 2 I 7 9 264 I 2 2 l,9 2 5 29 4 l 8 4 4 60 29 522 

22 （木） I I 7 1.5 9 9 I 7 9 264 I I 7 2,042 29 4 4 7 4 4 6 0 29 5 5 I 

23 （金）

（注） 9月 20日以降分は．災害復旧工事の残整理に要する稼動予定数



第 6 県からの要望

1 概要

県では，台風通過後の 9月 12日08 : 3 0からの庁厳の決定に基づき同日 19 : 3 0まで

に要望をとりまとめ直ちに徹夜で印刷した。

翌 13日には災対本部長（知邪）自ら上京し関係各省庁に対して奨紐を行なへた。

また，台風1li報の遅れが被害を大きくする一因となへたことから，叫測網の充実9こついての

梃望も行なへた。特に名瀬測候所の気象台昇格についての要望，陳1liは地元町村議会をぱじめ

として各方面からはたらきかけがあへた。

2 要 望 の内容

(!)昭和 52年 9月上旬台風第 9号による被害匹関する要望（各省庁あて）

本県．奄美群島地方 1ま， 9月 9日．大型の強い台風第 9号のため，大きな被告を受け，な

かでも沖永良部島・与論島・徳之品の三品については激甚な災害を被りました。

今回の台風は．昨平 9月中旬の台風第 I7号の規樅をはるかに上回る強烈なものであり．

厳大瞬閻風速も沖永良部測候所で東北東の風 60. 4メートルを品録し．さら 1こ鹿児島県大品

支庁沖永良部土木出張所では 65メートルを記録したうえ．風速計の針が振り切れるなど猛

烈な風が吹き荒れました。

このため．奄美群島では．暴風雨や激浪のた 1） ．住家 4,6 0 0戸．非住家 I,2 0 0戸が全

半壊したのをはじめ．股作物・公共施設等に甚大な災害が発生しました。

特に．住家に対する被害は大きく．沖永良部島において9ま全島 5.3 I 0枇術の約 75パー

セノトにあたる約 4,0 0 0戸が破痰される等壊滅的な大災害をうけており．住民生活に極め

て深刻な影務をもたらしております。

また．この地方の特産物であるさとうきびが昨年に引き続ききわめて大きな打撃を受けて

おります。県といたしましても．関係各機関の御協力を得て復旧に蚊苦の努力を傾注してお

りますが．国におかれましてもこの実1行を十分佛骰察いただき．次の語9lt項fこつきまして格

別の御配應を賜りますよう要望申し上げます。

各省共通関係

ア 激甚法の適11]について

台風第 9号により．住宅をはじめ製作物・公共土木施設等の災宜は極めて甚大であるの

で．この災害について「激甚災害に対処するための特別の財政援助等に関する法律」を適

,t]されるよう特別の帥配1慮をお願いする。

イ 災害復旧に係る'l[務の促進1こついて

今回の災害1こ係る公共土木施設等の災害在定．被災者に対する各種住付金の應！臼決定等

についてすみやかに対応されるようお額いする。
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厚生省関係

ア 災害救臥J法による救助の特別基準の承認fこついて

① 台風第 9号による被災地：ま，低所得世帯が多く，応急仮設住宅の設社，住宅の応急修理

の対象戸放について一般基準では対応できないので，特別基準の承認、9こついて御配磁をお

碩いする。

② 被災地が雄品であり，応急仮設住宅の釘材等の愉送1加こついての特別基準の承認fこつい

て御配應をお願いする。

イ 世幣更生資金及び母チ福祉¢i金の箕付原査の増頷iこついて

台風第 9号による被災者のうち．低所得世帯等に対し，世帯更生釘金及び母子福祉府金の

伐付けを必要とするので，これに要する伐付原咲の増頷措骰fこついて御紀1俎をお頓いする。

股林省閲係

ア 自作設維持査金の災害枠の確保及び貸付限度引き上げfこついて

被四提家の経営維持安定に必要な災害質金枠の確保をはかることとともに＇現行の箕付限

度額を大福iこ引き上げることをお頴いする。

イ 主務大臣指定施設災害復1日究金の融臼枠の確保及び伐付限度額の引き上げ fこついて

提舎・畜舎・農作物育成管理施設等の施設災害が甚大であるので，主務大臣指定災宮復旧

咲金の貧金枠を確保するとともに，現行買付限度額を大幅に引き上げることをお願いする。

ウ 熊たばこ災宮補恨金の早11/J支払い（ i,l-売公社への促望）について

現在貯蔵中の衆たばこの被宙が甚大であるので，災苫哺恨金の早1関支払いをお願いする。

工 さとうきび共済制度の早1月実施について

さとうきび共済’lt菜について 1ま，現在，試険実施中であるが，この制度化をすみやかには

かられることをお願いする。

オ 災宜任定の早1月実施と災害復旧エ：Jけの促進iこついて

農地及び農業施設の被苫が大きいので，早忌fこ災害査定を実施して．早期完成が1まかられ

るよう，工事進ちょくの一層の促進を1まかることをお願いする。

ヵ 公共土木施設（孤海）災害在定の早期実施iこついて

漁湛Iも島民生活の安定上速やかに施設の復旧を図る必要があるので，国の災宮在定の早

期実施をお願いする。

キ 現平発生災害復旧9Jt業予罪枠の拡大について

災害復1日については，初平度において特段の事業進捗を確保できるようお1頒いする。

通商産業省関係

ア 激甚法の適HJiこついて

設備近代化質金等の批謡IUJ限の延長，政府関係中小企業金融 3吸凋の低利災害峨夜等の持

別惜骰を早急iこ逸月］されるようお願いする。

イ 政府系代金災忠灌lft特別枠の確保iこついて

被災中小企業者の早期復旧を図るため，政府関係中小企業金融 3機関の低利災害融沢の枠

を確保されるようお願いする。
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ウ 融咬手続きの1)1j索化について

政府系金曲代理店の窓口において．迅速に対応できるようお願いする。

建設省関係

ア激甚法の適J/］について

災害公営住宅建設祁栗及び住宅金融公庫災害復典住宅貸付け事業について，激甚法を適

／i]されるようお願いする。

f・住宅金融公庫災害復典住宅貸付けについて

原幽建設毀等の基悲の弾力的な運用を図られるようお願いする。

自治省閲係

ア 財政措匠について

① 被災地方公共団体が負担する応急災害対策役．災害復旧打業1~その他に対する地方債

の許可及び特別交付税の配分について特別の御配廊をお願いする。

② 上記災害対策等に要する行金甜要が多額tこのI王るので，晋雌交付税の森り上げ交付に

ついて特別の御配磁をお願いする。

(2) 要望書（福岡管区気象台長あて）

本県における気象0,予薯報の通報及び気象硯測結果に基づく貧料の提供等につきましては，

かねてから格別の御高配を賜り厚くお礼申し上げます。

さて，今回本県沖永良部品を製った台風第 9号（沖永良部台風）は．台風説測史上において

紋低の気圧を記緑し．また紋大瞬1笥風速も 60メートルを越え硯測磯器の破壊のため測定も不

彪こなるなど猛烈を極めたものでありました。

このため住民は住家をはじめ晨作物に甚大な被害を受け．また公共施設等にも大きな損宙を

被り，今更ながら台風の脅威と威力を痛惑させられたところであります。

台風の硯測とこれに基づく進路予測の梢報は，災害を未然に防止するためには欠くことので

きないものであり．それだけに住民の関心も高いことは御＇賢察いただけることと存じます。

今回の台風第 9号の場合発表された惜報と現地の気象状況とにかなりの差異があり．地元で

は予想外の急速な接近fことまどった旨怖く訴えて参っております。

また，このことにつきましては本県 9月定例県蔽会におきましても同趣旨の論謡があり， 9

月22日づけで気象俯報の的確なfま握等について邸見因の提出がなされたところであります。

つきましては．このような事態が再度発生しないようにするため．下記の諸点につきまして

早急に実現していただきますようお願い申し上げます。

記

1 本県離島（特に名瀬，沖永良部）における観測網の整備充実をすみやかに図ること。

2 硯測の梢度向上並びに台風俯報の回数の埴加と迅速な発表に努めること。

3 台風梢報の内容，表現についてはそれぞれの離島で的碓tこ台風の実梢が受けとめられるよ

う格別の配屈を行うこと。

昭和 52年 9月80日

鹿児島県知事 鎌田要人
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(3) 上水道施設の緊急時自家発電施設の整備1てついて

環第 34 8 号

昭和 52平 10月3日

l!f.生大臣 渡辺美智唯殿

国土庁長官田沢吉郎殿

鹿児品県知1[

鎌田要人

去る 9月 9日第 9号台風（沖永良部台風）により甚大な被宮を受けた沖永良部地域の災害復

旧対策について，さき 1こ鹿児品県知4tから「昭和 52年 9月上旬台風第 9号1こよる被者に関す

る痰望」として奨望いたしたところでありますが，さらに緊急時における自家発証股の設府に

ついて追加要望申し上げます。

申すまでもなく，水道施設ぱ給水の万全を期すため，不測のill態に対処して主要施設には子

備施設を設附することは当然の措骰でありますが，当地区の水道施設はいずれも低J<Itf島伽興

[Ji業の中で設附した簡易水道を統合した施設であり，碓島という特殊性による財政1けが『から

一部を除き自家発屯機を設骰していなかったのであります。

しかしながら，今般J)台風は風速 65メートル以上と想像1こ絶する大型のものであり， 1沿内

の送電施設は駁滅的な被苫を受け，雄品のためその復1日エilいこ時日を要し，その1廿JI祈水J)やむ

なきに至へたのであります。

両llIIにおいては，今後の対策として扮水施設の予備勁力として，水源地にそれぞれ自家発虚

機を設骰する計画でありますが，両町の弱体な財政事1liに加え，今般の台風による公共施設0)

阪旧9こ莫大な経費を必要としていること等の罪術を御喪察され，この設闘9こついてとくに簡易

水逍施設の新設4i業9こ＆tじた財政措骰を，溝じていただきますようお印いします。

なお~併せて両町の水逍施設と同様な条件で設骰された与論町上水道につきましてもよろし

く御配應願います。

(4) 名瀬測候所の「地方気象台昇格」に関する意見苫

疱美群品9ま台風常股地幣であり，毎平台風災苦の危険9こさらされ，島民は迅速，的確な気象

fli報の提供を熱塑しているところであるが，現在の名瀬測候所の硯測体制では(f、J確な気象11,i報

の把握及びその伝逹が困難な状況である。特9こ，本平 9月 9日製来した台風第 9号（沖永良部

台風） 1ま未曾有の強烈な台風であり，沖永良部品周辺地域9こ壊滅的な災習をもたらしたが，気

象梢報の的確な把握と伝逹が遅れたことも被害を大きくした原因となっている。

よって，国におかれては名瀬測候所を「地方気象台」に昇格のうえ，気象硯測体制を早急9こ

充実されるよう強く要堕する，

以上．地方自治法第 99条第 2項の規定により邸見iりを提出する。

昭和 52年 I2月 I7日

鹿児島県謡会議長 小里貞利
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内閥総理大臣｝

大蔵大臣殿

運輸大臣

上品のとおり発謡する。

昭相 52平 l2月 l7日

鹿児品県謡会疵員 坂 下 巌

” 山 元 丈 次

，， 泉 侶 喬

” 厚 地 墾

” JII 上 哲 夫

” 餡 窪 和 志

” 福 閻 不二夫

” I「[ 隆 男

” 坂 井 重 雄

” 餡 蘭 徳

” 米 丸 芳 男
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和

泊

呵

立

内

城

小

学

校

六

平

真

由

美

九
月
九
日
、
夜
七
時
ご
ろ
わ
た
し
た
ち
は
、
家
で
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
。
外
で
ば
、
風
の
音
が
だ
ん
だ
ん

大
き
く
な
っ
て
行
く
よ
う
だ
。
母
が
「
き
ょ
う
は
岨
気
が
、
消
え
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
早
く
、
ご
は
ん
を

食
ぺ
よ
う
」
と
言
っ
た
。
夕
食
の
途
中
で
と
な
り
の
お
ば
さ
ん
が
来
て
「
今
度
の
台
風
は
強
そ
う
だ
。
み
ん

な
う
ち
に
来
る
よ
う
に
」
と
呼
び
に
来
た
。
わ
た
し
た
ち
は
夕
食
を
す
ま
せ
る
と
、
す
ぐ
と
な
り
の
お
ば
さ

ん
の
家
に
行
っ
た
。

テ
レ
ピ
を
見
て
い
る
と
、
急
に
電
気
が
消
え
た
。
ま
っ
暗
で
す
。
何
分
か
し
て
つ
い
た
、
と
思
っ
た
ら
ま

た
消
え
た
。
そ
の
う
ち
に
｀
わ
た
し

1
ね
む
く
な
っ
た
の
で
、
お
も
て
で
ふ
と
ん
を
し
い
て
ね
た
。

何
時
間
か
し
て
起
こ
さ
れ
た
。
回
り
は
水
び
た
し
だ
っ
た
。
風
も
ゴ
ー
ゴ
ー
と
、
す
ご
い
音
で
吹
き
荒
れ

；
、

雨
カ

。

て

い

る

．

ザ
ー
ザ
ー
ふ
っ
て
雨
も
り
が
ひ
ど
い
。
そ
の
ま
ま
で
は
｀
た
た
み
も
ふ
と
ん
も
ず
ぶ
ぬ
れ

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
み
ん
な
で
ぬ
れ
な
い
所
に
運
ん
だ
。
ト
ー
グ
ラ
は
、
雨
も
り
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
今
度
は
、
み
ん

g
ト
ー
グ
ラ
に

t

打
っ
た
。
あ
い
か
わ
ら
ず
風
も
雨
も
す
ご
く
吹
き
荒
れ
て
い
る
。
ド
ー

と
い
う
音
と
同
時
に
、
家
が
ギ
ツ
ゲ
イ
ツ
ゆ
れ
る
。
今
に
も
家
も
ろ
と
も
吹
き
さ
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
、

こ
ゎ
く
て
た
ま
ら
な
い
。
自
分
の
家
の
こ
と
も
心
配
だ
っ
た
。
も
う
ふ
や
ふ
と
ん
を
か
ぷ
っ
て
、
い
つ
で
も

に
げ
ら
れ
る
よ
う
に
準
備
し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
に
、
急
に
風
も
雨
も
や
ん
だ
の
で
、
み
ん
な
外
に
出
た
。

げ
ん
関
前
の
自
転
車
や
オ
ー
ト
パ
イ
は
、
た
お
れ
て
い
た
。
テ
ラ
ス
の
ト
ク
ソ
も
み
ん
な
ぱ
が
れ
、
木
の
枝

な
ど
が
た
く
さ
ん
ち
ら
ば
っ
て
い
た
0

倉
眼
に
ビ
ニ
ー
ル
カ
パ
ー
を
か
け
て
、
ド
ラ
ム
か
ん
で
お
さ
え
て
あ

っ
た
が
、
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
箱
づ
め
の
百
合
の
種
は
そ
こ
ら
い
っ
た
い
に
散
ら

ば
っ
て
い
た
。
わ
た
し
は
、
風
の
力
ば
す
ご
い
な
あ
と
思
っ
た
。
お
じ
さ
ん
は
、
車
の
ラ
イ
ト
を
つ
け
て
介

匝
を
照
ら
し
て
い
た
が
、
そ
こ
ら
は
も
う
さ
ん
た
ん
た
る
状
態
で
あ
る
。
二
階
の
屋
根
は
、
ト
ク
ノ
が
飛
ば

さ
れ
、
そ
こ
に
あ
っ
た
は
た
織
機
と
ベ
ッ
ト
は
、
位
骰
が
変
わ
り
、
や
が
て
織
り
じ
ま
い
の
つ
む
ぎ
も
び
っ

し
ょ
ぬ
れ
に
な
っ
て
い
た
。
自
分
の
家
が
心
配
だ
っ
た
の
で
、
電
燈
を
つ
け
て
家
に
行
っ
た
。
幸
い
屋
根
も

ふ
き
と
ば
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
よ
か
っ
た
な
ぁ
。
と
思
っ
た
。

そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
急
に
返
し
の
風
が
強
く
な
っ
て
来
た
の
で
、
み
ん
な
あ
わ
て
て
家
の
中
に
入
っ

た
。
ト
ー
グ
ラ
で
、
風
の
音
を
聞
い
て
い
た
。
風
は
、
も
の
す
ご
い
う
な
り
で
ふ
い
て
い
た
。
屋
根
の
方
で

何
か
が
当
た
っ
て
、
大
き
な
音
を
立
て
て
い
た
。
お
じ
さ
ん
が
、
「
も
う
監
根
も
飛
ば
さ
れ
る
ぞ
」
と
言
っ

た
。
わ
た
し
は
、
す
ご
く
こ
わ
か
っ
た
。
「
屋
根
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
ら
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
」
と
思
っ
た
。

そ
し
，
で
急
に
、
「
ガ
ッ
シ
ャ
ー
ソ
」
と
い
う
大
き
な
音
が
し
た
の
で
、
み
ん
な
す
ぐ
走
っ
て
、
お
も
て
へ
に

沖

永

良

部

台

第

七

風

沖

永

良

部

台

風

作

文

渠

抄

沖
永
良
悉
品
内
の
児
煎
•
生
徒
逹
は
父
や
屈
と
と
も
に
自
分
逹
の
家
を
守
り
、
命
を
守
る
た
め
に
台
風
と

戦
っ
た
。

こ
れ
は
、
知
名
・
和
泊
両
町
の
児
童
．
生
徒
逹
の
作
文
楳
の
中
か
ら
選
ん
だ
も
の
で
あ
り
、

か
ら
見
た
台
風
災
害
と
そ
の
教
訓
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

ー

l

O
 7
ー

久

保

子
供
逹
の
目



f
た
。

に

つ

い

て

ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
い
た
が
、
何
も
す

芳

お
じ
い
さ
ん
の
へ
や
が
雨
も
り
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
お
じ
い
さ
ん
の
へ
や
で
ふ
と
ん
を
か
ぶ
っ
て

ち
ぢ
こ
ま
っ
て
い
た
。
風
は
ま
す
ま
す
強
く
な
っ
て
、
家
の
ふ
る
え
が
大
き
く
な
っ
た
。
何
時
間
か
た
っ
て

風
が
弱
ま
っ
た
頃
、
わ
た
し
ば
、
も
う
ね
て
い
た
。

朝
起
き
て
見
る
と
、
も
う
風
は
静
ま
っ
て
い
た
°
母
が
「
屋
根
の
ト
ク
ソ
が
飛
ん
で
い
る
よ
」
と
い
っ
た

の
で
忍
い
で
家
に
行
っ
て
み
る
と
、
家
の
半
分
ぐ
ら
い
屋
根
の
ト
ク
ノ
が
な
か
っ
た
。
く
つ
ば
こ
も
な
く
て
、

く
つ
が
あ
ち
こ
ち
に
こ
ろ
が
っ
て
い
た
。
そ
こ
ら
へ
ん
は
、
ト
ク
ノ
や
木
の
枝
で
通
る
道
さ
え
な
か
っ
た
。

お
じ
さ
ん
の
家
は
、
屋
根
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
っ
た
け
ど
｀
台
所
の
ガ
ラ
ス
ま
ど
が
わ
れ
て
、
ガ
ラ
ス
の
か

け
ら
や
食
器
の
か
け
ら
で
す
ご
か
っ
た
。
ゆ
か
は
水
び
た
し
で
、
か
た
づ
け
る
の
は
た
い
へ
ん
だ
。
花
代
美

ね
え
さ
ん
と
、
他
の
家
を
見
て
回
っ
た
。
部
落
で
被
害
を
受
け
な
か
っ
た
家
は
、
た
っ
た
二
、
三
け
ん
ぐ
ら

い
だ
0

わ
た
し
逹
の
島
は
、
よ
く
台
風
が
来
る
が
、
今
度
の
よ
う
な
台
風
は
生
ま
れ
て
初
め
て
だ
。
わ
た
し

は
、
今
度
の
台
風
の
こ
と
は
決
し
て
忘
几
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
は
、
台
風
が
来
る
前
に
、
し
っ
か
り
と
、

台
風
の
備
え
を
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
た
。

和

泊

町

立

大

城

小

学

校

六

平

伊

地

知

弘

九
月
九
日
、
台
風
九
号
、
命
名
沖
永
良
部
台
風
が
沖
永
良
部
島
を
直
撃
し
た
。
そ
の
日
は
、
朝
か
ら
カ
ノ

カ
ソ
照
り
で
、
空
も
真
行
、
風
―
つ
無
く
い
つ
も
の
其

g
の
天
気
で
、
道
を
歩
い
て
い
る
だ
け
で
も
汗
が
出

る
ほ
ど
だ
っ
た
。

そ
の
せ
い
か
、
み
ん
な
油
断
し
て
台
風
は
沖
永
良
部
を
そ
れ
る
だ
ろ
う
と
、
台
風
に
た
い
し
て
か
ん
ぺ
き

な
準
備
を
し
て
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
、
天
気
予
報
で
も
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
た
こ
と
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

被
者
が
大
き
か
っ
た
の
は
そ
れ
ら
の
せ
い
も
あ
る
と
思
う
。

天
気
が
く
ず
れ
始
め
た
の
は
、
午
後
五
時
ご
ろ
だ
っ
た
。
今
ま
で
真
村
だ
っ
た
空
が
急
に
ど
ん
よ
り
く
も

り
出
し
、
六
時
半
ご
ろ
に
は
、
も
の
す
ご
い
豪
雨
に
な
っ
た
。
そ
し
て
雨
よ
だ
ん
だ
ん
ひ
ど
く
な
り
七
時
半

ご
ろ
に
は
、
と
う
と
う
電
気
ま
で
消
え
て
し
ま
っ
た
。

ぼ
く
は
、
電
気
が
消
え
て
、

こ
さ
れ
た
。

る
こ
と
が
な
い
の
で
ね
む
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
十
時
半
ご
ろ
、
ガ
チ
ャ
ソ
と
言
う
音
と
と
も
に
た
た
き
起

（
な
ん
だ
ろ
う
今
の
音
ぱ
）
そ
う
思
い
な
が
ら
飛
び
起
き
る
と
、
家
が
も
の
す
ご
く
ゆ
れ
、
け

ぃ
光
燈
が
ゆ
か
に
落
ち
て
わ
れ
た
音
だ
っ
た
。

風
が
だ
ん
だ
ん
強
く
な
っ
て
来
て
、
ま
た
ど
こ
か
の
け
い
光
燈
が
ガ
チ
ャ
ノ
と
わ
れ
た
。
父
が
「
二
階
は

危
険
だ
、
一
階
へ
ひ
な
ん
し
よ
う
」
と
い
っ
た
。
し
か
し
、
一
階
へ
行
く
に
は
外
の
階
段
を
使
っ
て
行
く
し

か
な
い
。
危
険
だ
が
や
む
を
え
ず
父
の
さ
し
ず
に
し
た
が
い
、
一
人
づ
っ
階
段
を
お
り
た
。
そ
れ
こ
そ
命
が

け
だ
。

台

風

九

号

ロ
ー
ソ
ク
の
光
で
家
の
中
を
照
ら
し
、

ぼ
く
が
父
に
か
か
え
ら
れ
な
が
ら
階
段
を
お
り
て
い
る
と
き
ト
ク
ノ
の
よ
う
な
物
が
ぽ
く
の
二
‘
-
―
―
メ
ー

ト
ル
前
を
飛
ん
で
い
っ
た
か
と
思
う
と
、
と
な
り
の
家
の
雨
戸
に
「
ド
カ
ソ
」
と
ぶ
っ
か
っ
た
。
そ
の
と
き

は
背
す
じ
が
ひ
や
っ
と
し
て
、
そ
の
ま
ま
そ
こ
に
う
ず
く
ま
り
た
く
な
っ
た
が
、
勇
気
を
出
し
て
、
ま
た
、

階
段
を
お
り
続
け
た
。

ぼ
く
が
一
階
に
つ
い
た
と
き
に
は
、
上
か
ら
下
ま
で
び
っ
し
よ
り
ぬ
れ
て
い
て
、
こ
わ
さ
の
た
め
に
足
が

ふ
る
え
て
い
た
。
そ
の
日
は
そ
の
ま
ま
、
家
族
五
人
で
家
の
す
み
に
か
た
ま
り
あ
っ
て
、
一
夜
を
あ
か
し
た
。

_l08_ 



「

台

風

九

号

」

，`
 ．． 

台
風
の
翌
日
、
ぼ
く
が
外
に
出
て
見
る
と
、
俎
柱
が
何
本
も
た
お
れ
、
虚
線
が
た
れ

F
が
り
、
ト
ク
プ
や

板
切
れ
、
ガ
ラ
ス

dJ
破
片
な
ど
が
道
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
、
車
の
よ
う
な
屯
い
も
の
も
飛
ば
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
に
家
が
飛
ば
さ
れ
た
と
な
い
て
い
る
。

教
科
因
ゃ
ノ
ー
ト
が
飛
ば
さ
れ
て
、
な
い
と
言
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
た
。

ぼ
く
は
、
こ
の
台
風
九
号
の
体
険
や
役
旧
作
業
の
苦
し
み
に
た
え
た
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
JJ
自
信
に
し
て

ど
ん
な
苦
し
い
こ
と
に
も
た
え
、
台
風
に
ま
け
な
い
弥
い
子
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

和

泊

町

立

和

泊

小

学

校

六

年

中

私
は
、
台
風
九
号
が
沖
永
良
部
に
来
る
こ
と
は
、
テ
レ
ビ
を
見
て
知
っ
て
い
た
。
こ
う
い
う
台
風
が
、
来

よ
う
と
し
て
い
る
時
に
、
父
も
屈
も
鹿
児
島
に
行
っ
て
い
て
い
な
い
。

と
う
と
う
台
風
が
来
た
。
そ
の
夜
、
ゴ
ー
ゴ
ー
と
も
の
す
ご
ぃ
音
の
風
が
ふ
い
た
。

午
後
九
時
ご
ろ
、
急
に
風
が
強
く
な
っ
た
。
二
階
に
は
‘
面
戸
が
な
い
。
店
に
は
、
シ
ャ
ノ
ク
ー
を
つ
け

て
あ
る
の
で
シ
ャ
ッ
ク
ー
を
し
め
て
、
家
の
窓
と
い
う
窓
は
、
み
ん
な
カ
ギ
を
し
め
た
。
兄
や
お
ば
ぁ
さ
ん

や
っ
と
む
お
じ
さ
ん
や
あ
や
子
お
ば
さ
ん
迅
は
、
こ
わ
く
て
ね
む
れ
な
い
と
い
っ
て
、
フ
ト
ソ
を
ひ
い
て

7

ト
ソ
の
上
に
す
わ
っ
て
い
た
0

私
と
姉
と
弟
は
、
ね
む
く
な
っ
た
の
で
私
逹
―
―
一
人
が
ね
て
何
分
た
っ
た
か
わ

か
ら
な
い
。
お
ば
あ
さ
ん
が
「
も
っ
と
下
に
下
が
っ
て
ね
な
さ
い
」
と
い
っ
て
、
私
が

F
が
っ
て
五
分
も
し

な
い
う
ち
に
、
私
逹
―
―
一
人
が
ね
て
い
た
所
に
、
棒
が
飛
ん
で
き
た
。
急
に
窓
ガ
ラ
ス
が
「
ピ
ッ
ピ
シ
パ
リ
／
」

と
わ
れ
た
か
ら
、
私
は
、
び
っ
く
り
し
て
飛
び
起
き
た
0

ガ
ラ
ス
が
飛
ん
で
く
る
の
で
私
は
、
弟
を
起
こ
す

ま
も
な
く
早
く
兄
逹
の
い
る
部
屋
に
行
っ
た
。
行
く
時
ま
た
板
ぎ
れ
が
飛
ん
で
き
て
弟
の
頭
の
そ
ば
に
落
ち

た
。
弟
は
、
飛
び
起
き
フ
ト
ノ
を
頭
に
か
ぶ
っ
て
私
の
所
へ
き
た
。
姉
は
、
払
の
前
に
起
き
て
い
て
、
私
は
、

姉
の
う
し
ろ
に
つ
い
て
行
っ
た
。

っ
と
む
お
じ
さ
ん
は
、
顔
は
、
ま
っ
か
に
な
り
な
が
ら
窓
ガ
ラ
ス
が
わ
れ
た
万
の
反
対
側
の
窓
を
あ
け
て
、

ガ
ラ
ス
を
外
に
飛
ば
す
よ
う
に
し
た
。
お
ば
あ
さ
ん
が
「
こ
の
部
屋
に
い
る
と
ガ
ラ
ス
を
ふ
ん
だ
り
す
る
か
ら

勉
強
部
屋
に
行
き
な
さ
い
」
と
い
っ
た
の
で
、
私
述
は
、
い
そ
い
で
勉
怖
部
屋
}
4

行
っ
た
。
す
る
と
、
ふ
ろ
場

の
窓
に
何
か
が
ぁ
た
っ
て
わ
れ
た
。
店
の
ジ
ャ
ッ
ク
ー
の
つ
い
て
な
か
っ
た
窓
は
、
ビ
ー
ル
箱
が
あ
た
っ
て

わ
れ
て
い
た
。

私
逹
ぱ
み
ん
な
、
店
の
金
庫
に
行
っ
て
そ
こ
で
風
が
や
む
の
を
ま
っ
て
い
た
。
そ
し
た
ら
、
兄
が
気
分
が

わ
る
い
と
い
っ
た
の
で
、
お
ば
あ
さ
ん
と
兄
は
、
四
じ
ょ
う
半
の
部
屋
で
ね
た
。
私
逹
は
、
金
駈
に
は
い
っ

た
。
一
時
閥
ぐ
ら
い
し
て
、
台
風
の
目
に
は
い
っ
た
。
ぉ
ち
つ
い
て
み
る
と
、
弟
は
手
、
私
と
あ
や
子
お
ば

さ
ん
は
、
足
を
け
が
し
て
い
た
。
台
風
の
目
に
は
い
っ
た
と
き
に
手
あ
て
を
し
た
。
す
る
と
ま
た
、
四
十
分

ぐ
ら
い
た
っ
て
、
ふ
き
返
し
が
き
た
。

払
は
、
早
く
台
風
は
、
雌
り
過
ぎ
な
い
の
か
な
あ
と
思
っ
た
。
す
る
と
弟
が
、
「
こ
ん
な
と
き
に
、
と
う

ち
ゃ
ん
も
か
あ
ち
ゃ
ん
も
い
れ
ば
い
い
の
に
な
あ
」
と
い
っ
た
。
っ
と
む
お
じ
さ
ん
は
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん

め
い
窓
が
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
二
階
で
く
ぎ
を
う
っ
て
い
る
。

台
風
が
通
り
過
ぎ
て
か
ら
、
台
所
な
ど
を
見
た
ら
、
あ
ま
も
り
で
水
び
た
し
だ
。
私
と
姉
と
兄
は
、
ぞ
う

き
ん
を
も
っ
て
ふ
き
と
っ
て
、
ガ
ラ
ス
の
か
け
ら
な
ど
は
弟
が
ひ
ろ
っ
た
。
ね
る
と
こ
ろ
は
、
ほ
う
き
で
は

い
て
、
ぞ
う
き
ん
で
き
れ
い
に
ふ
き
と
っ
た
。
も
う
ね
よ
う
と
し
て
い
た
ら
、
治
井
先
生
や
柄
仁
君
た
ち
が

-1 O 
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ー
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分
か
れ
て
お
さ
え
た
。

だ
ん
だ
ん
風
が
お
さ
ま
っ
て
き
た
。
外
か
ら
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
人
の
声
が
叫
こ
え
て
く
る
。
丸
お
じ
ち
ゃ
ん
の

声
だ
。
屈
に
「
丸
お
じ
ち
ゃ
ん
が
外
に
い
る
よ
J

と
い
う
と
、
母
は
い
そ
い
で
戸
を
お
し
あ
け
、
た
す
け
を

も
と
め
た
。
ま
る
お
じ
ち
ゃ
ん
に
戸
を
う
ち
つ
け
て
も
ら
っ
た
。

台
風
の
目
に
入
っ
て
一
二
十
分
ぐ
ら
い
た
っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
の
濶
に
四
家
族
も
わ
た
し
の
家
に
ひ
な
ん
し

て
き
た
。
こ
れ
は
、
後
に
聞
い
た
が
、
車
庫
に
も
人
が
ひ
な
ん
し
て
い
た
そ
う
だ
。

ま
た
、
風
が
ふ
き
ぱ
じ
め
た
0

わ
た
し
は
、
か
え
し
で
や
ら
れ
や
し
な
い
か
と
し
ん
ぱ
い
に
な
っ
た
が
、

今
度
は
、
大
人
が
た
く
さ
ん
い
る
か
ら
大
じ
ょ
う
ぶ
と
信
じ
た
。

急
に
手
足
が
ズ
キ
そ
ス
キ
ソ
い
た
み
だ
し
た
。

み
る
と
、

い
な
び
か
り
、

し
か
し
、

し
か
し
、

を
ぬ
っ
た
。
手
あ
て
が
お
わ
っ
て
ほ
っ
と
し
て
い
る
と
、
上
か
ら
。
ヒ
チ
ョ
ソ
と
し
ず
く
が
お
ち
て
き
た
。
と

思
う
ま
に
、
す
ご
い
雨
も
り
だ
。
も
う
せ
ん
め
ん
き
で
は
う
け
き
れ
な
い
。
し
き
ぶ
と
ん
を
原
ね
て
下
に
お

く
。
そ
し
て
、
母
と
雨
も
り

D
し
な
い
ろ
う
か
に
布
団
を
か
ぶ
っ
て
よ
り
そ
っ
て
い
た
。
父
た
ち
は
｀
ひ
な

ん
し
て
き
た
人
と
お
酒
を
の
ん
だ
り
し
て
い
る
。

「
パ
リ
ノ
／
．
ズ
ノ
ガ
リ
ガ
リ
」
ま
る
で
地
し
ん
の
よ
う
に
ゆ
れ
た
。
ま
さ
か
、
と
外
を
み
た
。
ピ
カ
ッ

I.

と
ば
さ
れ
た
の
は
雨
戸
だ
け
だ
°
ガ
ラ
ス
が
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
心

ガ
ク
ガ
ク
と
ゆ
れ
動
く
戸
、
ふ
わ
ふ
わ
う
く
よ
う
な
天
井
を
み
て
い
る
と
、

紀
し
た
の
だ
。

に
も
家
が
こ
わ
れ
や
し
な
い
か
と
心
配
だ
。

「
い
い
え
、
こ
わ
れ
て
た
ま
る
も
ん
で
す
か
、1

l
l
o
_
 

い
っ
ぱ
い
ガ
ラ
ス
が
さ
さ
っ
た
り

弟
も
お
き
て
き
た
。
ま
す
ま
す
風
は

沖

之

永

艮

部

台

風

い
ま

ガ
ラ
ス
の
中
で
あ
れ
だ
け
台
風
と
戦
い
た
え
ぬ
い
た
の
だ

き
っ
た
り
し
て
い
る
。
毛
ぬ
き
で
ガ
ラ
ス
を
と
り
く
す
り

つ
よ
ま
っ
て
く
る
。
五
寸
く
ぎ
で
も
と
ま
ら
な
く
て
二
人
ず
つ
に

和
泊
町
立
和
泊
小
学
校
六
平

「
ガ
ッ
シ
ャ
ー
ノ
」
も
の
す
ご
い
音
が
し
た
。
ぅ
っ
す
ら
と
、
父
の
声
を
皿
い
た
。
わ
た
し
は
、
し
ば
ら

＜
布
団
を
か
ぶ
っ
て
い
た
が
、
父
が
お
う
せ
つ
問
の
戸
を
は
ず
し
て
も
っ
て
い
く
の
を
見
て
、
ガ
ラ
ス
が
わ

れ
た
の
だ
な
と
お
も
い
い
そ
い
で
部
屋
へ
い
こ
う
と
し
た
が
、
な
に
か
に
す
ぺ
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
血

だ
。
「
そ
う
だ
、
ガ
ラ
ス
で
足
を
切
る
」
と
き
ず
く
と
、
ス
リ
ッ
パ
を
ぱ
い
て
い
っ
た
。
父
母
に
も
は
か
せ

て
や
っ
た
。
父
母
の
足
は
血
だ
ら
け
だ
。

い
っ
し
ょ
に
一
二
十
分
ぐ
ら
い
お
さ
え
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

「
ガ
ッ
シ
ャ
ー
ソ
」
ま
た
、
ガ
ラ
ス
が
わ
れ
た
。
私
の
部
屋
で
あ
る
。
母
と
私
は
、
気
が
気
で
な
い

0

母

は
「
お
父
さ
ん
、
も
う
に
げ
よ
う
」
と
い
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
父
は
、
そ
ん
な
こ
と
は
耳
に
も
人
れ
ず
も

う
一
枚
お
う
せ
つ
間
の
戸
を
と
っ
て
き
た
。
父
は
、
も
う
顔
が
ま
っ
か
だ
。
ゎ
た
し
と
屈
は
二
人
で
お
さ
え

て
い
た
が
、
お
さ
え
き
ら
ず
に
な
ん
ぺ
ん
か
と
ば
さ
れ
た
。
父
の
所
か
ら
は
、
声
が
き
こ
え
な
い
の
で
心
配

だ。

山

ロ

ひ
さ
子

き
て
、
家
の
様
子
な
ど
を
お
し
え
て
も
ら
っ
た
。
今
日
は
、
私
逹
の
家
に
と
ま
る
と
い
っ
た
の
で
あ
と
も
う

一
部
屋
ふ
い
た
。
そ
れ
か
ら
、
と
な
り
の
家
を
見
る
と
、
木
が
根
っ
こ
か
ら
た
お
さ
れ
、
そ
れ
が
家
の
方
に

た
お
さ
れ
て
い
た
。
け
い
さ
つ
の
所
は
、
台
風
が
く
る
前
ま
で
立
っ
て
い
た
と
う
が
、
た
お
さ
れ
て
い
て
見

え
な
か
っ
た
。



風
は

か
ら
」
そ
う
思
い
な
が
ら
、
み
ん
な
の
無
事
を
い
の
っ
た
。
一
一
一
時
ご
ろ
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
と
き
ど
き
強
い
風

が
ふ
い
て
は
い
る
が
風
が
お
さ
ま
っ
て
き
た
。
わ
た
し
は
、
も
う
心
配
は
な
い
と
思
っ
て
ね
む
っ
た
。

次
の
日
、
お
き
て
み
て
び
っ
く
り
し
た
。
わ
た
し
の
祁
屋
と
も
う
―
つ
の
六
じ
ょ
う
聞
の
ふ
ず
ま
、
か
べ

に
、
ガ
ラ
ス
、
く
ぎ
、
板
苓
れ
、
い
っ
ぱ
い
さ
さ
っ
て
い
る
。
い
つ
も
は
六
じ
ょ
う
間
で
ね
む
る
わ
た
し
は
、

こ
こ
で
ね
む
っ
て
い
た
ら
ど
う
な
っ
て
い
た
か
と
思
う
と
今
で
も
ゾ
ッ
と
す
る
。

外
に
出
る
と
、
回
り
の
家
の
ほ
と
ん
ど
が
屋
根
を
と
ば
さ
れ
て
い
る
。
う
ち
の
池
に
も
ど
こ
か
ら
き
た
の

た
の
か
大
き
な
柱
が
入
っ
て
い
た
が
、
う
ち
だ
け
が
ど
う
も
な
い
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
だ
っ
た
。
そ
ば
を
通

る
人
が
「
こ
の
家
の
人
は
よ
か
っ
た
ね
」
と
い
っ
て
い
た
。
そ
の
日
は
、
と
ん
で
き
た
板
ぎ
れ
、
ト
ク
ソ
を

み
ん
な
外
へ
は
こ
ん
だ
。

月
耀
日
、
学
校
へ
行
っ
た
。
私
服
の
人
が
め
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
人
た
ち
も
元
気
そ
う
だ
っ
た
の
で

い
さ
さ
か
安
心
し
た
。

わ
た
し
は
｀
こ
ん
ど
の
よ
う
な
台
風
は
、
生
ま
れ
て
ぱ
じ
め
て
だ
っ
た
。

父
か
ら
「
自
然
の
力
は
、
こ
ん
な
に
大
き
く
て
人
閥
の
力
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
よ
う
な
台
風
を
作
り

出
せ
る
か
ら
、
自
然
の
力
を
パ
カ
に
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
わ
れ
た
り
し
た
。
わ
た
し
は
、

部
台
風
み
た
い
な
大
き
な
台
風
は
、
二
度
と
こ
な
い
で
ほ
し
い
と
思
う
。

和
泊
町
立
国
頭
小
学
校

九
日
の
夕
万
)
一
栂
は
、
も
の
す
ご
く
あ
れ
て
崩
が
吹
き
上
げ
て
い
た
。

わ
た
し
の
家
か
ら
海
が
よ
く
見
え
る
の
で
す
。

「
台
風
が
く
る
か
ら
、
本
や
ノ
ー
ト
は
、
ポ
ー
ル
箱
に
つ
め
て
、
仏
だ
ん
の
前
に
置
き
な
さ
い
3

と
言
わ
れ
て
、
も
っ
て
い
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
を
前
の
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
で
は
、
サ
ッ
ツ
や
内
そ
う
を
し
て
終
っ
た
が
、
雨
戸

を
く
ぎ
付
け
し
て
、
ト
ク
ノ
屋
根
が
、
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
電
柱
二
本
で
、
左
右
か
ら
太
ぃ
ロ
ー
プ
で

わ
た
し
の
家
で
終
り
ょ
う
祝
い
を
し
て
、
ひ
ぃ
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
大
料

ゆ
か
下
の
柱
と
し
ば
っ
て
あ
る
の
で
｀

び
だ
っ
た
。

父
は
、

一
日
中
雨
戸
に
く
ぎ
付
け
を
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

お
そ
ろ
し
く
強
く
雨
も
降
っ
て
来
た
。

終
っ
て
家
に
入
り
、
ふ
と
ん
に
も
ぐ
っ
た
が
、
カ
ク
カ
ク
と
あ
み
戸
が
、

に
取
っ
て
も
ら
っ
た
。

そ
し
て
、

父
が
入
っ
て
来
た
時
、

九
時
四
十
五
分
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。

ガ
チ
ャ
ソ
と
も
の
す
ご
い
大
き
な
音
と
い
っ
し
よ
に
風
が
入
っ
て
来
た
。

ふ
す
ま
や
し
ょ
う
じ
が
、
紙
の
よ
う
に
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
飛
ん
だ
。

わ
た
し
は
、
大
声
で
弟
や
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
起
し
た
。

父
と
お
じ
い
さ
ん
は
、
押
し
入
れ
の
戸
を
取
っ
て
強
い
風
に
向
か
っ
て
、
何
回
も
何
回
も
飛
ば
さ
れ
な
が

ら
、
や
っ
と
く
ぎ
付
け
が
で
き
た
。

屈
に

地

上

最

高

の

台

風

九

号

_
l
l
l
1
 

ガ
ラ
ス
を
打
っ
て
い
る
の
で
父

わ
た
し
も
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

六

平

長

田

留

美

子 こ
の
沖
永
良



わ
た
し
も
、

父
と
お
じ
い
さ
ん
の
後
で
、
電
燈
で
照
ら
し
な
が
ら
、
厨
に
大
声
で

「
角
材
も
っ
て
来
て
。
」

「
＜
ぎ
を
も
っ
て
来
て
。
」

と
父
の
言
葉
を
母
に
伝
え
た
。

風
と
潮
水
に
体
を
打
た
れ
て

「
痛
い
。
」

と
泣
き
た
か
っ
た
。

で
も
、
こ
こ
で
負
て
は
い
ら
れ
な
い
と
思
い
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
が
ん
ば
っ
た
。

し
か
し
、
次
の
部
屋
も
応
接
間
も
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

も
う
、
こ
れ
で
お
し
ま
い
だ
と
思
っ
た
。

こ
ん
ど
は
、

6
ば
あ
さ
ん
と
径
一
と
わ
た
し
は
、

た
り
、
押
さ
え
て
い
る
手
の
力
が
ぬ
け
て
い
っ
た
。

母
が

勇
二
ば
、

フ
ス
マ
を
押
し
て
い
た
が
、
自
分
が
飛
ば
さ
れ
る
と
心
元
の
あ
ま
り
泣
い
て
い
た
。

浩
紀
と
ひ
い
ぱ
あ
ち
ゃ
ん
は
、
仏
だ
ん
の
前
で
泣
き
な
が
ら
丸
く
う
ず
く
ま
っ
て
い
た
。

父
と
お
じ
い
さ
ん
が
、
く
ぎ
付
け
が
終
わ
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
風
が
や
ん
だ
。

そ
の
時
、
前
の
人
が
、

「
屋
根
が
飛
ば
さ
れ
た
。
」

と
、
飛
ん
で
来
た
。

わ
た
し
の
家
も
、
木
造
だ
っ
た
ら
、
今
ご
ろ
と
思
う
と
こ
わ
か
っ
た
。

二
階
も
だ
め
だ
っ
た
。

仏
だ
ん
の
前
で
、
前
の
家
の
人
も
皆
い
っ
し
ょ
に
ね
た
。

で
も
、
服
が
ぬ
れ
て
い
て
、
な
か
な
か
皆
ね
つ
か
れ
な
か
っ
た
。

朝
、
起
き
て
見
た
ら
、
庭
の
木
の
大
き
な
枝
も
折
れ
て
、
牛
小
屋
の
屋
根
が
飛
ば
さ
れ
て
、

板
に
お
さ
え
ら
れ
て
い
た
。

ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
は
、
柱
だ
け
残
っ
て
い
た
。
昨
日
の
き
れ
い
な
家
は
ゆ
め
の
よ
う
だ
っ
た
。

ひ
ぃ
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
は
、
泣
い
て
い
た
。

お
正
月
に
は
、
九
十
七
オ
の
お
祝
を
、
き
れ
い
な
家
で
す
る
と
喜
こ
ん
で
い
た
の
に
。

か
わ
い
そ
う
で
た
ま
ら
な
か
っ
た
。

で
も
、

に
わ
と
り
も

ほ
と
ん
ど
の
家
が
飛
ば
さ
れ
て
い
る
と
ひ
ぃ
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
教
え
る
と
気
が
や
す
ら
い
だ
の
か
あ
き
ら
め

て
い
た
。

水
道
と
慮
気
が
な
い
の
で
洗
た
＜
、

の
人
皆
車
で
来
た
。

そ
う
じ
が
た
い
へ
ん
で
海
の
わ
き
水
を
飲
み
水
や
洗
た
く
に
、
部
落

「
み
ん
な
け
が
が
な
く
て
よ
か
っ
た
。
」

と
言
っ
た
。

お
じ
さ
ん
が

「
み
ん
な
し
っ
か
り
が
ん
ば
っ
て
よ
。
」

と
言
っ
た
。

ー
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フ
ス
マ
で
風
を
防
い
だ
°
ガ
ラ
ス
を
ふ
ん
だ
り
す
べ
っ



台

風

の

中

の

私

私
も
母
と
毎
日
、
ど
ろ
水
で
よ
ご
れ
た
、
洗
た
＜
物
を
一
週
閥
ぐ
ら
い
洗
い
続
け
た
。

手
か
ら
、
血
が
出
た
。

足
は
、
ガ
ラ
ス
を
ふ
ん
だ
の
で
俗
だ
ら
け
で
痛
い
。

台
風
が
な
け
れ
ば
こ
ん
な
こ
と
に
は
、
な
ら
な
か
っ
た
の
に
と
台
風
が
に
く
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
。

こ
れ
か
ら
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
台
風
の
こ
と
を
思
い
出
す
と
、
勇
気
が
わ
い
て
く
る
。

和
泊
町
立
和
泊
中
―
―
―
平

昭
和
五
十
二
平
九
月
九
日
、
こ
の
日
を
私
は
一
生
忘
れ
な
い
だ
ろ
う
0

九
十
歳
に
な
る
老
人
で
も
、
生
ま

れ
て
初
め
て
と
ぃ
う
天
災
が
あ
っ
た
。
私
が
生
き
て
い
る
間
、
こ
れ
以
上
の
恐
ろ
し
さ
に
会
う
こ
と
は
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

誰
も
が
、
予
想
し
な
か
っ
た
事
が
お
こ
っ
た
。
午
後
の
授
業
が
終
わ
っ
た
。
校
庭
に
出
て
港
を
見
る
と
港

に
あ
っ
た
セ
メ
ソ
ト
が
波
で
流
さ
れ
る
の
を
見
て
喜
ん
だ
。

そ
の
う
ち
、
風
も
出
て
来
た
。
校
庭
に
い
る
と
、
ス
カ
ー
ト
が
上
が
る
ほ
ど
の
風
だ
0

片
手
で
ス
カ
ー
ト

を
押
さ
え
な
が
ら
下
校
し
た
。
何
と
な
く
ラ
ジ
オ
を
つ
け
て
み
る
と
「
台
風
九
号
は
、
次
第
に
衰
え
て
、
最

大
瞬
閻
風
速
が
四
十
五
メ
ー
ト
ル
に
な
っ
た
」
と
ニ
ュ
ー
ス
が
流
さ
れ
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
一
へ
を
聞
い
て
、
島

に
小
さ
な
台
風
が
来
そ
う
だ
な
あ
と
、
そ
の
時
は
思
っ
た
。

母
は
、
洗
削
を
し
て
い
た
。
そ
の
母
に
「
風
が
出
て
き
た
よ
、
戸
や
窓
を
釘
づ
け
し
な
い
で
い
い
の
」
と

聞
く
と
、
横
か
ら
兄
が
「
し
な
く
て
も
大
丈
夫
だ
よ
」

「
で
も
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
：
・
・
:
」

「
大
丈
夫
」
と
兄
が
自
信
た
っ
ぷ
り
に
言
う
の
で
、
私
は
返
す
こ
と
ば
が
な
か
っ
た
。

夕
阪
を
食
べ
て
い
る
時
、
祖
母
が
来
た
。
母
方
の
祖
母
で
六
十
四
歳
の
一
人
詐
し
を
し
て
い
た
。
風
が
出

て
来
た
の
で
、
一
人
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
夕
坂
す
む
と
、
私
は
雑
誌
を
訛
ん
だ
。
雑
誌
を
誂
ん

で
い
る
途
中
、
電
気
が
消
え
た
。
こ
ん
な
に
早
く
消
え
る
と
は
誰
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
ロ
ー
ソ
ク

も
電
灯
も
身
の
回
り
に
は
お
い
て
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
が
大
変
で
、
み
ん
な
で
ロ
ー
ソ
ク
と
露
灯
を
捜
し

た
0

や
っ
と
五
分
た
っ
た
時
、
兄
が
電
灯
を
見
つ
け
出
し
た
。

ホ
ノ
と
一
息
つ
い
た
時
に
、
種
子
島
で
警
察
官
を
し
て
い
る
上
の
兄
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
。

「
テ
レ
ビ
で
沖
縄
が
風
が
強
く
な
っ
て
来
て
る
っ
て
言
っ
て
い
る
け
ど
そ
っ
ち
は
ど
う
な
」

「
う
ん
、
少
し
ず
つ
風
も
出
て
来
た
み
た
い
」

「
心
配
な
い
か
」

「
心
配
は
し
な
い
け
ど
、
堪
気
が
つ
か
な
く
て
不
便
で
ね
」

「
そ
れ
ぐ
ら
い
ど
う
も
な
い
よ
。
父
ぁ
と
で
瑶
話
を
す
る
か
ら
」

と
言
っ
て
切
れ
た
。

そ
れ
か
ら
、
一
二
十
分
も
た
っ
と
兄
と
電
話
し
た
の
が
夢
の
よ
う
だ
っ
た
。
気
味
が
悪
ぃ
ほ
ど
の
強
い
風
の

音
。
ガ
タ
ッ
ガ
チ
ャ
と
外
で
物
が
ぶ
つ
か
る
音
が
聞
こ
え
だ
し
た
。
ま
る
で
、
地
嶽
に
い
る
み
た
い
な
気
持

ち
に
な
っ
た
。
ゴ
ー
ゴ
ー
と
う
な
り
声
を
あ
げ
る
よ
う
な
風
の
音
、
家
は
嵐
の
海
に
い
る
小
舟
の
よ
う
に
‘

左
右
に
大
き
く
揺
れ
だ
し
た
。
茶

b
ん
が
わ
れ
る
音
、
テ
レ
ビ
が
胡
れ
る
音
。
も
う
、
そ
の
時
は
恐
怖
の
世

界
に
い
る
別
人
の
よ
う
に
思
え
た
。

そ
こ
に
立
っ
て
い
る
の
は
、
本
物
の
私
で
な
く
夢
の
中
に
い
る
私
と
し
か
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
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濡
れ
た
ま
ま
な
の
で
、
母
は
着
が
え
を
取
り
に
家
に
届
っ
た
。

ま
た
、
風
が
強
く
な
っ
て
き
た
。

「
も
う
ぃ
こ
の
風
で
家
が
ど
う
も
な
い
家
は
、
部
落
に
一
っ
二
つ
あ
る
か
な
ぁ
」

「
明
日
の
朝
、
家
を
見
る
の
が
恐
い
な
」
と
家
の
心
配
を
し
て
い
た
。

消
防
団
員
の
人
た
ち
が
、
も
う
大
丈
夫
と
知
ら
せ
た
の
で
安
心
し
て
祖
母
の
家
に
行
っ
た
。

回
り
の
大
き
な
木
が
倒
れ
か
か
っ
て
い
た
°
ガ
ラ
ス
も
散
ら
ば
っ
て
い
た
。
奥
の
都
屋
で
四
人
、
朝
ま
で

寝
た
。朝

早
く
起
き
て
み
る
と
、
庭
に
近
所
の
ト
ク
ソ
や
板
切
れ
が
た
く
さ
ん
散
ら
ば
っ
て
い
た
。
私
の
家
に
行

っ
て
み
る
と
、
後
ろ
に
傾
い
て
い
た
。
太
阻
が
出
た
0

昨
夜
の
こ
と
が
嘘
の
よ
う
に
、
青
空
が
広
が
っ
た
。

水
も
出
な
い
、
電
気
も
使
え
な
い
生
活
は
と
て
も
不
自
由
だ
っ
た
。

こ。t
 

た。
―
つ
の
壁
が
取
れ
る
と
、
兄
が
も
の
す
ご
い
風
の
中
を
外
に
出
て
外
か
ら
壁
を
打
ち
続
け
た
。
そ
の
間
、

私
た
ち
は
台
所
に
小
さ
く
う
ず
く
ま
っ
て
い
た
。
一
言
も
誰
も
し
ゃ
ぺ
ら
な
か
っ
た
。
私
は
、
自
然
に
涙
が

出
て
来
た
。
恐
ろ
し
か
っ
た
。
た
だ
早
く
朝
が
来
て
ほ
し
か
っ
た
。
そ
し
た
ら
、
悪
ぃ
夢
が
さ
め
る
か
も
と

思
っ
た
。

r
も
う
だ
め
だ
」
と
外
に
い
る
兄
の
声
が
聞
こ
え
た
。

「
外
に
出
ろ
、
中
に
い
る
と
危
い
」

私
た
ち
は
、
カ
ギ
を
は
ず
し
て
裸
足
で
外
に
出
た
。

兄
と
母
は
、
倒
れ
た
戸
を
打
ち
続
け
た
0

祖
母
と
私
は
、
強
い
風
の
中
を
立
っ
て
い
た
。
祖
母
は
、
後
ろ

か
ら
私
を
守
る
よ
う
に
立
っ
て
い
た
。
後
で
祖
位
に
聞
い
て
み
た
ら
「
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
平
寄
り
だ
か
ら
ど
う

で
も
い
い
け
ど
、
ま
だ
若
い
あ
ん
た
は
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
命
を
か
け
て
守
ろ
う
と
思
っ
た
ん
だ
よ
」
と
言
っ

て
く
れ
た
。

そ
の
時
、

私
は
祖
母
に
と
て
も
感
謝
し
た
°
祖
母
が
守
っ
て
く
れ
た
の
で
傷
―
つ
な
か
っ
た
。
祖
低
は
行

に
ト
ク
ソ
な
ど
の
あ
た
っ
た
跡
が
あ
っ
た
。
一
二
十
分
近
く
、
私
を
守
っ
て
く
れ
て
ア
リ
ガ
ト
ウ
。

そ
の
間
、
兄
と
母
は
強
い
風
の
中
を
家
を
守
ろ
う
と
い
う
一
心
で
打
ち
続
け
た
。
蓮
悪
く
台
風
の
来
る
二
、

三
日
前
、
家
の
前
の
土
地
に
赤
士
が
運
ば
れ
た
。

そ
の
た
め
雨
は
赤
土
を
巻
き
散
ら
し
、
私
の
着
け
て
い
た
白
い
上
府
は
、
五
分
も
た
た
・
な
い
う
ち
に
赤
く

な
っ
た
0

雨
に
ば
、
海
水
が
混
合
し
て
い
た
。
顔
が
ヒ
リ
ヒ
リ
痛
く
な
り
、
目
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ

そ
の
う
ち
に
風
が
弱
く
な
り
、
私
た
ち
は
避
難
し
た
。
前
の
お
じ
さ
し
の
コ
ノ
ク
リ
ー
ト
の
倉
爪
が
大
丈

夫
だ
っ
た
の
で
、
近
所
の
人
た
ち
は
そ
こ
に
避
薙
し
た
。

暗
い
の
に
、
み
ん
な
が
箆
え
て
い
る
の
が
わ
か
っ
た
。
み
ん
な
無
言
で
、
誰
一
人
口
を
開
こ
う
と
す
る
人

は
い
な
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
一
人
が
「
こ
ん
な
台
風
が
く
る
な
ん
て

．．．．．． 
」
と
、
つ
ぶ
や
く
と
「
今
だ
っ

て
信
じ
ら
れ
な
い
よ
」

「
ラ
ジ
オ
で
は
、
次
第
に
衰
え
て
き
た
と
い
う
か
ら
安
心
し
て
い
た
の
に
」

「
も
う
、
家
は
：
・
・
:
」
と
、
い
つ
も
は
び
ん
と
し
た
口
謁
で
話
す
お
じ
さ
ん
が
生
気
の
な
い
声
で
語
っ

み
た
い
。

今
ま
で
静
か
な
島
が

_
l
l
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J

ん
な
に
な
る
は
ず
が
な
い
。
静
け
さ
を
保
っ
て
来
た
品
が

一
度
に
爆
発
し
た



ガ
ラ
ス
の
破
片
を
染
め
る
の
に
、
四
人
で
半
日
以
上
も
か
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
ま
だ
残
っ
た
0

母
が
、

「
ガ
ラ
ス
は
一
番
危
い
の
よ
、
小
さ
い
か
け
ら
で
も
か
ら
だ
に
入
る
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
の
よ
」

「
本
当
に
」

「
そ
う
よ
、
だ
か
ら
小
さ
い
の
は
脱
脂
綿
を
水
に
硲
ら
し
て
や
っ
た
ら
取
れ
る
か
ら
や
っ
て
み
て
」
や
っ

て
み
た
ら
、
う
ま
い
具
合
い
に
小
さ
い
破
片
も
取
れ
た
。

代
は
、
水
分
を
含
ん
で
い
て
重
た
か
っ
た
。
兄
は
汗
を
流
し
な
が
ら
庭
に
連
ん
だ
。
―
―
―
分
の
一
は
使
え
な

か
っ
た
。

水
は
、
近
所
の
親
類
の
家
の
ク
ソ
ク
か
ら
連
ん
だ
。

私
と
母
が
、
水
く
み
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
、
三
回
運
ぶ
と
、
手
に
マ
メ
が
で
き
て
血
が
に
じ
ん
だ
。

屈
が
「
も
う
、
疲
か
れ
た
の
、
だ
ら
し
な
い
の
ね
」
と
笑
っ
た
。

「
こ
ん
な
仕
事
し
た
こ
と
な
い
も
ん
」

「
昔
は
、
十
五
歳
に
な
っ
た
ら
一
人
前
の
仕
耶
を
し
て
い
た
の
よ
」

と
苦
笑
し
な
が
ら
言
っ
た
。
ど
う
し
て
、
私
が
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
と
思
う
と
台
風
が
し
ゃ
く
に
さ
ゎ

っ
た
。

島
外
へ
述
絡
で
き
る
の
は
無
料
電
話
だ
け
し
か
な
か
っ
た
。
島
の
中
心
の
和
泊
に
、
三
つ
設
骰
さ
れ
た
。

島
の
人
々
は
、
皆
こ
の
憲
話
で
都
会
に
い
る
人
に
連
絡
を
取
っ
て
い
た
。
私
た
ち
も
夜
十
二
時
過
ぎ
ま
で
、

列
を
つ
く
っ
て
並
ん
で
い
た
。

自
衛
隊
等
が
来
て
復
旧
作
業
を
し
た
が
、
ま
だ
不
便
な
日
が
続
い
た
。

二
、
三
日
し
て
、
上
の
兄
が
連
絡
な
し
に
帰
っ
て
き
た

0

ニ
ュ
ー
ス
で
食
ぺ
物
が
な
い
と
放
送
し
た
ら
し

そ
れ
を
見
て
び
っ
く
り
し
、
又
反
面

で
も
、

く
、
ラ
ー
メ
ソ
・
ソ
パ
な
ど
を
た
く
さ
ん
も
っ
て
き
た
。
私
た
ち
は
、

で
は
兄
が
と
て
も
心
配
し
て
い
る
の
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
恐
ろ
し
ぃ
台
風
で
、
島
の
人
た
ち
は
苦
し
ん
だ
。

な
い
。
明
日
へ
の
希
望
を
忘
れ
な
い
で
行
こ
う
。

昭
和
五
十
―
―
一
平
―
―
一
月
二
十
五
日

「
広
報
わ
ど
ま
り

ー
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和
泊
町
企
画
課
編
集

台
風
九
号
特
第
」

よ
り

い
つ
ま
で
も
苦
し
ん
で
ば
か
り
で
は
い
け



人
間
が
自
然
を
開
発
し
て
い
こ
う
と
す
る
か
ら
、

け
を
続
け
た
。

二
度
と
、

だ
っ
た
。

ー

1

1

6-

]
の
よ
う
な
台
風
は
、
来
て
ほ
し
く
な
い
。

世

界

最

大

の

沖

永

良

部

島

台

風

J

の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
。

そ
う
思
い
な
が
ら
後
片
付

知
名
町
立

F
乎
川
小
六
年

九
月
九
日
、
ぽ
く
の
家
の
父
母
は
台
風
の
心
配
は
し
な
い
の
か
、
夕
方
お
そ
く
畑
か
ら
帰
っ
て
来
た
。

家
を
守
る
工
夫
は
、
た
だ
家
の
回
り
に
カ
パ
ー
を
張
り
め
ぐ
ら
し
た
だ
け
だ
っ
た
。
ぼ
く
は
不
安
だ
っ
た

の
で
祁
屋
の
中
の
も
の
を
全
部
外
へ
出
し
て
お
い
た
。

母
は
、
台
風
の
こ
と
は
)
あ
ま
り
気
に
す
る
こ
と
も
な
く

「
婦
人
会
に
行
か
ね
ば

．．．．．． 
0

」

と
ま
で
言
っ
て
い
る
。

家
族
の
人
た
ち
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
の
よ
う
な
調
子
で
あ
っ
た
。
毎
平
や
っ
て
く
る
台
風
に
は
、
慨
れ
っ
こ

に
な
っ
て
い
た
せ
い
で
も
あ
ろ
う
。
こ
の
台
風
九
号
が
、
史
上
最
大
の
台
風
と
は
、
夢
に
も
思
っ
て
い
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

十
時
近
く
に
な
っ
て
、
と
つ
然
、
た
た
き
起
こ
さ
れ
た
。
飛
び
起
き
て
見
る
と
、
屋
根
が
飛
ば
さ
れ
、

の
机
や
、
本
だ
な
な
ど
は
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な
っ
て
い
た
。
急
な
で
き
ご
と
に
、
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
だ
。

本
は
外
に
出
し
て
お
い
た
の
で
、
か
ろ
う
じ
て
よ
か
っ
た
も
の
の
、
絵
や
プ
リ
ノ
ト
煩
は
ビ
ツ
ョ
ビ
ツ
ョ

に
な
っ
て
い
た
。

し
ば
ら
く
し
て
台
風
の
目
に
は
い
っ
た
。

こ
れ
は
し
め
た
と
思
い
、
ぼ
く
と
父
は
ガ
ラ
ス
が
わ
れ
た
所
を
外
側
か
ら
雨
戸
を
打
ち
付
け
た
。
ァ
ッ
と

い
う
間
に
、
今
度
は
反
対
か
ら
吹
き
返
し
が
始
ま
っ
た
。
二
こ
―

-
0分
も
た
た
な
い
う
ち
に
や
っ
て
来
た
の

唸
ま
た
た
＜
間
に
パ
リ
バ
リ
と
玄
関
が
こ
わ
さ
れ
、
ま
た
、
屋
根
が
飛
ば
さ
れ
た
。
父
と
、
そ
れ
で
も
、

家
の
回
り
に
、
板
を
く
ぎ
づ
け
し
続
け
た
。

寝
た
の
が
、
午
前
一
時
前
だ
っ
た
。

朝
起
き
て
お
ど
ろ
い
た
。
ほ
と
ん
ど
の
家
が
、
こ
わ
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
屋
根
は
飛
ば
さ
れ
、
か
ぺ
は

士
が
れ
、
た
だ
柱
だ
け
立
っ
て
い
る
と
い
う
家
が
た
く
さ
ん
目
に
と
ま
っ
た
。

今
度
の
台
風
で
、
こ
れ
だ
け
の
被
宙
を
受
け
た
大
き
な
原
因
は
、
だ
れ
も
が
台
風
の
こ
わ
さ

A

い
力
、
す

ご
さ
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
大
き
な
問
題
が
あ
る
と
思
う
。

家
を
し
ば
り
上
げ
た
り
し
て
お
け
ば
、
こ
れ
だ
け
の
ひ
害
に
な
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
木
を
切
ら

な
い
よ
う
に
し
た
り
、
石
垣
を
こ
わ
し
た
り
し
な
い
で
、
自
然
を
人
間
の
手
で
大
切
に
育
て
て
い
く
こ
と
が

大
栢
だ
と
思
わ
れ
た
。

「
自
然
に
逆
ら
っ
て
は
、
い
け
な
い
。
」

こ
の
こ
と
は
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。

そ
の
日
か
ら
復
旧
作
業
が
始
ま
っ
た
。
ぽ
く
は
学
校
を
休
ん
で
、
家
の
手
伝
い
を
し
た
。
自
衛
隊
も
必
死

大

村

幸

次

中



被
害
は
で
な
か
っ
た
。

知

名

町

立

下

平

川

小

六

年

仁

学
校
帰
り
に
友
だ
ち
と
、
台
風
の
こ
と
で
じ
ょ
う
だ
ん
を
し
な
が
ら
歩
い
て
い
く
。
空
は
ど
す
黒
く
今
に

も
台
風
が
お
そ
っ
て
き
そ
う
だ
。
帰
り
が
け
に
ま
わ
り
JJ
家
々
を
見
て
も
、
あ
ま
り
台
風
の
対
策
を
し
て
い

る
様
子
も
な
い
。
こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
ち
ょ
っ
と
心
杞
に
な
っ
て
き
た
。
今
す
ぐ
お
そ
っ
て
き
た
ら

ど
う
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

夕
方
ご
ろ
、
父
母
が
畑
か
ら
帰
っ
て
き
た
。

兄
と
姉
は
早
く
か
ら
帰
っ
て
い
て
、
台
風
に
備
え
、

に
は
い
り
、
す
い
じ
ば
の
サ
ッ
シ
に
つ
っ
か
え
棒
を
し
た
。

（
こ
れ
だ
け
で
も
つ
か
な
、
こ
れ
で
い
い
の
か
な
0

)

不
安
で
あ
る
。

九
時
ご
ろ
か
ら
、

た
て
出
し
た
。

い
そ
が
し
そ
う
だ
っ
た
。

ヒ
ュ
ー
ガ
ッ
チ
ャ
ソ
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
。
」
と
す
ご
い
音
を

と
な
り
の
家
の
屋
根
が
飛
ば
さ
几
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
0

ぼ
く
の
家
も
も
う
す
ぐ
飛
ば
さ
れ

る
の
で
は
：
：
。
不
安
に
な
り
父
を
見
る
と
、
（
が
ん
じ
ょ
う
だ
か
ら
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
）
と
言
う
よ
う
な
様

子
だ
。
屈
は
そ
う
で
も
な
い
。
サ
ッ
ツ
を
じ
っ
と
な
が
め
て
い
た
。

「
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
プ
オ
ソ
ヒ
ュ
ル
ル
ル
ル
。
」
す
ご
い
音
を
立
て
、
す
い
じ
ば
の
屋
根
が
ぅ
き
あ
が
っ
た
。

い
そ
い
で
、
父
が
か
す
が
い
を
う
ち
つ
け
た
。
そ
し
て
屋
根
を
指
さ
し
て
、

「
も
う
こ
の
屋
根
飛
ぶ
か
も
わ
か
ら
な
い
な
。
」

と
心
配
そ
う
に
言
っ
た
。
そ
の
し
ゅ
ん
間
「
。
ヒ
キ
ッ
ピ
キ
ビ
キ
。
」
と
サ
ッ
ツ
に
ひ
び
が
は
い
っ
た
。
父
が
、

「
あ
ぶ
な
い
あ
ぶ
な
い
、
た
た
み
を
持
っ
て
こ
い
。
」
と
大
声
を
は
り
上
げ
た
。
父
が
た
た
み
を
取
り
、
サ

サ
ッ
シ
が
音
を
た
て
て
割
れ
た
。
そ
の
時
間
は
と
て
も
と
て
も
長
く
感
じ
ら
れ

「
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
ガ
ク
ガ
ク
、

ッ
シ
に
当
て
る
と
同
時
に
、

た。
い
つ
の
蘭
に
か
、
父
は
ガ
ラ
ス
で
足
を
切
っ
て
あ
っ
た
の
で
、
ぼ
く
た
ち
で
、

っ
か
え
棒
を
は
め
こ
ん
だ
り
、
お
ぜ
ん
を
寄
せ
た
り
で
つ
か
れ
果
て
た
。

急
に
回
り
外
静
か
に
な
っ
た
。

「
台
風
の
目
だ
。
」

父
は
は
し
ご
を
出
し
、
み
ん
な
に
言
っ
た
。

「
卓
く
早
く
、
肥
料
を
持
っ
て
こ
い
。
一

と
屋
根
に
立
っ
て
言
う
。
今
は
こ
の
方
法
し
か
な
い
と
思
い
、
体
が
い
ま
に
も
つ
ぶ
れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら

「
肥
料
ほ
い
。
」

と
兄
に
わ
た
す
。
兄
は
父
へ
。
も
う
屋
根
の
上
に
は
、

2

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
肥
料
が
五
つ
六
つ
乗
せ
ら
れ
た
。

台
所
の
屋
根
が
浮
き
あ
が
っ
て
い
た
の
で
、
兄
や
姉
と
い
っ
し
ょ
に
台
所
の
屋
根
に
も
乗
せ
た
。

台
風
の
目
に
は
い
り
急
い
で
や
っ
た
。
こ
れ
だ
け
の
仕
事
で
、
そ
の
後
の
ふ
き
風
し
の
風
に
は
、

ー

I

I
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「
の
ん
き
だ
な
、
も
っ
と
早
く
帰
っ
て
く
れ
ば
い
い
の
に
。
」

と
思
っ
た
。 台

風

前

の

対

策

た
た
み
を
連
ん
だ
り

そ
れ
が
す
む
と
み
ん
な
家

山

内

吉

あ
ま
り

t) 



台

風

九

号

沖

永

良

部

台

風

と

な

る

お
し
入
几
に
入
れ
た
。

沖

永

良

部

台

風

知
名
町
立
下
乎
川
小
六
平

給
風
対
策
も
終
わ
っ
て
、
夕
食
を
済
ま
せ
、
の
ん
び
り
と
く
つ
ろ
い
で
い
た
。
急
に
母
が
、

「
へ
ん
な
音
が
す
る
よ
。
」

と
心
配
そ
う
な
頷
で
言
っ
た
の
で
、
み
ん
な
東
側
の
部
屋
に
行
っ
て
み
た
。
そ
こ
は
、
か
ぺ
が
弱
く
な
っ
て

い
た
の
で
、
戸
を
打
ち
つ
け
、
も
う
ふ
を
か
か
え
て
、
牛
小
屋
に
ひ
な
ん
し
た
。
け
れ
ど
も
、
危
倹
を
惑
じ
、

倉
庫
に
か
え
て
、
わ
た
し
た
ち
は
、
そ
こ
で
、
寝
る
こ
と
に
し
た
。

朝
起
き
て
｀
家
の
中
を
見
る
と
、
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
だ
っ
た
。
初
め
に
破
れ
た
の
は
き
っ
と
、

か
ぺ
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

|
l
 l
 8
1
 

4 ヽ

知
名
町
立
下
平
川
小
六
年

朝
の
ニ
ュ
ー
ス
の
台
風
惜
報
は
、
風
速
五
十
五
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
。
昨
平
の
十
七
号
と
同
じ
だ
。
学
校
で

友
人
と
去
平
の
台
風
の
話
な
ど
を
し
た
。
そ
し
て
学
校
か
ら
帰
っ
て
か
ら
ハ
ト
小
屋
に
ロ
ー
プ
を
ま
い
た
。

夕
方
に
な
る
に
つ
れ
て
風
が
強
く
な
っ
た
。
夕
方
の
台
風
栢
報
を
聞
い
た
が
、
風
速
四
十
五
メ
ー
ト
ル
に

F
が
っ
て
い
た
。
こ
の
ま
ま
接
近
す
れ
ば
、
わ
た
し
た
ち
の
沖
永
良
部
に
上
陸
す
る
よ
う
に
な
る
。
と
う
と

う
夜
に
な
り
七
時
―
―

-
0分
ご
ろ
か
ら
、
電
気
が
つ
い
た
り
消
え
た
り
し
た
の
で
、
ロ
ー
ソ
ク
を
用
意
し
た
。

七
時
叫

0
分
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
電
気
が
消
え
た
の
で
、
雨
戸
を
閉
め
た
。
そ
し
て
、
と
こ
に
つ
い
た
が
な
か

な
か
寝
む
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
う
ち
に
‘
風
は
強
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
こ
の
島
に
近
づ
い
て
い
る
と
感
じ
た
。
す
で
に
台
風
ぱ
上

陸
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ド
ド
ド
と
ゆ
れ
た
の
で
、
ふ
ろ
場
に
、
ひ
難
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
ふ
る
場

の
中
の
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
。

そ
れ
か
ら
―
―

-
0分
ぐ
ら
い
し
て
か
ら
台
風
の
眼
に
入
っ
た
。
さ
っ
そ
く
二
階
へ
行
っ
て
み
た
ら
、
ぼ
く
の

部
屋
の
ガ
ラ
ス
が
み
ん
な
割
れ
て
い
た
0

お
ま
け
に
、
教
科
苔
は
び
し
ょ
ぬ
れ
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
み

ん

な

と

り

出

し

て

、

ハ

ト

も

ひ

難

さ

せ

て

、

ふ

ろ

場

に

も

ど

っ

た

。

す

る

と

、

ふ

き

か
え
し
が
は
じ
ま
っ
た
。

台
風
は
、
通
り
過
ぎ
た
が
、
風
は
ま
だ
強
か
っ
た
。
自
分
の
家
は
ど
う
も
な
か
っ
た
が
、
家
の
前
の
ガ
ジ

ュ
マ
ル
の
木
が
、
大
き
い
枝
の
ま
ま
折
れ
て
い
た
。
と
な
り
の
家
の
台
所
の
屋
根
も
な
く
、
表
の
ト
ク
ソ
が

は
が
れ
て
い
た
。
今
度
は
外
に
出
て
余
多
の
家
々
の
様
子
を
見
に
行
っ
た
。

今
井
商
店
は
屋
根
全
部
飛
ば
さ
れ
て
い
た
。
今
度
の
台
風
で
思
っ
た
こ
と
は
、
「
サ
ッ
ツ
に
た
よ
り
、
雨

戸
を
し
な
か
っ
た
の
が
原
因
で
、
そ
れ
に
、
少
々
ふ
る
く
な
っ
て
も
、
雨
戸
の
媒
備
ま
し
て
お
く
。
」
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。

今
度
の
台
風
で
は
、
多
く
の
家
が
、
風
当
た
り
の
ひ
ど
い
所
に
家
を
建
て
た
り
‘
じ
ゃ
ま
な
木
な
ど
を
切

り
た
お
し
た
り
、
昔
の
よ
う
に
地
面
を
ほ
り
下
げ
て
作
ら
な
か
っ
た
り
し
な
か
っ
た
の
で
、

害
に
な
っ
た
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
家
を
作
る
な
ら
、
台
風
な
ど
に
強
い
じ
ょ
う
ぶ
な
家
を
作
ら
ね
ば
と
思
う
。

交
通
栽
関
や
工
業
な
ど
の
技
術
だ
け
で
な
く
、
地
し
ん
、
台
風
な
ど
の
技
術
に
も
、
も
っ
と
力
を
入
れ
て

ほ
し
い
。

甲

倉
J}ヨ
文

あ
の
東
側
の

ま
ゆ
み

こ
の
よ
う
な
被

久

美



ゎ
た
し
は
、
東
側
に
へ
い
さ
え
あ
れ
ば
、

た
り
も
し
た
。

思
え
ば
、
わ
た
し
の
家
の
か
ぺ
板
は
、
み
ん
な
弱
い
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
、
み
ん
な

安
心
し
て
、
ゆ
だ
ん
し
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。
父
の
幼
い
頃
は
、
台
風
に
そ
な
え
、
家
具
類
は
み
ん
な
部
屋

の
真
中
に
か
た
め
て
お
い
た
そ
う
だ
。
ゎ
た
し
た
ち
は
、
台
風
の
こ
わ
さ
を
知
ら
ず
に
、
ゆ
だ
ん
し
て
い
た
。

わ
た
し
は
、
家
の
回
り
に
ば
、
必
ず
木
か
、
へ
い
が
あ
り
｀
家
は
ぽ
ろ
で
も
い
い
、
じ
ょ
う
ぶ
で
さ
え
あ

れ
ば
：
・
・
:
。
そ
れ
か
ら
、
ゆ
だ
ん
し
て
い
な
け
れ
ば
、
こ
ん
な
、
被
害
が
お
こ
ら
な
く
て
す
ん
だ
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
、
今
度
の
台
風
か
ら
反
省
さ
せ
ら
れ
教
え
ら
れ
た
。

こ
の
教
訓
を
い
つ
ま
で
も
か
み
し
め
て
い
こ
う
。

こ
の
九
号
台
風
で
、

ね
る
前
に
父
が
、

知
名
町
立
下
平
川
小
六
年

111

ほ
と
ん
ど
の
家
が
や
ら
れ
た
が
、
家
の
構
造
に
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
こ
の
家
が
た
お
れ
た
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
家
が
な
い
く
ら
い
だ
ろ
う
。
」
と
言
っ
て
い

た
こ
と
ば
を
思
い
出
し
た
。
そ
の
後
、
ね
て
か
ら
、
し
ば
ら
く
し
て
十
時
ぐ
ら
い
の
こ
と
、
バ
リ
ノ
と
窓
が

割
れ
た
の
で
、
す
ご
い
風
だ
0

風
速
六
十
メ
ー
ト
ル
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
た
。

そ
の
後
少
し
た
っ
て
か
ら
、
無
風
俯
態
に
な
り
、
外
に
出
て
み
る
と
、
一
、
二
軒
の
家
が
、
す
で
に
こ
わ

れ
て
い
た
の
で
、
び
っ
く
り
し
た
。

――-
0分
ぐ
ら
い
た
っ
た
ろ
う
か
。
今
度
は
、
ふ
き
返
し
が
き
た
の
で
、
ふ
ろ
場
に
ひ
な
ん
し
た
。
ひ
な
ん

す
る
時
‘
ぼ
く
を
育
て
て
く
れ
た
、
お
ば
ぁ
さ
ん
も
そ
こ
に
や
っ
て
き
た
。
ふ
ろ
場
の
中
で
は
、
七
人
で
家

の
こ
と
を
心
記
し
な
が
ら
、
今
ま
で
の
状
況
を
話
し
て
い
る
。

風
が
少
し
弱
ま
っ
た
後
、
一
二
十
分
く
ら
い
し
て
か
ら
、
兄
と
父
を
先
頭
に
家
の
中
に
入
っ
て
み
る
と
、
一

ま
い
わ
れ
て
い
た
の
で
、
父
が
雨
戸
で
ふ
さ
い
だ
。
そ
れ
か
ら
は
み
ん
な
、
家
の
中
の
二
部
屋
で
襄
た
。

翌
朝
、
近
所
を
ま
わ
っ
て
み
た
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
家
が
や
ら
れ
て
い
た
の
で
び
っ
く
り
し
た
。
そ
れ
に
家

が
く
ず
れ
て
い
る
所
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
台
風
の
こ
わ
さ
、
お
そ
ろ
し
さ
が
初
め
て
わ
か
っ
た
よ
う
な
気

が
し
た
。

復
旧
作
業
に
は
、
ぼ
く
も
手
伝
っ
た
。
そ
の
作
業
を
し
て
い
る
時
、
耳
に
入
っ
て
き
た
こ
と
ば
が
あ
っ
た
。

「
こ
ん
な
に
ひ
ど
く
、
家
が
や
ら
れ
た
の
は
、
家
の
中
-
」
い
て
も
、
い
な
く
て
も
同
じ
こ
と
。
い
っ
そ
う
の

こ
と
｀
い
な
い
方
が
安
全
だ
。
」
と
、
ど
う
し
て
だ
ろ
う
と
思
い
、
ひ
と
り
考
え
を
し
て
み
た
。
家
が
く
ず

れ
、
直
そ
う
と
し
て
、
大
き
な
け
が
を
す
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

父
が
、
そ
ば
で
不
安
そ
う
に
、

9

ぼ
ろ
で
も
い
い
か
ら
、
が
ん
じ
ょ
う
な
家
を
病
ら
ん
と
い
か
ん
な
あ
0

」

な
ど
と
、
う
で
組
み
し
な
が
ら
言
っ
て
い
る
。
そ
の
姿
は
、
真
剣
な
も
の
で
あ
っ
た
。

今
度
の
台
風
で
、
教
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
家
の
周
囲
に
ま
、
防
風
対
策
を
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
サ

フ
ツ
の
窓
だ
け
に
た
よ
っ
て
い
て
は
、
物
切
れ
が
飛
ん
で
き
て
、
ガ
ラ
ス
を
割
っ
て
し
ま
え
ば
、
天
井
は
も

ち
ろ
ん
、
屋
根
ま
で
も
吹
き
は
が
さ
れ
、
家
は
全
滅
し
て
し
ま
う
と
、
い
う
こ
と
だ
。
サ
ッ
ツ
の
外
か
ら
も

雨
戸
を
取
り
付
け
、
勁
か
ぬ
よ
う
に
、
さ
さ
え
を
し
、
く
ぎ
付
け
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

九
州
電
工
や
自
衛
隊
と
、

百
名
近
く
の
人
た
ち
が
、
復
旧
作
業
を
な
さ
っ
て
お
り
、

-

1

1

9
ー

九

〇

七

ミ

リ

バ

ー

ル

の

沖

永

艮

部

台

風

と
て
も
あ
り
が
た
か

神

克

仁

J

ん
な
に
大
き
な
被
害
を
受
け
な
く
て
済
ん
だ
の
に
と
、
思
っ



父
は
、
夕
方
、
仕
ポ
か
ら
帰
っ
て
き
た
。

知

名

町

立

下

平

川

小

六

平

仁

そ
の
時
は
風
が
も
う
強
く
吹
ぃ
て
い
た
。
父
は
す
ぐ
、
ぼ
く
に

雨
戸
を
し
め
る
よ
う
に
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
す
ぐ
し
ま
し
た
。
し
め
た
後
、
テ
レ
ピ
を
見
て
い
た
ら
、

電
気
の
調
子
が
お
か
し
く
な
り
、
消
え
た
り
、

そ
の
う
ち
に
、
風
は
ば
げ
し
く
な
り
、

ぁ
ち
こ
ち
か
ら
雨
も
り
が
し
て
き
た
の
で
、
母
は
、
ふ
と
ん
を
出

し
笹
理
を
し
始
め
、
ぽ
く
は
学
川
品
頚
を
全
部
、
雨
に
ぬ
れ
た
り
、
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
｀

安
全
な
場
所
に
整
理
し
た
。
家
族
は
、
不
安
な
気
持
ち
で
、
み
ん
な
目
ま
ぐ
る
し
く
動
い
て
い
る
。
い
つ
の

間
に
か
、
風
が
ぴ
た
り
と
止
ま
っ
た
。
台
風
の
目
に
は
い
っ
た
の
で
あ
る
。

家
の
戸
は
、
雨
も
り
が
し
た
だ
け
だ
っ
た
が
、
庭
を
の
ぞ
い
て
み
る
と
、
ど
こ
か
ら
飛
ん
で
来
た
の
か
、

ト
ク
ソ
や
板
ぎ
れ
な
ど
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

三

0
分
ほ
ど
過
ぎ
た
と
き
、
ま
た
風
が
強
く
吹
き
出
し
た
。
ふ
き
返
し
だ
。
今
度
は
、
反
対
側
か
ら
の
怖

風
が
‘
も
う
れ
つ
に
吹
き
出
し
た
。
す
る
と
ア
ッ
と
言
う
間
に
、
玄
関
の
サ
ッ
ジ
が
グ
ラ
グ
ラ
と
ゆ
れ
出
し

た
。
父
は
す
ぐ
庭
に
回
り
雨
戸
を
打
ち
つ
け
た
。

打
ち
つ
け
が
終
わ
る
ま
で
は
、
気
が
気
で
は
な
い
。

家
の
中
に
は
い
る
父
の
姿
を
見
る
と
、
ほ
っ
と
し
た
。

ぽ
く
は
、
な
か
な
か
寝
っ
か
れ
ず
、
起
き
て
外
を
見
た
ら
、
テ
ラ
ス
が
破
れ
て
い
る
。
ふ
と
、
昨
平
の
台

風
の
こ
と
が
頭
に
浮
か
ん
で
き
た
。
こ
の
テ
ラ
ス
も
昨
平
の
台
風
に
は
、
び
く
と
も
せ
ず
、
じ
ょ
う
ぶ
だ
っ

た
の
に
、
今
度
の
台
風
は
す
ご
い
な
と
、
そ
の
は
げ
し
さ
に
、
た
だ
、
お
そ
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
ん
な

こ
と
を
思
い
出
し
て
い
る
う
ち
に
、

「
ガ
チ
ャ
ノ
0

・
,
リ
ノ
・
ハ
リ
／
0

」
と
言
う
す
さ
ま
じ
い
音
が
し
た
。
そ
の
音
の
す
る
と
ぐ
ち
（
台
所
]

に
行
っ
て
見
る
と
、
上
の
方
の
ガ
ラ
ス
が
蕗
ち
て
割
れ
て
い
た
。
父
も
、
そ
の
音
で
か
け
つ
け
て
、
板
を

か
か
え
て
来
て
、
す
ぐ
く
ぎ
づ
け
を
し
、
難
を
し
の
い
だ
。

朝
起
き
て
見
る
と
、
か
べ
や
ガ
ラ
ス
戸
が
あ
ち
こ
ち
、
破
れ
た
り
は
ず
さ
れ
た
り
し
て
い
た
。

ぼ
く
は
思
っ
た
。
ど
ん
な
台
風
で
も
、
気
を
ゆ
る
す
こ
と
な
く

5

雨
戸
を
と
り
つ
け
、
た
と
え
小
さ
な
ガ

ラ
ス
戸
で
も
、
板
で
く
ぎ
づ
け
を
し
、
少
し
で
も
防
風
の
対
策
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
知

゜
t

J

 t
 

つ

台
風
に
は
釘
れ
っ
子
に
な
っ
て
い
た
ぼ
く
だ
が
、
史
上
最
大
の
こ
の
沖
永
良
部
台
風
を
体
険
し
て
か
ら
、

ど
ん
な
に
小
さ
な
台
風
で
あ
っ
て
も
ゆ
だ
ん
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
今
後
も
心
得
て
お
こ
う
。

っ
た
。

史

上

最

大

の

沖

永

良

部

台

風

つ
い
た
り
し
出
し
た
。

|

I

 2 0
ー

「
沖
永
良
部
台
風
」
よ
り

知
名
町
立
下
乎
川
小
六
平
生
文
渠

東

公
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